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海 人 草 の 純粋 有効 成分 サント 
ニン & を 最も 的 に 、 


多年 の 贅 究 と 最新 の 技術 が うん だ 応 虫 薬 マ ク 
ニン ら は 、 そ の 高い が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 を の 上 な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン SS は 、 座 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 訟 を の まな く で も 、 確 
天 に 固 虫 を と る で と が で きま す 。 


団体 用 お よび 学 意 用 マタ ニン 8S は 、 
全 で 高い そ を もち 、 
便利 な の で 集団 選 適 で す 。 

価格 の で 、 学 、 工 
会計 で 非常 な えて いま す 。 


団体 用 (大 100 人 分 ) 
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寺 


卵 剤 の 研 
(2) 中 の 卵 び 多 卵 に 対す る 薬剤 の 作用 


群馬 学 医学 部 小児 科学 教 (主任 松村 竜 教授 ) 
(昭和 32 年 4 月 7 日 受領 ) 


言 

尿 中 の 対す る 殺 つい て は , 教室 の 大 
沢 は 系 統 的 な 研究 を 行い , その 結果 , 二 硫 化 炭 素 , 臭 化 
メチ ル , 湊 化 メチ ル , 湊 化 ニチ ル 等 が 従来 の 文献 と に み ざ 
る 強力 な 剤 で ある こと を 初め て 報告 し た 。 

し か る に 選 中 の 作用 する 薬剤 に つい て は , 
殆ど 報告 され て いな い 。 即ち , 野田 (1928) が 決 度 を 用 
いて , 柳沢 ・ 内 田 (1954) 及び 多 津 見 (1955) が ネオ ジ 
クロ ン , 二 硫 化 炭 素 を 用 いて 実験 し た の み で , 大 沢 が 選 
尿 中 の つい て 行 つ た よう な 広 研究 は , 未だ 
内 外 の 文献 に み ら れ な い 。 

私 は 第 1 お いて , の 薬剤 を 用 いて 水中 の 
に 対す る 剤 の 研究 を 行い , 化 メチ ル , 化 ニチ 
ル 及 び 二 臭 化 エ チレ ン が , 多 に 対し て 優秀 な 殺 作 
用 を す る と と を 報告 し た 。 し か し 剤 と に よる 多 
感染 予防 の 目的 に は , 遇 虫 の 場合 と 同じ < く , 農家 の 肥 演 
中 に 薬 剤 を 投入 し て , 薬剤 を 尿 尿 中 で 作用 せしめ な けれ 
ば な ら ぬ 。 よ ょ つて, 本 は , 中 に お ける 虫 に 
対す る 帝 卵 作用 に つい て 研究 し た 。 

まず , 中 に お ける する 作用 を 実験 
し つい で 中 に お ける 虫 に 対す る と 
虫 卵 た 対す る それ と を 比較 検討 し , 最後 に 多 虫 卵 と 対す 
る , 選 尿 中 及び 水中 に お ける 殺 卵 作用 を 比較 し た 。 次 に 
その 成績 を 報告 する 。 

実験 材料 及び 実験 方 法 


(1) 中 の に 対す る 薬剤 の 殺 作用 の 実験 


の 場合 
虫 と し て は アメ リカ 虫 を 用 いた 。 


KOICHIRO TERAO : Studies on the ovocides of 
parasite eggs. Report II. The ovocidal activity of 
utrious chemicals against ancylostoma eggs and 
ascaris eggs in night soil. (Department of Pedia- 
trics, School of Medicine, Gunma University.) 


薬剤 の 作用 は 次 の よう に 検査 し た 。 ち , 
を 含有 する 混合 物 薬剤 を 種々 の 濃度 に 混 じ 。, 
15°C の 低温 浮 卵 器 中 に 放置 し て ,, 7 日 及び 14 日 間 作 用 後 


に , 多 の 生死 を 検索 し た 。 , 第 1 お ける 水 


道 水 の 代り に , 選 尿 混合 物 を 用 いて 実験 し た 。 屋 尿 温 合 
物 は 人 の 排 ら 計 算 し て , 1 : 4 の で 混合 レ , 
区 便 及び 尿 は 共に 排 洪 後 1 日 以内 の も の を 用 いた 。 

(2) 中 の 対す る 薬剤 の 殺 卵 作用 の 実験 
の 場合 

人 上 を 多量 に 含有 する を 用 い , 混合 物 の 
作り 方 は , 多 虫 卵 に 関す る 実験 と 同一 に 行っ つた 。 

生死 鑑別 は 培養 法 に より , 第 1 述べ た 方 
法 に 従 つ た 。 

実験 成績 

(1) 中 に お ける に 対す る 諸 薬剤 の 殺 
作用 (第 1 表 う 

0.052% 濃 度 作 用 の 場合 : 決 化 メチ ル , 決 化 エチ ル , 臭 
化 チル は 日間 作 用 で , 多 を 完全 に た 。 

0.1 2% 濃 度 作 用 の 場合 : 臭 化 エ ェ チ ル の 他 , D-D, 1, 
2- 二 塩化 プロ パン 及び 1,3- 二 塩化 プロ ピレン は 日間 作 
用 で , 多 虫 卵 を 完全 に 殺 減 し た 。 又 二 臭 化 ニ チレン , 
トリ クロ ル エ チレ ン も こと の 濃度 で , 釣 虫 卵 を 殆ど 完全 に 
帝 滅 し た 。 即ち , トリ クロ ル エ チレ ン は 14 日間 作用 で 
は , 虫 の 遊 出 は 対 匹 に 対し , 僅か 5 に ぎ 
な か つた 。 

1.0% 濃 度 作 用 の 場合 : 二 硫 化 炭 素 。 トリ クロ ル ニ エチ 
レン , = トロ メタ ン , 塩化 アリ ル , 臭 化 ブ チル , 二 塩 化 
ェ も 間 作 用 で , 卵 を 完全 に 殺 減 し た 。 

(2) 中 に ける 多 に 対す る 殺 作用 と 
卵 た 対す る 作用 の 比較 (第 1 表 及 び 1 図 。 

a) 両者 の 作用 一 致し た 薬剤 
決 化 メチ ル , 湊 化 エチ ル は 共に 0.0522 の 濃度 で , 多 虫 
卵 及び を 完全 し た 。 D-D, 1,2- 二 塩化 プ 
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第 1 表 中 の 卵 及び 卵 に 対す る 諸 種 薬剤 の 殺 作用 


7 日 7 日 14 
0.05 0 0 
化 0.025 342 368 72 75 
0.01 2,300 1,016 11 22 
対照 2,580 2,788 0 0 
0.05 0 0 100 100 
湊 化 110 98 7 98 
0.01 463 310 37 47 
対 照 2,512 2,596 0 0 
0.1 0 0 100 100 
0.05 0 0 78 85 
Br 38.4 
Lt 0.025 609 550 50 50 
対照 2,436 2,823 0 0 
0.1 37 12 97 97 
0.05 115 79 25 17 
対照 3,342 327 1 0 
i 0.1 17 9 100 100 
0.05 138 94 100 100 
H, Br-CH; Br 131. 
843 531 62 99 
1,540 1,372 0 0 
4 0.1 0 0 100 100 
& 
0.05 876 375 75 86 
拉 0.025 922 526 4 15 
対照 2,150 1,605 2 
ET 0.1 0 0 94 97 
. 0.05 840 363 45 56 
プア 2,452 0 29 
対照 3,000 2,831 1 1 
a 0.1 0 0 100 100 
, 3- 一 塩 0.05 166 235 78 90 
1, 
875 742 1 0 
1.0 0 0 100 100 
素 0.05 3,603 3,065 22 24 
対照 5,358 4,629 0 0 
1.0 0 0 0 12 
CHCI: 211 5 0 0 
対照 2,268 1,573 0 1 
1.0 0 0 2 1 
0.1 35 21 2 1 
201 342 2 0 
対照 5,500 4,860 1 0 
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1 表 一 2 
7 日 14 7 日 14H 
1.0 0 0 100 100 
塩化 アリ ル CH;=CHCH:; Cl 44.6 0.1 498 635 86 91 
対照 2,236 2,014 1 1 
1.0 0 0 100 100 
臭 化 プ チル CH; (CH:); Br 725 630 39 43 
対照 2,640 2,833 0 1 
1,668 1,398 0 2 
ヒド! No/ 対 1,540 1,432 0 1 
四 塩 化 1.0 1,590 1,381 1 1 
1.0 0 0 100 100 
1,626 1,322 0 0 
1,564 1,451 1 1 
塩 化 1.0 2,218 2,038 0 1 
2,531 2,348 0 0 
1.0 0 0 75 86 
塩 化 0.1 1,626 1,485 2 3 
Gd 対照 1,540 1,430 2 2 
1.0 236 185 40 48 
決 度 L, 0.1 1,630 1,352 0 0 
対照 1,564 1,451 0 0 


1 図 尿 中 に ける 虫 に 対す る 


卵 作 用 と に 対す る 作用 の 比較 
(15°C, 14 日 間 作 用 ) 


ロペ パン , 1,8- 二 塩化 プロ ピレン は 0.12% で 虫 卵 及 び 
虫 卵 を 完全 に 殺 減 し た 。 二 硫化 炭素 , 塩化 アリ ル , 臭 化 
ブチ ル 及 び 二 塩化 エタ ン は 1.0% で , 多 及び 
に 対し , 完全 な 殺 卵 作用 を 示し た 。 

b) 両者 の 用 の 一 致し な か つた 薬剤 


臭 化 そ エチ ル は 0.052% 濃 度 , て 7 日 間 作 用 で , 釣 虫 卵 に 対 
し て , 完全 な 作用 が あつ た が , に 対し , 完 金 
な 殺 卵 作用 を 量 さ な か つた 。 ト リク ロ ル エ チレ ン 及 び = 
トロ メタ ン も 卵 に対する 殺 作用 の 方 が , 卵 に 
対す る 作用 より し か つた 。 これ に 反し , 二 ェ 
チレ ン は 対す る 殺 の 方 が , に 対す 
る より も つた 。 即 ち , 0.052% 濃 度 , 7 で は , 
を 完全 に 殺 減 し た が , 多 対し て は 完全 な 
く , の 遊 出 は 対照 1540 対し , 138 で あつ た 。 

(8) に 対す る 中 及び 水中 に お ける 作 
用 の 比較 (第 1 表 。 第 2 1 1 表 ) 

の 存在 に る 多 対す る 殺 の 影響 を , 
完全 殺 滅 に 要する 最小 濃度 を 以 て 比較 し , 次 の 成績 を 得 

湊 化 メチ ル 及 び 湊 化 エ チル : 水中 に お いて 多 虫 卵 を 完 
全 に 殺 滅 する の に 要する 最小 濃度 < 以下 殺 減 最小 濃度 と 


すう は , 001 , 日間 作 用 で あつ た が , 必 に 


(3 ) 


| | * 
| 3 
% 
1 
0.3 


| 


第 2 図 銘 虫 卵 た 対す る 恒 尿 中 及び 水中 に 
4s ける 殺 婦 作 用 の 比較 (15°C, 7 日 間 作 用 ) 


お ける それ は , 0.05% 濃 度 , "日間 作 用 で あつ た 。 即 ち 
の 存在 に と 殺 減 最小 濃度 は 5 倍 と な つた 。 

臭 化 テ チル : 水中 に お いて , 多 虫 卵 に 対す る 殺 減 最小 
濃度 は , 0.012% 濃 度 , 14 日 間 作 用 で あつ た が , 尿 中 に 
お いて は , 0.05% 度 日間 作 用 で あつ た 。 即ち, 
・ の 存在 に より , 殺 減 最小 濃度 は 5 倍 と な つた 。 

アリ ルカ ラ シ : 水中 に お いて , 虫 に 対す る 
最小 濃度 は , 0.005 2 濃度, 14 日 間 作 用 で あつ た が , 選 
尿 中 に お いて は , 0.12 濃 度 , 14 日 間 作 用 で も な お , 仔 
虫 の 遊 出 が 認め られ た 。 即ち, 仔 虫 の 遊 出 は 対照 827 匹 
に 対し , 12 匹 で あつ た 。 よ つて の 存在 に により, 
最小 濃度 は 20 倍 以上 に な っ つた と 思わ れ た 。 

二 臭 化 エチ レン : 水中 に お いて , に 対す る 減 
最小 濃度 は , 0.012% 度 日 間 作 用 で つた が , 
中 に お いて は , 0.12% 濃 度 , 14 日 間 作 用 で , 爺 虫 の 遊 出 
は 対 1.872 匹 に 対し , 9 匹 で あつ た 。 即 ち , 尿 原 の 存 
在 に ょ り , 殺 減 最小 濃度 は 10 倍 以上 と な つた 。 

D-D, 1,2- 二 塩化 プロ パン 及び 1,3- 二 塩化 プロ ピ レ 
ン : 水中 に お いて , 釣 虫 卵 に 対す る 殺 減 最小 濃度 は , 
0.025 ・% 濃 度 , 7 日 間 作 用 で あつ た が , 戻 尿 中 に いて 
は , 0.12% 濃 度 , 日間 作用 で あつ た 。 即ち, の 存 
在 に ょ り , 殺 減 最小 濃度 は を 倍 と な つた 。 

二 硫 化 炭 素 及 び ト リク ロ ル エ チレ ン : 水中 に お いて , 
, 多 虫 卵 に 対 ず る 殺 減 最小 濃度 は , 0.122 濃 度 , て 日 間 作 
用 で あっ つた が , 選 中 に て は , 1.02% 濃 度 , 7 日 間 
作用 で あつ た 。 即 ち , の 存在 に より , 減 最小 濃度 
は 10 倍 と な つた 。 。 

度 : 水中 に お いて , に 対す る 最小 濃度 
は , 0.05 濃 度 ,。 7 日 間 作 用 で あつ た が , 選 尿 中 に お い 
て は , , 1.0 濃度 , 14 日 間 作 用 で , 仔 虫 の 遊 出 は 対照 
1.451 匹 に 対し , 185 匹 で あつ た 。 即 ち , 床 の 存在 に 
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ょ り , 殺 減 最小 濃度 は 20 倍 以上 と な っ つた 。 

小 括 : の 存在 に ょ り , 虫 用 は , いずれ の 薬 
剤 に お いて も る 減 只 し た 。 そ の 程度 は , 4 倍 ~20 倍 以上 で 
あり , 4 ~5 倍 の る ぁ の が 多 か つ た 。 選 尿 の 存在 に と ょ る 影 
導 が 著 し か つ た の は , アリ ルカ ラ シ 油 , 決 度 及 び 二 臭 化 
で あら た 

選 の 存在 に と ょ る 作用 が , いずれ の 薬剤 に 
お いて る 減 た こと は , 教室 の 大 沢 の に お ける 
成績 と 一 致し て いる 。 なお, を の 減 男 の 程 紅 は , 湊 度 に 
お いて は , 20 倍 以 上 で を ぁ る の に 反し レ , 履 燕 剤 に お いて 
は , 4 ~5 倍 程度 で あつ た 。 大 沢 は , に ついて, 
薬剤 の 毅 作用 の の 存在 に と ょ る 減弱 が , 剤 で は 
他 の 薬剤 に 比べ て , 少な いと 報告 し て いる 。 釣 虫 九 に 対 
する 帝 卵 作用 に 関し て も, 全く 同一 の 事実 が 認め られ 
た 。 以 上 より , 選 尿 中 の 釣 虫 卵 に 対す る 殺 卵 剤 と し て も 
剤 が 便利 で ある と 思わ れる 。_ 

総括 並び に 者 

以上 の 実験 成績 の 如く 

(1) 中 に お いて , 泊 メチ ル , 化 エチ ル 及 び 
臭 化 チル は , 濃度 0.052, 7 日 間 作 用 で を 完全 
し た 。 , D-D, 1,2- 二 塩化 プロ パン 及び 1,3- 二 
塩化 プロ ピレン は , 濃度 0.122, て 日間 作 用 で , 
を 完全 に 殺 減 し た 。 選 中 の を する 薬剤 に 
いて の 報告 は 従来 も 2 。 8 ある が , か か る 強力 な 殺 嘱 作 用 
を 量 し た 薬剤 は な , 未だ 内 外 の 文献 に 報告 を みな い 。 

(3) 諸 種 薬剤 の 中 の 虫 に 対す る 殺 作用 と 
負 虫 卵 に 対す る 殺 卵 作用 の 比較 で は , 一 致す る 場合 が 多 
か つた 。 了 時 に , 一 致 せ 妨 場合 も 認め られ た 。 即ち , 両者 
の 殺 卵 作用 の 一 致す る 薬剤 と し て は , 湊 化 メチ ル , 決 化 
ェ チ ル , D-D, 1,2- 二 塩化 プロ パン , 1,3- 二 塩化 プロ 
ピレン , 二 硫 化 旋 素 , 塩化 アリ ル , 臭 化 ブ チル , 二 塩 化 
ェ タ ン 等 が あつ た 。 一致 せ 内 薬剤 の うち , 臭 化 エ チル 。, 
トリ クロ ル エ チレ ン , = トロ メタ 々 タン で は , 釣 虫 卵 と 対す 
る 作用 の 方 が , に対する 作用 より 強力 で 
あり , これ に 反し , 二 臭 化 チ レン で は , 虫 に 対す 


・ る 卵 作用 の 方 が , に対する 作用 より 弱 か つ 


た 。 

な お , 者 に 対す る 作用 が 一 致 は 第 1 
窟 で 述べ た 如く < 。 臭 化 エ チル , トリ クロ ル エ チレ ン , = ト 
メタン, アリル カラシ 及び 二 硫 化 で あつ た 。 
ち , 臭 化 エ チル , トリ クロ ル エ チレ ン 及 び = ト ロメ タン は 
水中 及び 中 を 問わ ず , 虫 対す る 作用 
上 銅 虫 卵 に 対す る それ と 一 致 せ ず , 更に 強力 で あつ た 。 


(4) 


* 
* 
4 
% 
0.025 
9 
3 
. 
"3 


33 年 2 月 (1958)] 


(8) の 存在 に 多 卵 作用 が , いずれ の 
剤 に お いて る も 減 只 し た 。 そ の 程度 は , 4 ~20 倍 以上 で あ 
り , 4 ~5 倍 の も の が 多 か つ た 。 存在 に と ょ る 影 
が 著 レ かつ た の は , アリ ルカ ラシン シ 油 。 洗 度 及び 二 臭 化 ェ 
チレ ン で あっ た 。 ; 

戻 の 存在 に と ょ る 多 卵 作用 が , いずれ の 薬剤 に 
お いて も し た と と は , 教室 の 大 沢 の 虫 お ける 
と 一 致し て いる 。 な お , その 程度 は , 度 に 
お いて は , 20 倍 以上 で ある の に 反し レ , 燕 剤 に お いて 
は , 4~5 倍 で あつ た 。 大 沢 は , つい て , 
薬剤 の の の 存在 ょ る が , 燕 剤 で は 
他 の 薬剤 に 比べ て , 少な いと 報告 し て いる 。 釣 虫 卵 に た 対 
する 卵 作用 に 関し て も , 全く 同一 の 事実 が 認め られ 
た 。 以 上 ょ より, の 釣 虫 に 対す る と し て も 
爆 燕 剤 が 便利 で ある と 思わ れる 。 

19 種 類 の 薬剤 を 尿 尿 中 に お いて , 温度 15C の 条件 下 
で , "日 及び 14 日 間 , 虫 卵 及 び 虫 に 作用 させ, とこ 
れ ら 薬剤 の 殺 卵 作用 に っ いて 比較 実験 し , 次 の 成績 を 得 

(1) 中 の 釣 虫 に 対す る と し て , 最も 強 
力 な も の は , 決 化 メチ ル , 決 化 エチ ル で あり , いずれ も 
0.05% 度 , 日間 作 用 で を 完全 殺 減 し た 。 次 
に 効果 の あっ つた 薬剤 は , D-D, 1,2- 二 塩化 プロ パン , 
1,3- 二 塩化 プロ ピレン 0.12 濃度, 日 間 作 用 で, 
虫 を 完全 に レ Co 

(2) 薬剤 の 中 に お ける 多 卵 と 対す る 
作用 と に 対す る 作用 を 比較 し た 結果 , 一 致す 
る 場合 が 多 か つ た 。 } 

( 8) 諸 種 薬剤 の 釣 虫 対す る 中 及 ぐ 水中 に 
ける 用 を 比較 し た 結果 , の 存在 に と ょ り 薬 剤 の 
殺 作用 は 減 た が , 剤 に お いて は , その 程度 が 
、 割合 と 畔 つた 。 そ の 減 著しい も の は , アリ ルカ ラ 
シ 油 。 二 臭 化 テ チレ ン 及 び 決 度 で あつ た 。 


あたり , 御 る 御 指導 と 御 校 賜 わ つ た 
松村 教授 に 厚く 御礼 を 申 上 げ ま す 。 

本 論 要 , 第 14 回 生 虫 学会 東日本 支部 大 会 
(昭和 29 年 11 月 ) 及び 第 24 回 日 本 寄生 虫 学 会 総会 (昭和 
30 年 4 月 ) に 発表 し た 。 
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Summary 


Each of 19 chemicals such as methyl iodide, 
ethyl iodide, ethyl bromide, allyl-mustard oil, et- 
hylene dibromide and others was put into night 
soil, and allowed to act upon Necator americanus 
eggs and human ascaris eggs at 15°C for 7 and 
14 days, respectively, to compare their ovocidal 
activities, with the following results: 

(1) The most effective ovocidal chemicals aga- 
inst ancylostoma eggs in night soil were methyl 
iodide and ethyl iodide, both perfectly killing them 
at concentration of 0.05% in 7 days. Secondly 
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effective were D-D, 1,2, dichloropropan and 1,3, 
dichloropropylene, perfectly killing them at con- 
centration of 0.1% in 7 days. : 

(2) Ovocidal activities of these chemicals aga 
inst ancylostoma eggs and ascaris eggs agreed in 
many cases. 

(3) As the results of comparison of their ovo- 
cidal activities in night soil and in water, it was 
found hut the presence of night soil weakened 
the ovocidal actions, especially remarkably in allyl- 
mustard oil, ethylene dibromide and iodine, but 
relatively slightly ih the fumigants. 
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圭 ケ 浦 地 方 の シラ ウォ に 寄生 する 横川 吸虫 の 研究 


義 孝 * 


(国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 ) 
(静岡 大 学 保健 研究 ) ( 県 保 所 ) 


茨城 県 浦 地方 に お いて は , 従来 浦 か 漁獲 さ 
れる シラ ウオ Salangichthys microdonm を 酢味噌 に し て 生 
食 賞 味 す る 風習 が ある 。 と の シラ ウオ が 誤 種 の メタ ゴマ = 
ム ス の 感染 の お それ の ある だ ろう こと と は 筆者 の 一 人 山本 
が すでに 注目 し て いた の で ある が , 今回 同 魚 体 を 検査 し 
て 多 迷 の 包 有 喪 の 寄生 を 認め , 且つ と れ を 著者 等 が 試食 し 
て 38 年 6 ヵ月 の 永き に て 便 中 に を 証明 し , 更に 
家 束 及 び マツ ウ ス に 感染 せしめ て 多く の 成虫 を 得 , それ 
ら を 検索 し た 結果 , 此 の 包 奏 は 横川 吸虫 Metagonimus 
yokogawar Katsurada, 19138 で ある と と を 確 め た 。 尚 同 
地方 住民 の 検便 に より , 場所 に こよ ょ つて は 502 以 上 の 横川 
吸虫 寄生 率 を 示し た の で それ ら も あわ せ て 報告 する 。 
シラ ウオ に お ける metacercaria の 寄生 状況 
採集 し た シラ ウオ は 大 鳥 正 満 博士 の 同定 の 結果 Salar- 
gichthys microdon Bleeker 「 シラ ウオ 」 と 称し , 本 邦 に 
お いて シラ ウオ と 呼ば れる も の の うぅ ちの 最も 普通 種 で あ 
る . 同 地方 に と あつ て は 大 体 冬 期 か ら 4 月 末日 迄 は 禁 り ょ 

う 魚 と され て お り , 他 の 季 節 で は 常に 多数 漁獲 えれ て で 食 
膳 に 供 を られ 且つ 出荷 され て いる 様 で ある 。 

1953 年 11 月 に 漁獲 えさ れ た シラ ウォ (体長 55 へ ~ パ 0 mm) 
に つい て 被 棒 幼虫 の 寄生 状況 を 詳細 に 調査 し た 結果 , 本 
種 metacercaria は 17 匹 (94.42%) に 陽性 で あり , シラ 
ウオ 各 一 匹 に お ける 寄生 数 は 最少 1 ご , 最多 27=, 平均 
17.8 っ で , すなわち その 寄生 率 に お いて も 寄生 濃度 に お 
いて る も 可 成 り 濃 厚 な 浸 淫 状況 で あつ た 。 


*YOSHITAKA KOMIYA, **JIRO ITO & ***SHI- 
GERU YAMAMOTO: An epidemiological survey 
of Metagonimus yokogawai in Kasumigaura di- 
strict. (*Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo. **Department of 
Hygiene, Shizuoka University, ***Itako Health 
Center, Ibaragi, Japan) 


(昭和 32 年 4 月 19 日 受領 ) 


metacercaria の 寄生 部 位 に と に つい て は , と の 魚 が 鱗 片 
を ほとん ど 欠 いて いる 関係 上 , 本 来 の 寄生 部 位 の 鱗 に 代 
つて 筋肉 内 に 多数 認め られ た 。 す な わ ち 上 記 18 匹 の シラ 
ウオ に つい て 観察 し た 結果 に ょ れ ば , せる 
虫 の 約 80%% が 内 に 寄生 し , 残り の 約 は 筋肉 内 に 
寄生 し , 更に 少数 の metacercaria は 魚の 頭骨 に 四 所 を 
形成 し て 寄生 いた (第 1 , 2 図 参照 尚 18 の シラ 
ウオ 中 2 匹 の Echinochasmus sp. の metacercaria 
を 各々 28 ご 乃至 18 ご 認め られ た 。 
人 体 え の 試食 実験 
1953 年 10 月 4 日 に 漁獲 えさ れ た シラ ウオ を , 住民 の 料理 
法 と 全く 同様 の 酢味噌 に し て 著者 等 の 2 人 小宮 , 伊藤 が 
各 数 十 匹 ずつ 試食 し た 。 試 食後 28 日 目 に 検便 を 実施 し た 
結果 , 2 例 と も 多数 の 虫 卵 を 認め た 。 そ と で 著者 等 は 横 
川 吸虫 の 人 体内 に お ける 寿命 を 追求 する た め に 他 の 生魚 
の 生食 を 一 切 禁 じ , 駆虫 も 全く 行わ ず に 随時 検便 を 実施 
し た 結果 , 試食 後 2 年 目 和 包 は 常に 多く の 貝 卵 を 証明 し , 
8 年 目 と な つて 生 卵 減じ , 且つ 変性 縮 も 散見 
され , 4 年 目 に な つて を 減じ , 宮川 沈 
法 を 行 つ て 尚且 つ 数 枚 の プレ パラ ー ト 中 に 辛うじて 虫 卵 
を 発見 し 得る 程度 で あつ た 。 2 例 中 1 例 に お いて , 遂に 
試食 後 8 年 6 ヵ月 で 虫 卵 が 消失 し , 他 の 1 例 に お いて 3 
年 10 ヵ 月 で 虫 卵 が 消失 レ し た 。 岡 部 浩 洋 氏 か ら 私 信 に ょ れ 
ば , 横川 吸虫 の 寿命 の 人 体 に お ける 記録 は 約 8 ヵ月 と さき 
れ て いた が , 今回 の 筆者 ら の 実験 に と より , 確実 と 8 年 以 
上 に 及ぶ 事 が 明か と な つた 。 
沿 述 2 例 に その 期間 中 , 本 寄生 に と 考え ら 
れる 自覚 症状 は 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な か つた 。 
動物 へ の 感染 実験 

1953 年 , 家人 移 1 例 に 毎日 10 匹 宛 10 日 間 合 計 100 匹 の シ 
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第 1 表 マウ ス に 対す る シラ ウオ の 試食 実験 
(シラ ウオ は 総 べ て 人 震 浦 産 の 生鮮 魚 で 各 マ ウス に 50 匹 づ っ 試食 ) 


動 物 番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
寄生 虫 体 数 し 4 5 0 0 0 0 
生 | 小腸 中 部 269 172 8 3 3 
小腸 下部 202 88 69 3 1 2 
直 腸 0 0 3 0 0 


ラウ オ を 連続 試食 せしめ , 初回 試食 後 40 日 目 に 同 穴 免 の 
検便 を し て 多数 の 横川 吸虫 卵 を 認め 得 た 。 依っ つて 直ちに 
誠 検 せる 結果 , その 小腸 部 か ら 192 匹 以上 の 横川 吸虫 を 
得 た 。 そ の 形態 に つい て は 後述 する 。 家 兎 は 試食 期間 中 
多少 不 活 発 の 事 も あつ た が 概ね 正常 と か わり な く , 誠 検 
結果 は 多少 の 腹水 増加 を 認め た の み で , その た の 著 変 は 
認め らち られ な か つた 。 

次 に 1953 年 10 月 か ら 1954 年 11 月 の 間 に 合 計 10 頭 の マウ 
ス に 動物 実験 を 行 つ た 。 そ の 方 法 は , か 獲 
れ た 生鮮 な シラ ウオ を その ま ゝ マウ ス に 与え る と マウ ス 
は ょ くそ れ を 食べ る の で ,。 マウ ス 一 頭 に つき 50 匹 宛 の シ 
ラウ オ を 与え , を その後 6 日 乃至 102 日 経過 後 訓 検 し て 貝 
体 の 寄生 状況 を 精査 し た 。 そ の 大 要 を 第 1 表 に 示し た が , 
6 日 経過 の ャ ウス で は 各 例 共に 比較 的 多く の 貝 体 を 検出 
し , その 寄生 部 位 は 小腸 中 , 下部 に 最も 多 か つ た 。16 乃 
至 26 日 経過 後 の マ ウッ ス で は 寄生 虫 体 数 が 著しく 減少 し , 
82 日 以降 の 各 マ ウス で は 遂に 寄生 虫 体 を 発見 出来 な か つ 

本 種 吸 虫 の 同定 

前 述 の 家 兎 か ら 得 た 虫 体 を プア ァ ン 固定 、 ア ラウ ンカ ル 
ミン 染色 標本 と な し , 任意 に 18 こ っ 体 を 計測 し て 第 2 表 に 
示し た 。 そ を その 結果 は 何れ も 高橋 (1929) の それ に 比 し て 


や ゝ 計測 値 は 小さ い が や 卵黄 巣 は 充分 発育 し て お 


り , その 体制 より 見 て 本 種 は 明か に Metagonimus 属 に 
属し レ , 且つ M. yokogawai 及び M. takahashii に 最も 
近似 し て いた (第 3, 4 図 参 照 ) う 。 と の 両 種 の 成虫 に お 
ける 区 別 点 と し て は , 卵黄 巣 が 左右 相 連 続 せ する も の が 
MM. t,, は な れ て いる も の が MM. y. と され (高橋 , 1929) 
或 は 左右 が 斜 の 位置 を 保ち , 子宮 が 右 の 後方 
包 走 行 て る も の が MM. t+., 然 ら ざる も の が MM. y. (宮田 , 
1944) , 更に は 体 全 形 の 形 , 大 き さ に ょ よる 差異 も 赤 そ の 
区 別 点 し て あぁ あげ られ て いる 。 和 者 ちら は 得 ら れ た 母 虫 の 多 


第 2 表 家 か ら 得 た を 体 計測 値 ( 単 位 
(プア ン 固 定 , アラ ウン カル ミン 染色 計測 虫 体 数 13 っ) 


平均 値 分 散 値 最大 値 最小 値 
Max. Min. 


uz 


{ 長 584.8 56.7 709.5 516.0 
幅 324.2 56.9 397.8 236.5 

殖 装置 \ 幅 49.8 5.43 53.6 43.4 

長 128.2 22.7 176.2 94.9 

右上 | 106.7 22.6 138.2 70.5 
左下 104.6 22:5 138.2 62.3 


くに つい て それ ら の 点 を 精査 し た が , 寧 丸 , 子宮 の 点 
か ら す れ ば MM. z. と 考え られ , 卵黄 業 の 点 か ら す れ ば 
M. y. と 考え られ て 遂に 母 虫 の 形態 で は 同定 し 得 な か つ 
た 。 然 し て 上 記 2 種 の 決定 的 な 区 別 点 は 虫 卵 の 大 き さ に 
ある 事 は 多く の 文献 に 見 る 所 で あり , 筆者 らち も 特に 留意 
し て 貝 卵 の 大 き さ を 測定 し た 。 測定 方 法 は 油 浸 レン ズ に 
より 視野 に 水平 に 横たわる 貝 卵 を 無 作 意 に 選定 し , ミク 
ロシュ ラウ ベ べ に ょ る 微 測 法 を 以 て 測定 し た 。 第 1 群 は 前 
記 2 例 の 人 体 実験 か ら 得 た 交 便 内 虫 卵 50 っ を 計測 し , 長 
径 26.7~381.8( 平 均 29.1) 短 径 16.3~19.2( 平 均 17.6) 
rz の 値 を 得 た 。 第 2 群 は 動物 実験 に よ ょ つて 得 た 数 匹 の ' 
母 虫 の 子宮 内 虫 卵 28 コ を 計測 し , 長径 27.7~380.4 (平均 
29.0) gm 短 径 17.0~19.2 (平均 18.0) x の 値 を 得 た 。 
即ち 此 の 吸虫 は 既往 の 概念 に 従え ば , 横川 吸虫 Metagoni- 
mus yokogawai Katsurada, 1918 と 同定 する の が 正しい 


| 
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図 家 に 試食 て 得 た 虫 , 固定 標本 


第 3 表 県 地 方 民 に 3 ける 


横川 吸虫 況 


1953. 12 月 調査 , 稀 塩 酸 ニ ー テ ル 法 


村 名 


検査 人 員 
陽性 者 数 
性 


北浦 地方 西浦 地方 
大 生 原 村 大 和 村 行方 村 小高 村 
228 136 107 108 579 
14 51 55 46 166 
6.1% 37.5% 51.4% 42.6%28.6% 


(9) 


第 4 図 マウ ス に 試食 させ て 得 た を 母 虫 生 , 鮮 標本 


と 考え られ る 。 

に お ける 横川 吸虫 の 状況 
1955 年 冬期 , 雷 ケ 浦 地 方 に お いて 上 述 の シラ ウオ を 生 
食す る 習慣 の 多い 4 カカ 村 に わた り , 合計 579 名 の 村民 の 
検便 を 実施 し て 横川 吸虫 の 感染 率 を 調査 し た 。 検便 方 法 
は 稀 塩 酸 ェ ー テ ル 法 で ある 。 そ の 結果 は (第 3 表 参 照 ) 各 


9 | 
| 
第 1 シラ ウオ 頭 の 
内 の 幼虫 第 2 図 シラ ウオ 頭骨 内 の 幼虫 
| 
< 
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村 に お いて 非常 に 多く の 横川 吸虫 保有 者 を 検出 し , 特に 
行方 村 の 如き は 51.422 の 高 率 を 示し て いた 。 然 し な が ら 
それ ら の 貝 卵 保有 者 の 調査 の 結果 は 著 明 な る 病 症 を 訴え 
る 程 の も の は 見 当ら な か つた 。 
論 議 
シラ ウオ か ら Metagonimus 属 吸 虫 の metacercaria 
を 得 た 報告 は 現在 迄 の と と ころ, 森 1985), 山口 1942), 
赤木 (1954 う の 8 例 に 見 る が , 種 の 同定 に 関し て は 何れ も 
筆者 ちと 異 つ て いる 。 即ち 森 1935) に 信 ば , metacer- 
caria を マウ ス , 家 兎 , 犬 に 試食 せしめ て 母 虫 を 得 , 母 
虫 の 形態 で は どちら と も 区 別 が つか な い が , 貝 卵 測定 の 


, 82 X18.8 の 値 を 得 て を Metagonimus yoko- 


gawai ovatus Kobayashi, 1918( 宮 田 ,1944 に ょ れ ば 之 は 
Metagonimus takahashit の synonym) と 同定 し , 山口 
(1942) は 筆者 ちと 同じ く 浦 の シラ ウオ を トビ に 
試食 せしめ , 得 た 母 虫 の 虫 卵 を 計測 し て 80~385 メ X18~22 
xz の 値 を 得 , 即ち M. takahashii と し て いる 。 更 に 赤木 
(1954) は 岡山 県 児島 湾 よ り 漁獲 えさ れ た シラ ウオ か ら 
Metagonimus 属 を , 動 物 実験 の 結果 Metag- 
onimus yokogawai var. takahashii と 同定 し て いる が 詳 
細 な 報告 は まだ 見 な い 。 何れ に せ ょ 上 述 の 諸 報 告 は 何れ 
も M. takahashii と され , 筆者 ちの 結果 は M. yokoga- 
a で ある 点 , 種 の 同定 に つい て 多く の 疑 点 を 残す の で 
ある 。 即ち 母 虫 の 形態 で は 殆 ん ど 同定 が 出来 ず , 単に 
虫 卵 の 大 き さ に 頼る 事 が 困難 で ある の か , 或いは 両 種 が 
混在 し て いる の か 等 の 問題 に つい て は 後日 の 研究 と まち 
た い 。 

横川 吸虫 の 宿主 内 に お ける 寿命 が 宿主 の 種 の 差 に と よ つ 
て 異な る 事 は 当然 と 考え られ る 。 人 体 に お ける その 記録 
は , 岡部 浩 洋 私信) に よれ ば 約 80 日 の よう で ある が , 
筆者 ら の 今回 の 実験 で 8 年 乃至 4 年 は 生存 し て いる 事 が 
明か と な つた 。 マ ウス に お ける 10 例 で は , 約 1 ヵ 月 の 短 
期間 に 虫 体 は 自然 消滅 する も の と 考え られ る 。 即 ち マ ャ マウ 
ス は 人 間 に 比 すれ ば 和樹 唱 吸虫 に 対し て 著しく 非 固 有 的 な 
宿主 で あろ 3 う 3。 

最後 に 雷 ヶ 浦 地方 に お ける 横川 吸虫 の 疫学 的 考察 を 試 
必 る な ら ば , 住民 の 濃厚 感染 の 原因 と し て 最も 大 き な 役 
割 を 果して いる の が すなわち , 横川 吸虫 の metacercaria 
で 高度 に 寄生 され た シラ ウオ の 生食 され る 風習 と 考え ざ 
る を 得 な い 。 勿論 同 地方 の ウグイ 其 の 他 の 淡水 魚 と も 
Metagonimus 属 の metacercaria が 認め られ て いる か 
ら , それ ら か ら の 感染 も 若干 ある だ ら う と と は 予想 され 
る が , と これから の 感染 だ け で は こと の 地区 が 他 の 地方 に 比 


(10 ) 
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し て 著しく 住民 の 感染 率 の 高い 理由 が つか め な い 。 一 度 
感染 し た 横川 吸虫 が 人 体内 で 3 年 以上 も 生存 し て 産卵 を 
続け , 区 便 と 共に 外界 に 出 た 虫 卵 か ふらの 同 虫 幼虫 が , 同 
地方 に 多数 棲息 する カワ = ニナ を 通じ て シラ ウオ に 浸入 し 
か か る 多く の metacercaria を 保有 する シラ ウオ が 好 ん 
で 生 の 状態 で 食膳 に 供 せ られ る 所 に と の 地方 の 横川 吸虫 
の 浸 肖 の 原因 が ある と 考え る と こと が も つと も 受 当 で あ 
る 。 
要 約 

1. 県 浦 か ら 漁 獲 え れる シラ ウオ は Metago- 
nimus 属 metacercaria を 高度 に 保有 し て 居り , 動物 実 
験 並 に 人 体 実 験 の 結果 , この metacecaria を 横川 吸虫 
(Metagonimus yokogawai) と 同定 し た 。 

2. 2 例 の 人 体 実 験 の 結果 , 感染 後 虫 卵 消 失 迄 の 期間 
は 夫々 8 年 6 ヵ月 及び 8 年 10 ヵ 月 で あつ た が , マウ ス の 
誠 検 結果 で は 382 日 以後 は 虫 体 が 発見 出来 な か つた 。 

8.。 シラ ウオ に お ける metacercaria の 寄生 部 位 は 筋 
肉 内 に 最も 多く , 若干 は 鱗 に 存在 し , 稀 に 頭骨 内 に も 存 
在 し て いる の が 認め られ た 。 : 

4.。 シラ ウオ は 霞 ケ 浦 地方 に お いて は 一 般 に 生食 され 
て いる 。 同 地方 住民 の 横川 吸虫 感染 率 は 6.1~51.4% に 
達する が , と これ は 主として 本 躍 被 電 幼 虫 の 自然 寄生 を う 
けた シラ ウオ の 生食 に よる も の と 考え られ る 。 

本 調査 に あたり 種々 便宜 を 与え られ た 匠 城 県 術 生 部 の 
各位 に 感謝 し , シラ ウオ の 同定 の 労 を と らち られ た 大 島 正 湾 
博士 に 深謝 の 意 を 捧げ る 。 
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Summary 


It was found that a brackish water fish Salan- 
gichthys microdon Bleeker, from the Lake Kasum- 
igaura was heavily infected with metacercariae: 
of Metagonimus yokogawai. About 70% of such 
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metacercariae were located in the muscle, the 
remaining 30% were in the fin, and a very few 
were situated on the concave hole of skull of fish. 

Experimental infection with these fluke were 
carried out on two men, and many eggs were pro- 
ved in their feces for 3 or 4 years, while in the 
case of mice, no worm was found after one month 
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after infection. 

Among the resident in the neighborhood of 
Kasumigaura, 28.6% of 579 persons were found 
to be infected with metagonimus. Such a heavy 
incidence of this fluke was considered to be due 
to food custom of eating this fish in a raw conditi- 
on. 
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症 の 了 臨床 的 観察 (2) 
感染 持続 期間 及び 自覚 症 に つい て 


藤 沢 


俊 


国立 横浜 病院 内 科 , 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 32 年 5 月 8 日 受領 ) 


個々 の 釣 虫 症 々 例 の 臨床 像 は , 感染 前 の 体質 ・ 栄 養 状 
態 , 感染 後 成 立 す る 免疫 等 を 含め て の 宿主 側 の 条件 と , 
感染 虫 数 ・ 虫 種 ・ 感 染 持 続 期間 等 の 寄生 虫 側 の 条件 に よ 
つて 決定 され る も の と 考え られ る 。 志 等 の うち 宿主 側 の 
要件 は , 小宮 (1956) が その 縮 説 で 要約 し て いる 通り , 
まだ 未開 拓 の 領域 て で は ある が , 最近 各 見 地 か ら 研 究 が 進 
め ら れ て いる 。 寄生 虫 側 の 条件 の うち , 貝 種 虫 数 に 関し 
て は すでに 多く の 貴重 な 報告 が あり , 私 も 第 1 報 で 少し 
く 論 及 し た が , 感染 持続 期間 に つい て は 之 を 主題 に 論じ 
た 報告 が な い 。 を こと で 私 共 の 病院 で 1947 年 5 月 1956 年 
12 月 間 に 取 り 扱 つた 釣 虫 症 主 病 の 入院 患者 224 例 ( 男 92 
女 1832。 うち 死亡 3 例 ) 中 , 合併 症 な く 自 覚 症 に 関す る 
記載 明確 な 症例 約 150 例 を 対象 と し て , 此 の 感染 持続 
期間 を 中 心 に 観 祭 し た 結果 を 報告 し た い 。 尚 , 排 虫 数 に 
つい て は 前 報 に 述べ た 通り 毎回 彫 虫 剤 服用 て 2 時 間 後 下 


剤 併用 ) 後 8 ~ 9 時 間 中 の 排便 し か 検 し て お ら ず , 全 寄 


生 虫 数 の 8 割 程度 と 考え られ る 数 で ある 。 貝 種 に 関し て 
は 之 も 前 報 に 記 し た 通り , 当 院 入院 者 で は アメ リカ 釣 虫 
は 比較 的 少な い の で , 貝 種 の 鑑別 を 行 つ て いな い ( 貝 種 
不詳 ) 例 も 大 部 分 は ツジ ビ = 釣 虫 で あろ うと 思わ れる 節 が 
ある の だ が , 以下 主として ツ ビ = 釣 虫 の 症例 に つい て 人 述 
べ , 特に 虫 種 を 分 け て 論ずる 必要 の ある 場合 は その 都度 
触れ る こと と する 。 
染 持 続 期間 の 

症例 の 一 «に つい て 厳密 に 感染 時 期 を 見 定め る と こと は 
困難 で , 特殊 な 事例 を 除い て は 殆 ど 不 可能 と 考え られ 
る 。 選 が 従来 感染 持続 期間 を 一 応 臨 床 像 決定 の 一 因子 と 
見 館 し な が ら も (中 屋 他 , 1953), 調 査 対象 と し て 取り 上 げ 

TOSHIO FUJISAWA : Clinical studies on hook- 

worm disease (2). Duration of the infection and 

subjective symptoms. (Yokohama National Hos- 


pital, Yokohama, and the Department of Parasit- 
ology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


る と と の な か つた 理由 で あぁ ろう 。 即 ち 常 識 的 に , 自覚 症 
が 何時 か ら 現 われ , その 後 ど の 様 な テム ポ で 症状 が 進展 

し , 現在 どの 様 な 他 覚 的 症状 を 呈 し て いる か と いう と と 
を 結 考察 し て 臨床 家 は 大 凡 の 感染 持続 期間 (疾病 の 古 
さき) を 一 応 推定 し て は いる も の の , 一 方 自覚 症 に は , ど 
の 程度 の 症状 を どの くら い 昔 痛 に 感じ る か と いう 患者 の 
個性 の 問題 が 加わ る の で 事柄 は 左 程 簡単 で な いと 一 般 に 
考え られ て いる 様 で ある 。 

人 体感 染 実 験 て 大場, 1929 ; 深 , 1987 ; 富士 田 等 , 19 
54) の 成績 と ょ る と , 感染 後 経過 期間 に 応じ て 最も 著 明 
に 変化 する の は 好 酸 球 数 で , マビ = 釣 虫 の 場合 感染 後 マ 
~ 9 週 順 に 最大 増 多 を 示し , 以後 閣 減 し , 5~6 ヵ 月 を 
過ぎ る と 最大 増 多 時 の レヴ ェ ル の 半分 ほど に な る と こと と , 
アメ リカ 釣 虫 で も や > 軽度 で は ある が , 略 々 類似 の 消長 
を 示す こと が 知ら れ て いる 。 此 の 関係 を 実際 の 症例 に たつ 
いて 検討 し て みた (第 1 図 う 。 縦 軸 に 好 酸 珠実 数 ( 白 血 
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第 1 自覚 発現 後 経過 期間 と 好 酸 球 数 と の 関係 


球 数 と 同 分 類 所 見 に 於 ける 好 酸 球 百 分 化 か ら 算 出し た , 
以下 と 略記 する を と り , 横 軸 を 所 調 保有 者 
(自覚 症 な く Carrier と 考え られ , 駆虫 の た め 入院 させ 


" 
4 
t 


昭和 年 2 月 (1958)] 


た も の ), 自覚 症 の ある 症例 は 自覚 症 発現 後 の 経過 期間 を 
1 カ ヵ月, 8 ヵ月 , 6 ヵ月 , 1 年 の 時 点 で 区 分 し て 群 別 し , 
各 症 例 の 馬 数 を 点 示 し た 。Carrier 群 は 排 虫 数 十 数 隻 以 
下 の も の が 大 部 分 で ある が , 量 数 は 1 例 が 例外 的 に 2750 
の 著しい 増 多 を 示 し た ほか 大 部 分 は 1000 以 下 に 止ま る 様 
で ある 。 1 ヵ月 以上 3 ヵ月 未満 に 需 診 し た 症例 に 著 明 増 
多 例 が 多い 。 8 ヵ月 を 過ぎ る と 過 数 著 明 増 多 例 の 傍ら 減 
少 す る も の も 現われ る 傾き が 認め られ る 。 現 に 筆 血 を 量 
し て いる も の と , そう で な いも の と で は EE 数 の 持つ 意味 
が 異な る と こと も 考え られ る の で , 各 群 を 更に 血色 素 量 75 
9 以上 の も の , それ 未満 の も の に 2 分 し , 夫 々 に つい て E 
数 算術 平均 値 を 出し て , EE 数 生理 値 と 認め られ て いる 
200 の 点 と 結び 合わ せ て 平均 互 数 消長 を 示 し た 。 実線 が 
, 破線 が の な い 群 で ある 。 経過 線 自覚 
発現 後 3 ヵ月 迄 は よく 似 た 上 昇 の し 方 で 人 体 実験 の 成績 
に 符合 し て お り , 私 は 此 の 点 に 注目 し, 更に の ち に 記す 通 
り , 多 虫 症 に は 衝 血 症状 以外 に も 発病 の 当初 か ら 明 瞭 な 
自覚 症 が ある し , 第 1 報 で すでに 述べ た 通り を 
持た な い 症 例 の 約 80 が 春 ・ 夏 の 新 し い 釣 虫 感染 の 可能 
な 時 期 に 初め て 身体 違 和 を 自覚 し て いる 点 等 を 考慮 に 入 
れ て , 患者 の 主観 的 な 発病 が 多く の 症例 で は 真 の 感染 時 
期 と 余り 隔 た つ て いな い 時 期 に あたる も の と 考え , 臨床 
的 に は 自覚 症 発現 後 の 経過 期間 を 以 て 感染 持続 期間 を 推 
定 す る 拠り 所 と な し 得る も の と 考え た い 。 

群 の 平均 経過 線 が 1 年 を すぎ る と 無 群 の 
夫 と 離れ て 下降 の 傾向 を 示し て いる が , 之 は 骨髄 の 再生 
機転 に と 此 の 辺 で 破綻 が 来る た めで は な いか と 想像 され 
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る 。 又 両 群 と も 1 年 位 和 高 い E 数 レヴ ウェル を 保つ 様 に 見 
え , 人 体感 染 実 験 の 場合 と ゃ > ゝ 趣き を 異 に する が , 之 は 
多く の 症例 の な か に は 繰り 返し の 感染 ( 重 感 染 ) を 受け 
て いる も の が 混在 し て いる た めか る も 知れ な い が , 之 等 の 
点 に 関す る 考察 は 別 の 機会 こと に あ ず り た い 。 
持 続 期間 と 並び に 
排 虫 数 と の 関係 
横 軸 を 前 第 1 図 同様 に 群 別 し , 縦 軸 に 血色 素 量 (ザー 
リー 氏 法 , 以下 Hb 量 と 略記 する ) を と り , 各 症 例 
の Hb 量 を 点 示 し た (第 2 図 う 。 黒点 は 特に 排 虫 数 50 隻 
未満 , 従 つ て 比較 的 軽症 感染 で ある と と 確実 な 症例 を 示 
す 。 白 点 は 50 令 以上 排 虫 者 及び 排 虫 数 を 確か め て いな い 
症例 若干 を 含む 。 各 和 群 の 平均 HLb 量 に あたる 所 を 横線 で 
示し , その 算術 平均 値 を 附 記 し た 。 叉 排 虫 数 は 各 群 毎 に 
夫々 最小 値 , 最大 値 , 算術 平均 値 (該当 症例 が 4 例 に 満 
た な い 場 合 は 平均 値 算出 を 省略 ) を 下 欄 に 誕 記 し た 。 温 
合 感染 例 の 取扱 い は , 便宜 上 ツ ビ = 釣 虫 対 ア メリ カ 釣 虫 


・ を 1 対 5 と し て 絶対 多数 を 占め る 貝 種 に 換算 し た 。 


先ず Hb 量 の 分 布 を 検 す る と , 経過 期間 の 長い 群 に 委 
血 の 強 い 症 例 が 多く な る 傾き が あり , 特に 排 虫 数 50 隻 未 
満 の 症例 の 分 布 に 此 の 傾向 が 明 肛 で , 比較 的 少数 の 釣 虫 
感染 で も 長く 放置 する と 潤 次 貧血 が 強く な る だ ろう と い 
う 臨床 的 な 見 解 に よく 一 致し て いる 。 然 し た と えば 1 カ 
月 以内 に 需 診 し た 症例 に も Hb 量 25~80 程 度 の 強い 筑 
を も つ 例 が あり , が 真 に 感染 後 1ー2 ヵ月 位 の 
期間 に 此 の 様 な 強い 和則 血 を 起 し た か どう か は 少し く 疑 問 
に 思わ れる 。 実際 は も つと 前 か ら 箇 血 し て いた の に 気 附 


か ず , 季節 的 要因 働 条件 の 変化 等 
Hby — 8 で 急 に 症状 を 自覚 する に 至 つ た も の か も 
知れ な い 。Carrier 群 中 に Hb 量 55%% の 
者 が 2 例 も ある 所 か ら 確 か か に 血 
ee ieoeoare s 状 に 鈍感 な 症例 も ある と と を 察知 し 得る 
3 Ce が , 此 の 様 な 症例 の 真 の 感染 時 期 を 推定 
sd "ee | | FV PF すべ く ー 々 の 現 病 歴 を 精査 し て も 判然 し 
e, °o な いと と が 多い 。 一 方 , 釣 虫 の 催 作 
「 ut es 用 に 対し て 特に 抵抗 の 弱い 症例 の 存在 も 
?。 ? ° 7 否定 は 出来 な い の で , 一 応 現われ た 現象 

の ま ゝ で 考察 を すゝ め る 。 
次 に 排 数 を 見 る と , Carrier 群 が 
2 ~1T 1< 20 9~ 692~ 789 少な い の は 当然 と し て , 一 般 に 感染 持 
期間 の 長い , 従 つ で よ サ 纏い 


第 2 自覚 症 発現 後 経過 期間 と びに 排 虫 数 と の 関係 


は 排 数 50 例 , は 死亡 例 


に 濃厚 感染 例 が 多い 傾向 が 認め られ る 。 
アメ リカ 釣 虫 寄生 例 は 先 に も 述べ た 通り 
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例 数 が 少 い が , 692 令 , 789 令 の 濃厚 感染 例 が 何れ る も 自覚 
症 発 現 後 1 年 以上 を 経過 し て 初め て 需 診 し レ し て いる 。 ン ツ ビ 
= 釣 虫 例 も 6 ヵ月 以上 の 経過 を も つ 症 例 が 少な く 断 定 は 
出来 な い が , 1 ヵ月 以内 に 需 診 し た 群 よ り 2 ~ 6 ヵ月 間 
に 需 診 し た 群 に 平均 排 虫 数 が 多い 。 6 ヵ月 以上 の 和 群 も 調 
査 し た 範囲 で は 排 虫 数 非常 に 少な い 症 例 が な い 所 を 見 る 
と , も つと 多く の 症例 に つい て 検索 すれ ば , 平均 値 は 一 
層 大 きく な る か も 知れ な い 。 貝 種 不詳 群 で は 此 の 傾向 最 
$ 明 瞭 で 6 ヵ月 ~ 1 年 の 間 に 需 診 し た 群 が 例外 的 に 排 虫 
数 少な い ほ か , 経過 期間 の 長い も の ほど 排 虫 数 が 多い 。 
然し 此 の 群 は 不純 で 前 に も 記 し た 通り ツマ ビ = 多 虫 例 が 大 
部 分 と は 考え られ る が , アメ リカ 釣 虫 例 も 混在 の 可能 性 
が あり , 特に 1 年 以上 経過 例 で は 夫 が 平均 値 を 大 きく し 
て いる と と も 考え られ る 。 何 れ に せ ょ 排 虫 数 少な いも の 
ほど 自覚 症 発 現 後 比較 的 早期 に 需 診 する 様 に 見 える 此 の 
傾向 は , 若 レ 感染 が 1 回 し か 行わ れん な いも の と 仮定 する 
と , 一 定 限度 (第 1 報 に 既報 , マビ = 釣 虫 で 100~200 
令 ) 以上 の 感染 の 場合 虫 数 が 多い ほど 委 血 は 強く 現 わ 
れる か ら , 濃厚 感染 例 ほ どー 悦 早 期 に 強い 症状 を 発し , 
ょ り 早 期 に 需 診 きす ざる を 得 な い だ ろ うと いう 臨床 的 な 見 
解 と 矛盾 する が , 之 は 濃厚 感染 例 の 多く は 釣 虫 症 々 状 

( 委 血 症状 を 含め て ) に 鈍感 な , 或いは , 多少 の 症状 を 
意 に 介し な い 様 な 人 に 重 感 染 が 行わ れ て 徐々 に 成立 する 
も の と 解 し 得 ら れる 。 

沿 , 自覚 症 を 発現 する 寄生 虫 数 の 下限 は 従来 ダビ = 鋼 
虫 で 80 令 と 考え られ て お り ( 宮 有川, 1948 う , 第 2 図 で も 大 
体 そ の 様 で ある 。 然 レ アメ リカ 釣 虫 で 夫 が 著しく 少数 に 
見 える が , その 理由 を 明らか に する と と は 出来 な か つ 

自 覚 症 

最近 の 諸 察 の 報告 と 共に 第 1 表 に 示す 。 神 経 痛 に は 肩 
澤 ・ 胸 痛 ・ 腰 痛 等 を 含め 腹部 不快 感 に は 膨満 感 ・ 腹 鳴 
等 を も 含め た 。 諸 家 報 告 中 の 裕 欄 は 必ず し も 記載 が な い 
の で は な く , た と えば 片田 (1955) の 腹痛 は 部 位 に よ ょ つっ 
て 細か く 分 け て あり , 1 症例 に 2 ヵ所 以上 の 腹痛 が ある 
場合 も あつ て , その 合計 が 過大 に な る た め わ ざと 省略 し レ 
た 。 症状 に ょ つて 諸家 の 数 値 に か た り 開 き の あ る も の も 
ある が , 調査 対象 が 異な る せい で あ ・ う 3。 特に 石崎 等 
(1955) の 成績 は マビ = 釣 虫 の Carrier に 時 する も の で 
ある 。 富士 田 1955) は 此 の 報告 ご 人 体感 染 突 験 及び 釣 虫 
非 保 有 者 に 関す る 調査 成績 と 比較 検討 し て , 疲労 ・ 億 念 
めまい は 和 の 有無 に 関 せ ず 恐 ちく 虫 ょ つて 
染 早 期 か ら 起 る 症状 で ある に 対し , 動 怪 ・ 浮 腫 は 各 血 に 
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第 1 表 自覚 症 発 現 率 ( 巡 ) 


9 藤沢 岩田 富士 田 片田 石 


崎 
(1954) (1955) (1955) (1955) 


a 数 130 320 982 159 46 

修 意 , 疲れ や すい 44.6 52 25.8 26.4 26 
彼 10.0 3.1 

頭 痛 22.3 23.8 25.1 12 

肩 5.2 

系 神 経 15.4 9 4 

動 45.4 31 17.4 25.7 22 
28.8 6 
痛 38.5 40 12.7 

腹部 不快 感 13.1 
化 胸 や びり 10.8 11.3 

悪 13.8 15 17.0 
吐 6.9 5 
思 16.2 31 1.3 26.4 


伴う 二 次 的 症状 で あろ うと 云 い , 又 石 崎 等 (1956) は 詳 
細 な Carrier に 関す る 研究 か ら , た し か に 釣 虫 寄生 に 
ょ つて 起 る 症状 の うち 各 血 発現 以前 に も 認め られ る も 
の と し て , 疲れ や すい ・ 四 肢 位 六 感 ・ 腹 痛 及 び 釣 虫 性 
皮膚 信 (アメ リカ 釣 虫 の 場合 ) を 浴び げ て いる 。 第 2 図 で 
Carrier 群 の 大 部 分 を 含む ( 従 つ て 自覚 症 と し て の 穫 血 
症状 を な いと 考え られ る ) Hb 量 の 下限 が 75 あ 
る 所 か ら , 此 の 値 を 境 と し て 無 委 血 群 と 委 血 群 に 2 分 
し , 自覚 症 発現 率 を 検 し , 更に 自覚 症 発現 後 経過 期間 区 
分 に 従 つ て 頻 度 を 調べ た 結果 を 第 2 表 に 示す 。 例 数 が 少 
な いた め 数 字 を 挙げ る とこ と の 意義 が 薄い の で . 症例 の リ 。 
出現 し た も の を 十 ), 同じく 4 に 出現 し た も 
の を ( 十 ) で 標記 し , 無 盆 血 群 の 1 年 以上 は 該当 例 が 2 
例 し か な い の で 省略 し た 。 谷 計 欄 を 見 る と , 委 血 群 に 明 
ら か に 多く 出 て いる 症状 は 浮腫 ・ 動 怪 ・ 息 切れ の 三 症 状 
で , 他 は こと と ご ど とく 筑 血 の 存 否 と は 無関係 に 発病 の 当初 


- か ら 出 る 釣 虫 症 々 状 と 考え られ る 。 動 怪 は 無 筆 血 群 に も 


84.2% に 出 て いる か ら , その 一 部 は 恐らく 筆 血 に よら ず 
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昭和 33 年 2 月 (1958)】 
第 2 表 自覚 症 発 現 率 
Hb 量 75 75 未満 

自覚 症 発現 後 経過 期間 3m 6m 1j im 3m 6m 1j 

徴 18.4 6.3 
2.6 + 20.3 
神 13.2 10.1 
消 腹 痛 + 44.8 | キキ 
化 腹部 不快 感 + + + 31.6 7.6 
1 悪 26.3 10.1 

食 思 不振 15.8 17.7 


に 出現 する も の と 思わ れる 。 経過 期間 別に 見 る と , 無 各 
血 群 で (疲れ や すい を , め まい (立ち くら み ・ 
失神 を 含 天 )〕 に 疾病 が 古く な る に 従 つ て 出現 頻度 が 高く 
な る 傾向 が あり , 症状 その も の も 感染 持続 期間 が 長く な 
る に つれ て 多少 は 増 強 する も の と 考え られ る 。 筑 血 群 で 
は その 様 な 傾向 は 明瞭 で な い 。 


総括 並び に 要約 

1) 従来 我々 は 釣 虫 症 に 於 て も , 自覚 症 が 何時 か ら ど 
の 様 に 現われ 増強 し た か を 問い た だ し , 現在 の 臨床 像 と 
対比 し て 疾病 の 古 さ 即ち , 感染 持続 期間 を 一 応 臨 床 的 に 
推定 し て いる 。 然 レ ー 方 患者 の 述べ る 自覚 症 に つい て 
は , 症状 自覚 に 関す る 感性 が 人 に ょ つて 区 々 と 考え られ 
る の で , 自覚 症 発 現 を 目印 と し た の で は 到 庶 厳 密 な 意味 
で の 感染 時 期 を 推定 する とこ と は 不可 能 だ ろう と いう 和 疑念 
も 広く 行き あわ た つ て いる 様 で ある 。 そ を こと で 私 は 従来 の 諸 
家 の 人 体 実 験 に 於 て 観察 され た 数 消長 と , 自覚 症 発現 
後 経過 期間 に 従 つ て 整理 し た E 数 の 分 布 を 比較 観察 し た 
結果 , 自覚 症 は 実際 の 感染 か ら 左 程 隔 た ら な い 時 期 に 自 
覚 さ れ 始め る 様 で , 従 つ て 感染 持続 期間 を 推定 する 有力 
な 手がかり の ひと つと な し 得る も の と 考え た 。 

2) その 様 な 見 方 で 自覚 症 発現 後 の 経 過 期 間 と 委 血 度 
及び 排 虫 数 と の 関係 を 検 す る と , 各 血 は 感染 持続 期間 の 
長い 症例 ほど 強く な る 傾向 が あり, 之 は 臨床 上 当然 と 考 
られ る 。 所 が 一 方 排 虫 数 も 感染 持続 期間 の 長い 症例 に 多 
い 傾 き が あつ て , 臨床 的 な 常識 と 一 見 矛盾 する 様 に 見 え 


る 。 之 は 然し 重 感 染 (Superinfection) を 仮定 する と と 
に より 合理 的 に 説明 し 得る と 思わ れる 。 

8) 自覚 症 に 関し て は , 億 意 ・ 微 熱 ・ め まい ・ 頭 重 ・ 
頭痛 ・ 動 尾 , 其 の 他 各 種 消化 器 症 状 が , 発病 の 当初 か ら 
の 存 に 関係 な く か な り 高 率 に 現われ , 現実 に 
が 加わ る に 及 ん で , 和 光 血 症 状 と し て の 動 民 ・ 息 切れ ・ 浮 
腫 が 追加 発現 する 様 で ある 。 

4) 臨床 的 に と に し ば し ば 見 られ る 重症 濃厚 感染 例 の 多く 
は , 之 等 症状 に 鈍感 な 人 や , 多少 の 自覚 症 に 頓 著 し レ しない 
人 が , 疾病 を 長期 間 放置 し , その 間 に 繰 り 返 し 重 感染 を 
受け て , 尊 次 に 成立 する も の と 考え られ る 。 

結 語 

私 は 日 常 多 虫 症 の 診療 に た ず さ わ つて いて , 感染 持続 
期間 が 長い と 考え られ る 症例 に 重症 濃厚 感染 例 が 多い 傾 
向 が ある 所 か ら , 従来 深く 追及 され る こと と の な か つた 感 
染 持 続 期 間 に つ いて 2 ~ 3 の 考察 を 試み た 。 此 の 期間 が 
長 び くに つれ て 重 感 染 の 可能 性 が 増す 所 に 最も 注目 すべ 
き 予 防 医 学 的 並び に 臨床 的 な 意義 が ある 様 で ある 。 


前 報 同様 , 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 先 
生 国立 横浜 病院 長野 坂 三 枝 生 の 御 指導 御 , 同 
内 科 医 長 古城 美 一 先生 ほか 同僚 諾 先生 方 の 御 教 示 御 協力 
と に ょ つて よう や く 此 の 報告 を な し 得 た と と を 記し て 感 
謝 の 心 に 代え た い 。 


本 報 要 第 26 回 日 本 寄生 学会 総会 に 於 
て 報 た 。 


(15:) 
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Summary 
Two hundred and twenty-four patients of hook- 
worm disease (92 men, 132 women, 3 of them 
died) were received and treated in Yokohama 
National Hospital from May 1947 to Dec. 1956. 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 筑 1 号 


Among their clinical findings, eosinophilia, anemia, 
subjective complaint and number of expelled hook- 
worms were discussed especially from the view- 
point of duration of the disease. 

. The results were summarized as follow : 

1) The eosinophilia is observed to increase as 
the time interval after infection was prolonged, 
and the onset of subjective compaints appears to 
be in accordance with such increase of eosinophilia 

2) The longer is the time interval after infe- 
ction as well as subjective complaints, the severer 
is the anemia as well as the more numerous is 
the number of harboured worms. It is considered 
to be natural that the anemia becomes severer 
by the duration after the infection. However, it 
seems rather curious that the duration of the 
disease becomes longer among patients with nu- 
merous worm. Provided that the superinfection 
occured within that time interval, such fact can 
be reasonably interpreted. 

3) As subjective complaints, lassitude, slight 
fever, dizzines, headache, palpitation and all sym- 
ptoms of digestive disorder appear relatively in 
high proportion from the beginning of the disease 
regardless of the existence of anemia. After onset 
of anemia, palpitation, breathlessness or dyspnoea 
on exertion and edema were additionally observed. 

4) The cases of severe infection frequently 
seen in polyclinic are considered to due to the 


gradual superinfection. 


3 
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Entamoeba gingivalis の 培養 に 
ける 清 の 効果 


鈴 木 


慶応 義 医学 部 寄生 虫 学 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 32 年 5 月 21 日 受領 ) 


人 体 に 寄生 する アメーバ の 培養 に 共 し , 血清 の 存在 が 
ァ アメーバ の 増殖 継 代 に 良好 な 影響 を 与え る 事 は , 従来 よ 
り 多 く の 研 究 者 に ょ つて 明らか に され て いる 事 で ある 。 
最近 で は 赤痢 アメ ー バ の 培養 に 於 て , 血清 を 使用 そ ず に 
肝臓 , 心臓 , 鶏卵 等 の 抽出 液 を 使用 し て 培養 に 成功 し て 
を り (Balamuth, 1944 ; Reardon, 1939 ; Frye and Mel- 
eney, 1938), 又 Nelson (1947) は , 人 , 牛 , モル モッ 
ト の 肝臓 及び 猫 の 腸 , 卵黄 の アル ニコール 抽出 液 で 赤痢 ア 
メー バ の 培養 に 成功 し た と 報告 し て を り , 順次 培地 の 単 
純化 た 着手 し て いる 現状 で ある 。 

併 し 歯 眼 アメ ー バ の 培養 に 関し て は , 未だ 赤痢 アメ ー 
バ パ の 培養 に 関す る 程 詳細 に 研究 され て いな い が ,。 と この ア 
メー バ の 長期 継 代 培 養 に 成功 し た 研究 者 の 培地 を 見 る と 
Howitt (1925) が Boeck-Drbohlav 培地 で 成功 し , 又 
平岡 (1986) は Boeck-Drbohlav 培地 , Dobell-Laidlaw 
培 地 , 田辺 千葉 培地 の 3 種 を 試み て 田辺 千葉 培地 の 1 例 
の み に 継 代 培 養 に 成功 し , 日 野 (1955) は 無菌 嘩 液 加 右 
清 セ ロッ ク 液 培地 で 56 代 以上 培養 し , 又 片 岡 ・ 尾 形 (1956) 
等 は , 田辺 千葉 培地 , 人 緩衝 培地 , 2 
2 血清 加 酸 緩衝 培地 の 3 種 で 歯 メー バ の 分 
培養 を 行い 血清 斜面 培地 が 一 番 良く , 次 に 田辺 千葉 培地 
で 2 人 血清 加 炎 酸 緩衝 液 培地 で も 分 離 培 地 と し て 使用 
出来 た と 報告 し て いる 。 私 も Dobell-Laidlaw 培地 で 約 
8 年 以上 の 継 代 培養 を 行 つ て 来 て いる 。 

以上 総 て 培養 に 成功 し た 例 は 何れ も 血清 を 含有 する 培 
地 を 使用 し た も の で ある 。 本 アメ ー バ を 宿主 か ら 分 離す 
る に は 赤痢 アメ ー バ に 於 ける より も 一 般 に 困難 で ある と 
到 う 感じ を 受け る の で ある が , 私 は 歯 眼 ア メー バ の 培養 
の 時 に 特に 血清 が 不可 欠 な も の で ある か 否 か を , 分 離 培 

KEISHI SUZUKI: Effect of horse-serum upon 

the cultivation of Entamoeba gingivalis. (Depart- 


ment of Parasitology, School of Medicine, Keio 
University, Tokyo, Japan). 


養 及び 継 代 培 養 の 両者 に 於 て 実験 し , その 結果 を 検討 し 
て みる 事 と し た 。 
実験 材料 と 方 法 

と の 実験 は 歯 人 ア メー バ の 分 離 培養 と 継 代 培 養 の 2 種 
に 於 て 行わ れ た 。 

分 離 培 状 に 使用 し た 培地 は , 減 菌 馬 血 清 を 合 ん で いる 
培地 と し て 1) Dobell-Laidlaw 培地 , 2) 減 菌 馬 血 清 加 
Balamuth 培地 の 23 種 で 血清 を 含ん で な い 培 地 と し て は 
8) Balamuth 培地 を 使用 し た 。 

即ち は 減 菌 1 cc を 約 40 分 間 血 清 固 器 
で 終 面 と し た も の を 固形 部 と し , 液体 部 に は 減 菌 馬 血 清 
1 に リン ゲ 久 氏 液 を 8 の 割合 に 加え た も の 3 cc を 重層 し 
た 培地 で ある 。2 う は 卵黄 の 抽出 液 に 等 量 の リ :s mol の 
酸 塩 繧 衝 液 を 加え , 更に 0.5 の 割合 に pepton を 加え 
た Balamuth 培地 に 更に 10% の 割合 に 馬 血 清 を 
め た も の で 3) は 上記 の Balamuth 培地 (0.5 
2% 加 pepton) で 血清 を 含ん で な いも の で ある 。 2), 
3 う は 共に 小 試験 管 (12X1.5 cm) に 4 cc 分 注 し た も の 
で 培養 に あたり 通 法 の 如く 少量 の 減 菌 米粉 を 添加 し た 。 

以上 3 種 の 培地 に アァ アメーバ の 分 離 培 養 を 容易 に する 為 
に 液体 部 1 cc 中 2 mg の Streptomycin を 混入 し た ( 鑑 
木 , 1954 う 。 そ れ 等 の 培地 は あら か じ め 387°C の 温度 に 保ち , 
その 中 に 漏 者 で 歯 アメ ー 感染 者 (口腔 トリ 
コモ ナス と の 混合 感染 者 を も 含む う の 濃 汗 , 歯 垢 を 採取 
し , 37°C の 活 卵 器 中 で 培養 を 行い , 3 種 の 培地 中 に 於 け 
る アメ ー パ の 増殖 状態 を 初代 より 観察 し , 以後 2~38 日 
置き に 4 ~5 代 まで 継 代 し て その 状況 を 観察 し た 。 

次 に 継 代 培 養 の 実験 に 於 て は , 2 種 の 歯 眼 アメ ー ペ 株 
を 用 いた 。 一 つ は 分 離し て 日 の 浅い 5 代 12 日 間 経 過 し て 
いる 株 と , 他 は 約 3 年 以上 長期 継 代 し 安定 し た 増殖 を 
示し て いる 8 株 で , と これ 等 2 種 の 歯 眼 アメ ー バ は 共に 
Dobell-Laidlaw 培地 に 継 代 培 養 さ れ て いる も の で ある 。 
それ を 上 記 と 同様 に Dobell-Laidlaw 培地 , 減 菌 馬 血清 


( ) 


| \ 
| 
| 
| | | 
| 
4 
3 
| 
« 


18 


加 Balamuth 培地 と , 血清 を 含ん で な い Balamuth 培 
地 と 更に 8 株 に 於 て は , pepton を 除い た Balamuth 培 
地 の 4 種 に 各々 の 株 の 歯根 アメ ー バ を 移植 し 2 ~ 38 日 目 
毎 に 継 代 培 差し , それ ぞ れ の 培地 に 於 ける アァ アメーバ の 増 
殆 継 代 状態 と , 各 培 地 一 本 中 に 於 ける アァ アメーバ の 生存 日 
数 の 状況 を も 観察 し た 。 

実験 成績 

1) 血 清 を 培地 と 含ま な い を 用 いて つた 
歯 アメ ー バ 分 離 培養 。 

アメ ー バ 感染 者 17 名 中 歯 アメ ー 分 離 培養 
功 し た も の は 11 例 で あつ た 。 そ の 内 の ? 例 は アメ ー パ ペ , 
トリ コモ ナス の 混合 感染 者 で 他 の 4 例 は アメ ー バ の み の 
感染 者 で あつ た 。 そ を と で アァ アメーバ 分 離 に 成功 し た 11 例 に 
つい て 上 記 83 種 の 培地 中 に 於 ける アァ メー ペペ 増 殖 状況 を 比 
較 す る と 次 の 如く で ある 。 

アメーバ の みみ 感染 し て いた 4 例 に 於 て は 馬 血 清 を 含ん 
で いる 培地 (Dobell-Laidlaw 培地 , 血清 加 Balamuth 
培地 う 総 て と アメーバ の 分 離 増殖 は 良好 ど 且 つ 継 代 培 養 
も 可能 で あつ た が , 血清 を 含ん で な い Balamuth 培地 
で は 初代 より アァ アメーバ の 増殖 は 悪く 2。 8 代目 まで 継 代 
培養 し て も 増殖 は 認め らち ら れず, 総 て 分 離 培養 に は 成功 し レ 
な か つた 。 但し 4 例 中 の 1 例 (U 株 ) に 於 て は 血清 の な 
い Balamuth 培地 に 於 て も 歯 眼 アメ ー バ は 軽度 の 増殖 
を 示し , 少数 な が ら 4 代 目 まで アァ アメーバ の 生存 を 認め 
た 。 と この U 株 が 寄生 し て いた 患者 か ら 得 た 検査 材料 中 に 
は 他 の 例 よ り 非 常に 多く の 虫 体 が 見 られ た の で ある が , 
血清 の 無い 培地 に 入れ た 場合 血清 を 含ん で いる 培地 と 比 
較 す る と 造 か に アメ ー バ の 増殖 は 悪く , 長期 の 継 代 培養 
は 不可 能 で あつ た 。 

次 に 歯 人 ア メー バ と 口腔 トリ コモ ナス の 混合 感染 者 の 
場合 に 於 て は , 分 離 培養 し た 初代 の 頃 に は , アメ ー グ ババ , 
トリ コモ ナス 両者 と も 増殖 し て 来 た が , 次 第 に トリ ニモ 
ナス の 増殖 が 蜂 盛 と な り , 4,。 5 代 頃 より アァ アメーバ は 少 
く な り , 以後 トリ コモ ナス の み の 増 殆 と な つた 。 億 し 最 
初 の 培地 に は アメ ー バ の 増殖 を 認め た の で , それ を さき 
に 述べ た 3 種 の 培地 で 増殖 状況 を 比較 観察 し て みた 。 
即ち 血清 を 含ん で いる 培地 7 例 総 て に 初代 より アメ ー 
バ , トリ コモ ナス 両者 の 増殖 を 認め た が , 血清 を 含ん で 
いな い Balamutk 培地 に 於 て は アメ ー バ の 増殖 は 認め 
られ な か つた 。 但し 1 例 の み に 3 代 ま で 極 く 少数 の アメ 
ー パ が 生存 し た 。 併 し な が ら ト リコ モナ ス は アメ ー ペ バ と 
暴 な り 血 清 を 含ん で な い 培 地 に 於 て も 増殖 は 良好 で 継 代 
出来 る し , 血清 加 培 地 と 大 差 の な い 増 殆 を 示し た 。 
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以上 の 成績 を 表 で 示す と 第 1 表 の 如く で ある 。 


第 1 表 . gingiwalis 分 離 の 馬 血 
境地 中 に ける アメ ー 増殖 状況 


株 | 馬 血 清 無 Bala. 一 
代 | D-Laidl 
せ + + 一 
la. 
+ | A 土 em 
株 | y 


A は アメ ー グ ベベ は トリ コモ ー チ ナス 


叉 両 培地 中 に 於 ける 細菌 群 の 繁殖 状態 を 培地 液体 部 の 
混濁 度 に ょ り 比 較 し て みる と , 血清 加 培 地 の 方 が 血清 の 
無い 培地 に 此 し 幾 分 混濁 度 が 強い 様 に 思わ れ た が , 大 差 
の な い 状 態 で あつ た 。 両者 の 培地 中 に お ける 細菌 群 の 増 
殖 に 著しい 相違 が ある 様 に は 思わ れ な い 状 態 で ある 。 

以上 の 成績 と ょ り 歯 眼 ア メー バ の 分 離 培 養 に あたり , 
馬 血 清 を 含ん で いる 培地 の 方 が , 血清 を 含ま な い 培 地 よ 
り 造 に 良好 な 結果 を 得 ら れる と と が 判明 し た 。 

2) 血清 を 含む 培地 と 含ま 培地 と で つた 継 代 
養 。 

と の 実験 に は 株 と 8 株 と を 用 いた 。 株 は Dobell- 
Laidlaw 培地 に 継 代 し て いる も の で 分 離 後 あ まり 日 数 の 
た つて な い (12 日 間 経過 ) 株 で あり , 8S 株 は 長期 間 C3 
年 間 ) 継 代 し て 安定 し た 増殖 を 示し て いる 株 で ある 。 芝 
等 を 夫々 上 記 の 馬 血 清 の ある 培地 と な い 培 地 に 移植 継 代 
し て アメ ー バ の 増殖 状態 を 観察 し た 。 

a) アメ ー バ 字 株 の 各 培 地 に 於 ける 継 代 状 況 。 

血清 加 培 地 即 ち Dobell-Laidlaw 5 例 , 馬 血 清 加 Bala- 
muth 8 例 と , 馬 血 清 を 含ま Balamuth 培地 8 例 と 
に 於 ける 歯 眼 アメ ー バ の 継 代 培 養 の 状態 は 第 2 表 の 如く 
で ある 。 

即ち Dobell-Laidlaw 培地 5 例 中 1 例 は 9 代目 に , 血 
清 加 Balamuth 培地 8 例 中 1 例 は 5 代目 , 2 例 は 9 代 
目 に 死 減 し た が , それ 等 の 例 は 別 と し て 他 で は アァ アメーバ 


= 
| 
n 
2 
| 


昭和 33 年 2 月 (1958)] 


第 2 表 E. gingivalis T 株 (新鮮 株 ) の 
馬 血 有無 の 各 地 に け る 継 代 


代 135 6 79 111315 


境地 種 
馬 血 加 Bala. 8 例 せ せ 


(2) 


() 内 は その 代 に 死滅 し た 例 数 


の 継 代 状 況 は 比較 的 安定 し た 状態 で ある つた 。 併 し な が ら 
血清 を 含ん と でない Balamuth 培地 8 例 で は , 5 代目 に 
2 例 , 6 代目 に 1 例 死 減 し 他 は 一 応 継 代 に 成功 し た 。 と 
の 場合 5~8 代目 頃 ま で アメ ー バ の 増殖 は 悪く 不安 定 で 
あつ た が , それ 以後 は 比較 的 安定 し た 継 代 培養 を 示し 
た 。 ・ 

b アメ ー ペ バーS§S 株 の 各 培 地 に 於 ける 継 代 培養 状況 。 

8 株 は 長期 間 継 代 し 培地 に ょ く な れ て 安定 し た 増殖 を 
示す 歯 メー 株 で ある 。 と れ を 馬 血 加 地 即ち 
Dobell-Laidlaw 培地 5 例 , 馬 血 清 加 Balamuth 培地 10 
例 と , 馬 血 清 を 含ま Balamuth 培地 10 例 と に 移植 継 
代 し , アメ ー バ の 増殖 状態 を 観察 し た 。 各 培地 に 於 ける 
アメ ー パ の 継 代 増殖 状態 を 第 3 表 に 示す 。 


第 3 表 左 . gingivalis S 株 (長期 安定 株 ) 
の 馬 血 清 有 無 各 境 地 に 於 ける 継 代 状況 


血清 無 Bala. 10 例 | 


以上 の 成績 より と の 歯 眼 アメ ー バ の 継 代 増殖 は , 馬 血 
加 培地 と 馬 を 含ま の 両者 に て 大 な く 
に 安定 し た 継 代 増 殖 を 示し た 。 然し な が ら 20 代 継 代 中 馬 
血清 加 Balamuth 培地 2 人 と , 血清 を 合 1 例 
と に 夫々 8 , 12 及 び 9 代 に ァ アメ ー バ の 死 減 し た 例 を 認め 


‘~o 


次 に 更に 培地 を 単純 化す る 為 に , 馬 血 清 の 無い Bala 
muth 培地 の peptone を 除き , それ に ア メー 
2, 3 日 目 毎 に 移植 し た 。 

その 結果 この 例 で は 総 て 歯 眼 アメ ー バ は 5, 6 代 頃 に 
死 江 し 5 例 と も 長期 継 代 不 可能 で あつ た 。 培 地 中 の アメ 


(19 ) 


19 


ー パ は 最初 形 が 少 さ く て 継 代 する に つれ て 運動 し な く な 
り 球 状 と な り 遂 に 死 減 し た 。 又 培地 の 混濁 度 も 非常 に 少 
く , 細菌 群 の 繁殖 度 の 少な い 事 を 示し て を り , 6, 7 代 
頃 よ り 培 地 は 透明 度 が 強く な り ア メー バ の 生存 も 認め ら 
く っ た 。 

次 に 7 日 目 毎 の 移植 継 代 を 行 つ た が , その 場合 と に は 一 
応 継 代 は 可能 で あつ た が それ で も 安定 し た 状態 と は 言え 
ず , 5 例 中 3 例 が 夫々 5, 8, 9 代 に 死 減 し , 2 例 の み 
12 代 まで 継 代 出 来 た が 以後 実験 を 中 止 し を 。 以 上 2 種 の 
継 代 培 養 状態 を 第 4 表 に 示し て ある 。 


第 4 表 Pepton 無 Balamuth 培地 に 於 ける 
互 . gingivalzs (S 株 ) の 継 代 状況 


継 代 数 
1 2-3 
移植 日 数 


2~3 せ + + キーーーーーー-ー 


又 上 記 血 清 有 無 培地 と pepton 無 Balamuth 培地 の 


各々 1 体 の 培地 中 に 於 ける 歯 眼 ア メー バ S 株 の 生存 状態 


を 日 を 追 つ て 観察 し て みる と 第 5 表 の 如く で ある 。 


第 5 表 各種 培地 中 に 於 ける E. gingivalis 
(S 株 ) の 生存 状況 


境地 種 

D-Laidlaw 


pepton※Bala キナ せ せ せ せ キ ー 


即ち 馬 血 清 加 培地 中 に 於 ける アメ ー バ の 増殖 は , 3, 
4 日 目 頃 が 最高 の 増殖 を 示し レ , 以後 減少 し 6, "日 目 頃 
に は アメ ー ペ は 死 減 し た 。Dobell-Laidlaw 培地 と 血清 
加 Balamuth 培地 の 両者 に は アメ ー バ の 増殖 及び 培地 
中 の 細菌 の 人 繁殖 状態 は 同 程度 で あつ た が , 血清 を 含ん で 
いな い Balamuth 培地 で は 血清 加 培 地 よ り も アメ ー バ 
の 生存 日 数 は 征 々 延長 し , 4 , 5 日 目 頃 が 最高 で 8, 9 
日 頃 ま で 生存 し て いた が , 血清 加 培 地 よ りゃ も 貝 体 は 形 が 
小さ い 様 で 運動 の 状態 も 不良 で あつ た 。 又 培地 中 の 細菌 
の 繁殖 状態 も 血清 加 培 地 よ り も 弱 か つ た 。 次 に pepton 
を 除い た Balamuth 培地 に 於 サ る アメ ー バ の 増殖 は 非 
常に 遅延 し , 最高 増殖 期 は 6, 7 日頃 で あつ た が , その 
最高 時 で る 他 の 培地 の 最高 増殖 時 の アメ ー バ と 比較 する 
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と 増殖 状態 は 悪く , 又 培 地 の 混 濁 度 も 少な く て 細菌 の 増 
殖 の 弱い 事 を 示し て いる が , アメ ー バ の 生存 日 数 は 一 番 
延長 し , 10。 11 日 頃 ま で 虫 体 が 認め られ て いた 。 
考 

以上 の 実験 成績 より 歯 眼 アメ ー バ の 培養 に 於 ける 馬 血 
清 の 効果 を 検討 し て みる に , 培地 中 に 馬 血 清 の 存在 の も 
と に 於 て 歯 眼 アメ ー バ の 分 離 培養 に 成功 し た 。 即ち 歯 駅 
アメーバ 感染 者 17 名 中 11 例 の 高 率 に 於 て , 総 て の 血清 加 
培地 に アァ アメーバ を 人 分離 増 殖 せ し め る と と が 出来 た 。 ア メ 
ー の 分 離 培 に し て は 培地 内 に Streptomycin を 
入れ る と こと に ょ よ ょ り そ の 成功 率 が 高 ま つ た 事 を Spingarm 
Edelman (1948) が 区 便 より の 赤痢 アメ ー バ 培養 に 
つい て 報告 し , 歯 眼 アメ ー バ に 就 て は 私 (1954) 及び 日 
野 (1955) が 同様 な 報告 を な し た 。 私 も 日 野 も 共に 之 等 
の 実験 で 馬 血 清 を 含ん で いる 培地 を 使用 し て いる 。 然し レ 
な が ら 私 の 前 報 で Balamuth 培地 に Streptomycin を 
入れ て 試み た 分 離 培養 実 験 は 1 例 も 成功 し な か つた 。 者 
メー バ 染 者 の 同じ 材料 を 血清 加 Balamuth 培地 
に 入れ た 場合 は アメ ー バ は よく 増殖 す る の に , 無血 清 
Balamuth 培地 で は 増殖 せ ず 継 代 も 不可 能 で あつ た と 云 
う 事 は , 歯 眼 アメ ー バ の 分 離 培 養 に は 血清 の 存在 が 重 婦 
な 要素 を 示し て いる 事 を 思わ せる も の で ある 。 

但し 馬 血 清 加 培地 に 継 代 増 殖 し た アメ ー バ を 次 に 血清 
の 無い 培地 に 移植 継 代 し た 所 が , 分 離し て 日 の 浅い 新 レ 
い 株 で は 増殖 は 不安 定 で あり な が ら な ほ , 長期 の 継 代 培 
養 が 可能 で あり , 長期 間 培 差し て , 培養 に よく な れ た 株 
で は 無血 清 培 地 に 移し て も 安定 し た 増殖 を 示し , 両者 の 
間 に 上 記 の ょ うな 軽度 の 相違 は あつ た が 一 応 継 代 培 養 は 
可能 で あつ た 。 

以上 の 事 よ り 歯 銀 ア メー バ の 分 離 及び 継 代 培 養 に あ た 
り 馬 血清 の 意義 を 考え て みる と , 分 離 培養 する 時 に は 培 
地 中 の 馬 血 清 の 存在 と に ょ つて , アメ ー バ の 分 離 増殖 に 良 
好 な 影響 を 与え る 細菌 群 の 構成 が 容易 に 成立 し , それ が 
培地 に 作用 し 両者 の 相互 関係 に 於 て アメ ー バ の 増殖 が 維 
持 さ れる も の と 思わ れる 。 又 いか に 良好 な 細菌 群 と 培地 
と の 関係 で も 細菌 が 急速 に 増殖 し 培地 の 腐敗 が 早期 に お 
と る な ら ば , アメ ー バ の 増殖 は 維持 出来 な いで あろ 5 う 。 
それ は 同一 アテ メー ペ 感染 者 より 分 離 培養 する に あたり 抗 
生物 質 を 混 じ た 箇 地 の 方 が 良好 な 成績 を 示し た 報告 で も 
考え られ る 事 で ある 。 

次 に 馬 血 清 自身 が アメ ー バ に 良好 な 栄養 素 と な る と と 
も 考え られ る 。 歯 銀 アメ ー バ が その 本 来 の 寄生 部 位 よ り 
環境 の 異な る 培地 中 に 移植 され た 場合 , 馬 血 清 の 存在 に 
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より アメ ー パ の 生存 が 維持 され , 次 に 好適 な 細菌 群 が ア 
メー バ の 増殖 に 役立つ 諸 条 件 を 構成 し て 来る の で は な い 
か と 思わ れる 。 こ の 事 は 馬 血 清 の 代り に 家 束 , 山羊 の 血 
清 を 使用 し て 培養 を 行 つ た 結果 馬 血 清 が 一 番 良好 な 成 積 
を 示し た こと と を 日 野 で 1955 う が 報告 し て を り , 又 私 が 一 時 
馬 血 清 が 不足 し 人 血清 を 利用 し て 培養 し た 所 アメ ー バ の 
増殖 が あま り 良 好 で な か つた 事 よ り も 考え られ る 。 平岡 
(1936) は 歯 崩 アメ ー パ を 各種 動物 血清 中 に 入れ て , そ 
の 抵抗 性 を 実験 し た が , アメ ー バ の 生存 状態 は 良好 で な 
く 血清 中 に は 何ら か の 障害 物質 が ある の で は な いか と 報 
告 し て いる 。 併 し と の 場合 に は 血清 を 全然 稀釈 せ ず に そ 
の ま > 使用 し て いる の で その 様 な 結果 を 得 た の で は な い 
か と 思わ れる 。 

以上 の 様 な 良好 な 血清 の 作用 が 行わ れ て ,。 アメ ー バ の 
分 離 培養 に 一 旦 成功 し た な ら ば , その あと は 血清 を 除い 
た 培地 に 継 代 し て も 増殖 が 可能 で ある と と を 知 つ た 。 こ と 
の と と は アメ ー バ が 培地 と 云う 。 体内 と は 異な る 一 つの 
陣 境 に 順応 する 性 質 を 新 に 獲得 し た こと を 示す も の で あ 
ろう 。 即ち 長期 安定 し た 増殖 を 示し て いる アメ ー バ で 
は , 血清 の 有無 に か > わら ず 安 定 し た 増殖 を 示し レ し, 分 離 
し て 日 の 洪 い アメ ー バ で は 血清 の 無い 培地 で は 最初 不 
定 で あつ た が , 10 代 以上 継 代 し た 後に は 究 定 し た 状態 を 
示し た 事 で も 推察 され る 。 と の 様 に 長期 安定 し た アメ ー 
バ の 場合 に は , 還 血 清 の 存在 は 分 離 培養 の 時 ほど 重要 な 
要素 を 示さ な いも の の 様 で ある 。 

然し 血清 の 存在 の 場合 と に は アメ ー バ の 増殖 は 血清 を 含 
まな いも の より 生 々 良好 と 思 は れ た が 大 差 の 無い 状態 で 
あつ た 。 又 一 本 の 培地 中 に 於 ける アメ ー バ の 生存 状態 
は , 血清 を 含ん で いる 培地 の 方 が 血清 の 無い 培 地 より も 
早く 増殖 を 示 し, 且つ 死 減 する の も 早 か つ た 。 交 pepton 
を 除い た Balamuth 培地 で は 更に と アメーバ の 生存 日 数 
は 延長 し た 。 又 各種 培地 中 の 細菌 の 増殖 も 血清 加 培 地 が 
最も 烈 し く , 次 に Balamuth 培地 で , pepton を 除い た 


・ 培 地 で は 細菌 の 増殖 は 最も 少な か つた 。 即 ち 随 伴 細 菌 群 


の 増殖 の 急速 , 緩慢 に より アァ アメーバ の 増殖 も 左右 され て 
いる 状態 が 良く 認め られ る 。 沢田 (1958) が 培養 赤痢 ア 
メー パ バ に 於 ける 馬 血 清 の 関係 で , 馬 血 清 は 必須 の も の で 
は な く , アメ ー バ に 随伴 する 細菌 の 増殖 を 促進 する 作用 
を 有する こと と に 意義 が ある と 報告 し て いる 。 私 の 成績 で 
も 長期 安定 し た 継 代 培養 を 続け て いる 歯 銀 アメ ー パ バ に 於 
て る も 血清 は 必須 の も の で は な いと 云う 結果 が 出 た 。 伴 し レ 
一 方 で は 歯 眼 アメ ー バ の 分 離 培養 で は 還 血 清 の 存在 が , 
細菌 の 増殖 を 促進 する だ け の 作用 で は な く , も つと 重要 
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な 意義 を 有 し て いる 状態 で ある 。 

以上 の 実験 成 積 より 歯 ア メー の 培養 に ける 馬 
清 の 効果 に 就 て 次 の 如き こと と が 認め られ た 。 

1. メー 分 離 培 養 の 馬 血清 の 存在 は , 血清 
の 無い 培地 より も 良好 な 分 離 培養 の 成 積 を 示 し た 。 

2.。 一 本 の 培地 中 の アメ ー バ の 生存 日 数 は , 血清 加 培 
地 よ ょ より も 血清 の 無い 培地 の 方 に お いて 長 か つ た 。 

8. 分 離 後日 数 の 浅い 新しい 株 で は 血清 の 無い 培地 
で , 継 代 増 殖 は 可能 で ある が , な ほそ の 増殖 が 不安 定 で 
ある 。 長期 間 に わ た つて 継 代 し て いる 株 で は 血清 の 無い 
培地 に 継 代 し て も 安定 し た よい 増殖 を 示し た 。 血清 を 加 
えた 培地 で は , 新しい 株 で も , 長期 間 継 代 し た 株 で も そ 
の 継 代 増殖 は 良く 究 定 し て いて 両者 に 差 は 認め られ な 
い 。 

稿 を 終る に 臨み 終始 御 指導 , 御 校 関 を 賜 わ っ た 松林 教 
に 深く 感謝 致し ます 。 
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gmgmwvalis の 培養 に 就 い て , 歯科 学 報 , 54, 100. 
Summary 


Serial cultivation of Entamoeba gingivalis which 
can be maintained indefinitely is rather difficult as 
compared with those of Entamoeba histolytica. All 
of the culture media which have been reported 
to be fit for the indefinite cultivation contained 
horse-serum. Therefore the necessity of horse- 
serum in the cultivation of this organism was 
examined in the present study. 

Dobell-Laidlaw's and Balamuth’s media were 
used in this study. The former was consisted of 
horse-serum slant covered with mixture of.horse- 
serum and Ringer’'s solution. Balamuth’s medium 
was consisted of egg yolk infusion added with 
pepton (0.5 %) and horse-serum (10%). These 
two series of media were tested as controls and 
the third series was Balamuth’s medium without 
horse-serum. Gingival secretion of infected per- 
sons was inoculated into these media and amoeba 
grown were serially transplanted every 2-3 days. 
Among 17 cases examined 1l1 were successfully 
cultivated in one or all of these three seris of 
media. Among these 11 cases, 4 were infected 
with amoeba only and 7 were infected simultaneo- 
usly wite Trichomonas tenax. In the 4 cases without 
mixed infection of trichomonads, amoebae grew 
in the first inoculation in all three series. Serial 
transplantation was possible, however, only in 
these series containing horse-serum and in the 


. medium without horse-serum, amoebae disappea- 


red in the third transfer. Ir the 7 cases with 
mixed infection of trichomonads, both species of 
protozoa grew well in the serum medium in the first 
4-5 transfers, but amoebae diminished gradually in 
number thereafter and disappeared at last. Tri- 
chomonads grew very well throughout the investi- 
gation period. In the medium without serum, 
amoebae did not grow even in the first transfer 
with only one exception in which a small number 
of amoebae were seen untill the third transfer. 
Trichomonads grew well in this medium, too. 

In the second experiment, two strains of E. 
gingivalis growing in Dobell-Laidlaw's medium were 
transfered into Balamuth'’s medium without serum. 
One of these strains (Strains S$) had been mainta- 
ined in Dobell-Laidlaw'’s medium only for 12 days 
after isolation and the other strain (Strain T) for 
almost 3 years. Strain S did not grow well in 
the first several transfers in the medium without 
serum, but it was gradually accustomed to the 
medium and its indefinite culture was obtained at 
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last. Strain T grew well from the first transfer 
in the medium without serum and the indefinite 
culture was easily obtained. 

These results demonstrate that horse-serum 
is indispensable for the isolation of E. gingivalis 
from human mouth, but once the cultivation was 
established in this serum medium, the amoebae 
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can be cultivated in the medium without serum. 
This may indicate that horse-serum is effective 
for the growth of favourable bacterial flora in the 
medium and when some bacterial species were 
established as symbionts of amoebae, horseserum 
seems to become no more the necessary factor 
of the cultivation. 


特徴 

1. 優れ た 高度 の 陰 転 率 (852 以 上 ) を 示す 。 

2. 副作用 殆 ん な く 下剤 の 併用 、 食 限 の 
必要 な い 。 

に より 禁忌 な く 反 復 投与 可能 。 

4. 集団 駆 除 に 好適 。 


装 

衣 40 錠 120 1000 
50 瓦 200 瓦 500 
純 末 25 瓦 100 瓦 500 恐 
他 に 何れ も 集団 用 あり 


(健保 適用 ) 


富山 化学 工業 株 式 会 社 


富山 市 下 井 8 地 
栗 京 都 直 央 区 日 本 橋本 町 3 の 9 
大 阪 市 束 区 適 修 町 1 の 3 


名 古屋 市 東 区 中 市 場 町 3 の 22 


用 法 ・ 用 量 
15 以上 ( 校 生 ん) 4 瓦 l6 | 40 
3 瓦 |4 瓦 | 30 錠 


7 オ キー12 未満 (小学生) | 2 瓦 瓦 | 20 


1。 記 の 量 2 日 用 。 

2。 就寝 前 と 翌朝 食前 に 、 或 は 朝食 前 と 夕食 前 
に 何れ も 水 双 は 湯 に て 分 服 。 

3. 老人 及び 幼児 は 年 令 に 応じ て 減量 。 


新 駆除 剤 プ ロモ ー ナ フト ー ル ーー(② 


(文献 サン プル 御 申 込 次 第 贈呈 ) 
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銅 虫 の 感染 様式 に 関す る 研究 


西 村 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 薫 教 授 ) 
(昭和 32 年 5 月 29 日 受領 ) 


序 言 

上 虫 の 感染 は 虫 包 蔵 が 侵入 する と こと に よ つて 起 る 
と と に は 問題 が な い 。 し か し 侵入 方 法 と し て は 野菜 類 を 
媒体 と し て 経口 侵入 する こと と が 主 経路 だ と 考え られ て き 
た が 近 時 風 訂 基 他 の 直接 的 な 侵入 も 考慮 され て き て い 
る 。 此 の 様 に の 感染 は 農耕 , の 自然 的 条件 と 
密接 に 関連 し て いる の で ある か ら , と これ が 季節 的 に 変動 
する と と は 当然 で あろ うし , 又 陣 境 的 な 差 に と にょ つて 必然 
的 と その 感染 の 様相 が 変化 する と こと も 考え られ , その 追 
究 は 遇 虫 症 の 疫学 上 重要 な こと と いわ ね ば な ら な い 。 
従来 か ら 之 等 に 関連 し て 行わ れ た 研究 は 多数 に あり , 
人 体 の 感染 に つい て は 松崎 (1951, 1954 う , 松林 (19538) 
其他 に ょ つて 相当 深く 研究 され ,。 その 感染 は 季節 的 に 変 
動 し 又 積 雪 地 と そう で な い 処 で は 感染 様相 が 異 る と いつ 
た 報告 も ある 。 

著者 等 も 之 等 の 点 を 追及 する た め 1954 年 より 同 55 年 に 
責 り 。 大 阪 市 を 中 心 と し て 純 農 村 , 衛星 都市 , 大 都市 の 学 
童 を 対象 と し て 同一 の 方 法 に ょ つて その 年 間 に お ける 感 
染 の 速度 , 感染 の 時 期 , 感染 量 等 の 変動 を 調査 し た 。 尚 
之 等 の 感染 の 季節 的 変動 と いう と こと は 非常 に 複雑 な 因子 
の 関係 する も の で あり , その 成績 の 解析 は か な り の 困難 
が ある が , 著者 等 は 之 等 三 カ 所 で 得 た 成績 を 一 定 の 方 法 
を 以 て 処理 し て , と これ を 比較 検討 する こと に ょ つて その 
一 端 を 知る こと に 勢 め た 。 


実験 方 法 

1 対象 の 選定 
貞 虫 の 感染 様式 を 知 ろ うと する 場合 。 対象 の 選定 が 第 
ー の 問題 と な つて くる 。 此 の 場合 結核 の 実態 調査 は 国 
民 の 栄養 調査 の よう に , 国勢 調査 区 を 層 化 抽出 し て 調査 
を する と 最も よい の か も 知れ な い が こ と これ は 著者 等 の 到 旗 
な し 及ぶ 処 で は な い 。 此 の た め 著 者 等 は 大 阪 市 の 代表 と 
HAJIME IMAMURA & TAKESHI NISHIMURA : 
Studies on the aspect of human ascaris infection. 


(Department of Parasitology, Reseach Institute 
for Microbial Diseases, Osaka University) 


し て 市 内 の KK 小学 校 , 衛星 都市 の 代表 と し て 守口 市 内 の 
8 小学校, 純 農村 と し て 大 阪 府 北 河内 郡 の N 小 学校 を 夫 
< 任意 に 選ん だ 次 第 で ある 。 従 つ て と これ に ょ っ つて 大 都 
市 , 衛星 都市 の 感染 は 此 の ょ うな 様式 で 起り , 農村 は こと こ 
の 様 で ある と 言い 切れ な いと こと も あり , 又 小 学校 児童 の 
み の 調 査 で ある 点 か ら 相当 の 人 歪 の あろ うと と も 予期 し 
て いる が , 一 応 こ の 問題 の 考察 に 役立て 得る も の と 信 ず 
る 。 

2. 調査 方 法 

小学 校 の 全 児 童 の 検便 を 行い , 上 虫 卵 陰 性 者 を 選び 出 
し て その 中 か ら 一 定数 の 児童 を ラン ダム ふ に 抽 出し , 以後 
各 月 の 一 定 月 日 に 検便 を 行 つ て 上 遇 虫 卵 の 陽 転 状 況 を 調査 
し た 。 検査 法 は 三 枚 塗 抹 法 を 原則 と し た が 必要 に 応じ て 
枚 抹 又 は 浮 の 併用 を な し 陽性 と な つた 者 に つ 
いて は Stoll 法 に より 紀 . P. G. の 算定 を 行 つ た 。 尚 調 
査 の 全 期 間 中 対象 児童 に は 駆虫 薬 の 投与 は 全く 行わ ず , 
又 不 意 に 投薬 の 行わ れ な い ょ う 厳 に 注意 し た 。 

実験 成績 

大 阪 市 内 学校 (A 群 守口 市 内 8 小学校 (B ), 
北 河内 郡 寿 夫 町 N 小 学校 (C 群 ) で 対象 と し て 選ん だ 児 
童 数 は 各々 100 名 , 71 名 , 77 名 で あり , 各 月 数 名 の 変動 
が ある が , それ は 転校 其他 や むず を 得 な い 事 情 の た めで あ 
る 。 即 ち そ の 検査 成績 は 第 1 表 の 様 に な つた 。 

I. 感染 率 に つい て 。 


」 


— 


第 1 陽 転 率 と 感染 量 


) 
56.4 
32.7 
| 
8 10 1 (A) 
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対象 総数 100 | 100 99 99 99 98 98 98 98 98 98 98 98 
者 | 0 | 10 2.0 4.0 8.110.212.2 1..3 19.4 24.5 26.5 24.5 27.6 
新 | 実 数 
| 0 | 1.0 2.0 4.0 8.111.2 15.3 20.4 23.5 28.6 29.6 29.6 32.7 
対象 総数 7n1 69 67 67 67 67 — 67 67 
| 0 | 7.0 9.915.5 19.7 18.8 20.9 23.9 26.9 32.8 — 31.3 31.3 
新 実数 0 5 
染 | 0 | 7.5 11.316.9 21.1 21.7 25.4 29.9 32.8 40.3 — 41.8 41.8 
対象 総数 7 | 75 75 72 72 
0|6 1 25 80 2 29 31 83 83 32 31 
cl | |0|8.514.332.5 39.0 37.737.7 40.3 42.9 44.0 41.3 44.4 42.1 
染 |0|8.5 22.1 31.8 41.6 44.2 45.5 46.8 48.1 53.3 53.3 56.9 56.9 


( 許 ) B 群 の 8 月 の 検査 は 都合 に より 行い 得 な か つた 。 


此 の 第 1 表 に 基づい て 先ず 年 間 に お ける 各 群 の 感染 率 
を 比較 検討 する と 最終 月 に お ける 陽 転 は A 和 群 832.7 
9%, B 和 群 41.826, C 和 群 56.92% と な つて いる 。 即 ちこ れ を 
図示 する と 第 1 図 ( 下 ) に 示す 様 に な り , 環 虫 の 新 感 染 
者 は C 群 , B 群 , A 群 の 順に その カー プ は 全く 別 の 途 を 
た どり 交叉 する 様 な 傾向 は 見 られ ず ,。 常に C 群 が 高度 の 
感染 を 示し て おり , B 和 群 は C 群 の 中 間 に あ る と こと が 判 
る 。 

沿 C 群 は 9 ヵ月 後に 50% の 新 感 染 者 を 示す が , B 和 群 A 
群 で は 半数 を 超え る こと は な い 。 

I, 感染 量 に つい て 

次 に 感染 量 で ある が , 各 例 の 排卵 継続 期間 中 に お ける 
E. P. G. の 月 当り の 平均 値 を , 陽 転 し た 月 別に まとめ 
た も の が 第 2 表 で ある 。 即 ちこ れ を 各 群 に つい て 比較 す 
る と 和 群 間 に 夫 ダ 差 の ある と こと が 認め られ , 1 例 平 均 の 氏 
数 に お いて も A 和 群 と C 群 と は 格段 の 差 を みせ て いる と 同 
時 に , 未 受精 卵 の 総 卵 に 対す る 百分比 に と お いて も , A 和 群 
は 42.222, C 群 は 18.526 で A 和 群 が C 群 より 感染 量 が 格段 
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に 低い とこ と を 示し て お り , B 群 は 3835.722 で その 中 間 を 占 
め て いる と と が 判る 。 即ち 感染 率 に つい て みみ られ た と 同 
ー の 関係 が こと で も 明らか に 認め られ , (第 1 図 上 は これ 
を 図示 し た も の で ある ) 個々 の 例外 は あつ て も 結 的 な 
観察 と よれ ば 感 梁 率 の 高い 群 に お いて は 感染 量 も 多く , 
感染 率 の 低い 群 で は 感染 量 が 少な いと と と な る 。 

『. 感染 速度 に つい て 

ある 現象 の 要因 及び 変動 が 非常 に 複雑 で ある データ を 
処理 する に は , 処理 の 方 法 を 統一 し な けれ ば 他 の 成績 と 
比較 検討 する こと が 不可 能 で ある た め , 著者 等 は 各 和 群 間 
の 感染 速度 を 比較 する の に 次 の 方 法 を 採用 し て みみ た 。 

先ず 毎月 の 新 感 者 の 率 P を 一 定 で ある と 想定 , 陰性 者 
は 毎月 N, N (1 一 P , NN (1 一 の よう に 
し て いく と 仮定 する 。 

と うす れ ば 陰性 者 率 は 指数 的 に 減少 する こと と な る の 
で 陰性 と し て 残 つ て いる 者 の 百分比 の 対数 は 月 令 に 対し 
て 直線 と な る 。 従 つて 最小 自 乗法 を 用 いて その 回 帰 直 線 
を 決定 し (Snedecor, 1952), 各 実 測 値 の これ ょ よ ょ り の ずれ 
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第 2 表 感染 量 の 比較 


A B c 
月 卵 総数 | の 卵 に 対 総数 | 均 の 卵 対 | 卵 総数 の 卵 た 対 
9|2| 13732| 6866| 1166| 8.4| 1 300| 300| 300|100.0| 7 | 219057 | 31293| 27758| 12.7 
10| 0 0 4| 59205|14801| 9410| 15.9 
11|3| 700| 2333 7000| 100.0 3 41919 | 10479| 10399| 24.8 5 | 57050 | 11410| 20446| 35.3 
i2| 4058| 4058| 3575| 88.0 2 | 18633 | 9316| 0 | 
1|l1| 7245| 7245 4745 65.4| 2| 9425| 4712 9425|100.0| 1 | 20700 | 20700| 7100| 34.3 : 
2|0 2| 8433| 4216 2100| 24.9| 1 | 13800 | 13800| 150| 1.1 
3|3 | 34249|11416| 13443| 36.3| 0 2| 12100| 6050| 5050| 41.7 
4|1| 10775|10775| 37| 0.3 2| 12220| 6110 6860| 56.1| 3 | 35800 | 10608| 4025| 11.2 
5|4| 55698|13924| 16398 29.4 3 | 18775| 6258| 9700 51.7| 0 
6|4| 14732| 3683| 14732| 100.0| 2 | 20325 | 10162| 3100 15.3| 0 0 
7|3| 16340| 5446| 12740| 77.9| 3 | 19216 | 6405| 11416 59.4| 0 ツ 
総計 27 | 185979 | 6888 88586| 42.2| 21 | 149246 | 7104 53300| 35.7| 28 | 604650 | 21452111649| 18.5 
( は 実験 開始 の 月 を 示す 
RDNS を 検定 する こと と する 。 回 帰 直線 の 勾配 を 感染 速度 指数 _ 
: と 名 付け れ ば 各地 の 感染 速度 を 比較 し 得る 。 即ち 陰性 と 
A B Cc し て 残 つ て いる 者 の 率 の 対数 と 月 数 を 方 正 化 し て , 回 帰 
x y Y Y の 計算 及び 諸 元 を 計算 し た の が 第 8 表 で ある 。 表 よ り 回 
1 126 227 331 帰 係 数 を 計算 すれ ば A 和 群 は 一 16.97, B 和 群 は 一 21.89, C 
2 171 188 群 は ー26.38 で , と これ を 回 帰 の 5 危険 で 限界 を 
求め 比較 する と 各 は 5 の 危険 で 有意 の が 認め ら 
4 143 137 136 れ , 感染 速度 は A 和 群 を 最小 と し て BC 和 群 の 順序 で 増大 す 
5 128 137 117 る と いえ る 。 
6 108 113 106 IMV. 感染 時 期 に つい て 
7 81 86 95 " 総 感染 者 に 対す る 各 月 の 新 感 染 者 の 百 條 比 を 求め , 夫 
8 64 Rt 85 々 の 感染 時 期 を 推定 し て グラ フ プ と し た の が 第 2 図 で あ 
9 34 67 39 る 2。 
10 即ち の 感染 より に 至る まで の 日 数 を 長谷 
(1958), 松林 等 (1949) の 人 体 実 験 例 か ら 平 均 75 日 と し 
て 推定 し た も の で ある 。 図 に よれ ば C 和 群 で は 春 か ら 夏 に 
x=6.5 x 三 6.1 x==6.5 か け て 著 明 な 上 昇 が 見 られ , A 群 で は 冬 か ら 春 , B 群 で 
y=96.08 | Y=108.55 | , Y=118.07 は 春 と 晩夏 か ら 秋 に か け て の 2 つの 上 昇 が 見 られ る 様 に 
Sr'=145.9 | Sx'=129.64 える 。 然し と れ を 第 き し だ が 
Sy:=45866.92| Sy?=57014.73f Sy*=114052.67 
Sxy= —2475.17Sxy= —2673.09| Sxy=—3773.0 測 値 の 回 帰 ま で の 分 散 を 計算 する と , A 和 群 881.98 B 群 
236.2 和 群 1551.0 と な り 回 帰 よ の ずれ を 5% の 
(25 ) 
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率 に お いて 検出 で き な い と こと と な る 。 即 ち 此 の 例 数 と 此 
の ケー ス で は 各 月 の 感染 に 差 が ある と は いい 切れ な いこ とこ 
つた 。 

V. 陰 に つい て 

此 の 実験 の 経過 中 に 卵 の 陰 転 が 訂 々 見 られ た が , 前 に 
も 述べ た 様 に 本 実験 で は 駆虫 を 厳し く 禁 じ て あ り ,( 卵 の 
陽 転 し た こと は 各 人 に 通知 し て いな い ) と これ は 一 応 自然 
陰 転 で あろ うと 推察 され る 。 第 4 表 に 示す 様 に 卵 陰 転 者 
は A 和 群 6 例 , B 群 7 例 , C 群 12 例 と 各 群 を 問わ ず 見 ら 
れ , 特に 群 に よる 差 は 見 られ な い の で ある が , 人 金 群 を 通 
じ て 排 卵 の 開始 より 陰 転 まで の 経過 月 数 は 4 ヵ月 以内 の 
も の が 圧倒 的 に 多く 全 例 の 72 を 占め , 排卵 の 継続 が 短 
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尚之 等 の 陰 転 例 の 感染 濃度 を 示唆 する も の と し て , 排 
卵 を 継続 し た 例 と 険 転 例 と に つい て 夫々 の 未 受 精 卵 数 の 
総 卵 に 対す る 比 を 求め た 処 , 表 に も 示し た 様 に 前 者 で は 
18.6~42.2% と 低い の に 反し て , 後者 で は A 和 群 89.62, 
B 和 群 95.7%, C 群 65.8 夫々 高く 従っ つて 陰 転 例 に お 
いて は 感染 量 が 少な か つた と と が 判 つ た 。 即ち これ を 換 
言 す れ ば 感染 量 の 少な いも の が 自然 陰 転 する 可能 性 が 多 
く 。 し か も それ は 排 九 が 短期 間 に 終 粉 す る も の に 多い と 
いう と と と な る 。 6 

総括 及び 考察 

と の 実験 は 大 都市 , 衛星 都市 , 農村 の 感染 の 様相 の 療 
を 知 ろ うと し て 行 つ た 研究 の 一 部 で ある が , 著者 等 の や 
むき を 得 な い 理 由 に ょ つて , 大 都市 , 衛星 都市 , 農村 の 一 
小学 校 に 対象 を 限定 ざる を 得 な か つた 。 

新 感 染 者 の 黒 積 陽 転 率 の 終末 は 大 都市 32.7%%, 衛星 都 
市 41.82%, 農村 56.92%2 と 明瞭 な 差 を 示 し レ , 感染 率 は 農村 , 
衛星 都市 , 大 都市 の 順に 低く な る 様 で ある 。 又 感染 速度 
指数 も 農村 , 衛星 都市 , 大 都市 の 順に 低く な り 此 の 差 は 5 
926 の 危険 率 で 有意 の 差 を 示し て いる 。 感 染 量 に つい て も 
大 都市 が 最も 低く , 衛星 都市 , 農村 の 順に 高く な つて いる 
と と は 未 受 精 九 の 占め る 百分比 が よく こと これ を 示し て お り 
と れ か ら 考 えて 感染 速度 指数 が 高けれ ば 感染 量 も これ に 


第 4 表 陰 転 例 
排卵 継続 末 受 精 卵 の 総 卵 
別 | 12 2 3 4 | 5 6 7 8 9 | 

排卵 継続 例 | 陰 転 例 
卵 陰 転 者 数 | 3 1 1 1 6 

A | 卵 | 未 愛 精 卵 | 3 0 1 5 | 42.2 | 89.6 
卵 陰 転 者 数 Ne | 1 7 

B | 卵 | 未 受 精 1 6 35.7 95.7 
卵 陰 転 者 数 | 3 ET 2 1 | 12 

C | 受 精 2 | 0 1 1 7 18.6 65.8 

18 (72 %) 7 (28 %) 
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" - 期間 で 終 つ て 陰 転 し た 例 が 多く 見 られ た こと に は 興味 が 
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平行 し て 多い と 結論 出来 る も の と 思え る 。 然し 征 ら 本 実 
験 の 範囲 で は 衛星 都市 は 黒 積 陽 転 率 を 除い て は , か な り 
大 都市 に 近い 性 格 を 具 え て いる 様 で ある が , と これ は 市 部 
人 口 密度 が 日 本 一 で ある 守口 市 内 に ある 小学 校 を 選ん だ 

と と が 関係 し て いる も の で は な いか と 考え て いる 。 

感染 の 季節 的 変動 に つい て は 統計 的 に は この ケー ス えと 
と の 例 数 か ら は 有意 の 差 は 認め 難 か つ た が , 個々 の 成績 
を 比較 し て みれ ば 農村 は 春 夏 型 の 一 山 型 。 大 都市 は 冬 春 
型 の 一 山 型 衛星 都市 は その 中 間 の 二 山 型 と 夫々 異 つ て 
いる 様 に 思え , 更に 例 数 を 増 レ ケー ス え を か えて 実験 検討 
すべ き 問 題 で ある と 考え られ た 。 此 の ょ うに 農村 , 衛星 
都市 , 大 都市 の 小学 校 の 感染 様相 が 夫々 異 つ て お り , 又 常 
に 衛星 都市 の 小学 校 が それ 等 の 中 間 の 性 格 を 示す 理由 と 

し て は , 国井 等 (1951) も 述べ て いる 様 に 陣 境 的 な 差 に 
よる も の が 大 きい と 考え ざる を 得 な い 。 即 ち 感 染 形 態 と 
し て の 卵 に ょ る 生活 陣 境 の 汚染 の 多少 が これ を 左右 し て 
いる と 考え られ , 区 便 が 肥料 と し て 大 都市 か ら 農村 に 
搬入 され , 農村 自体 で 産出 され た も の と 共に こと こと で 処理 
され る こと と が 決定 的 な 要因 と な つて いる と と は 償 め な い 
事実 で あろ う 。 

之 等 の 事実 か ら 考 えて 衛星 都市 と し て は 異例 に 属す る 
守口 市 内 の 小学 校 で すら その 感染 の 様相 が 全く 大 都市 と 
農村 の 中 間 型 を 示し た 事実 は , 市 の 周辺 部 の 学校 を 選ん 
だ た めか る も 知れ な い が , 衛星 都市 が 農村 的 環境 要素 を 多 
く 具 える 場合 に は 本 成績 の 場合 以上 に 農村 に 近似 し た 様 
相 を 示す も の で は な か ろう か と 推察 され る 。 

尚 本 実験 の 経過 中 に 自然 陰 転 と 考え ざる を 得 な い 例 が 
陽 転 全 例 の 24.722 に 見 られ た が , と れ を 検討 し て みる と 
卵 の 陰 転 し た 25 例 中 の 18 例 C72) まで が 陽 転 し て か 
ら 4 カ 月 以内 に 陰 転 た も の で あり , 高田 等 (1950) が 
行 つ た 豚 の 人 体感 実 験 に 於 ける 成績 , 即ち 豚 
の 感染 に お いて は 人 虫 の 感染 と 異 り 後 速やか に 
陰 転 する と いう と と を 想起 し 基 だ 興味 深く 感じ られ た 。 
叉 外陰 転 例 は 長期 の 排卵 継続 例 に と 比 し て 感染 量 が 少な い 
と と を 排卵 総数 に 対す る 未 受精 九 の 百分比 か ら 推 察する 
と と が 出来 た 。 


結 論 
1. 大 都市 , 星 都市 , 純 農 村 に お ける の 感染 様 
相 は 夫々 異 つ て お り , 克 等 の 三 者 の 間 に は 感染 率 , 感染 
量 , 感染 速度 に お いて 明瞭 な 差 が み ら れ る 。 
2. 衛星 都市 に お ける 遇 虫 の 感染 様相 は , すべ て の 面 
に お いて 大 都市 と 農村 と の 中 間 の 性 格 を 具 え て いる 様 に 
思わ れる 。 
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8。 感染 時 期 に つい て も 1, 2 で 述べ た と 同様 の こと 
が いい 得る 様 に 思え た が 今回 は 結論 に 至ら な か つた 。 
4. の 感染 に は 自然 が 相当 高い 頻度 で 起り , 


と れ は 感染 量 の 少な い 場 合 に 起り 易く , 且つ その 例 の 排 


卵 継続 期間 が 極め て 短 か い も の が 多い 。 

稿 を 終る に 臨ん で , 御 な 指導 を 賜 わ つ た 森下 教 
た に 深く 感謝 し , 御 助言 を 頂い た 伏見 純一 に 感 
する 。 谷本 論文 要 引 は 1955 年 第 24 回 日 本 寄生 虫 学会 総 
会 に ぉ いて 発表 し た 。 _ 
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Summary 

In order to know about the dynamic aspect 
of human ascarid infection in urban, suburban and 
rural areas, the manifestation of ascarid eggs in 
feces was observed monthly during one year 
among the uninfected children of the primary sc- 
hools in each area. It needs no saying that during 
this period the administration of any anthelmintics 
was strictly prohibited. The results were as foll- 
ows. 
The aspect in each area differed in the accumu- 
lative percentages of the newly infected children 
at the end of the observation period, being 32.7 
% in urban, 41.8% in suburban, and 56.7% in 
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rural area, in the speed of the infection, being 
the highest in rural area the lowest in urban area, 
and in the density of the infection which was the 
highest in rural and the lowest in urban area 
when considered basing on the percentages of 
unfertilized eggs among total egg counts in each 
area, being 42.2% in urban, 35.7 % in suburban, 
and 18.5% in rural area. 

As to the seasonal fluctuation of the infection 
in each area, it could not be concluded from these 
observations, although some differences might be 
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supposed. Some cases which showed the positive 
fecal finding for eggs turned negative naturally, 
and such cases were principally observed among 
the group of low density of infection in which 
the egg manifestation period was also short. 
Concludingly, the types or the dynamic aspect 
of ascarid infection in urban, suburban, and rural 
areas are definitely different, and such features 
should be mainly due to the difference of egg 
density in their environments which is connected 
with behaviour of using night soil as fertilizer. 
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昭和 388 年 2 月 (1958)) 2 
寄生 性 類 の 組織 化学 的 研究 
仔 虫 体 の 組織 化学 的 研究 ーー 
慶応 義 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 32 年 6 月 7 日 受領 ) i 
まえ が き し , 夫々 の 周 定 液 に て 固定 , 7 乃至 10m の 切片 標本 と し 


仔 虫 体 は 外界 に て 脱 て , 其 所 で 成長 脱皮 レー 
定 度 の 発育 を 完了 し , 基 の 後 宿主 に 経口 的 又は 経 皮 的 に 
侵入 し , 体内 移行 を 行 つ て 後 腸 に 至り て 成虫 と な る 事 は 
周知 の 如く で ある 。 区 線 虫 仔 虫 の 発育 法 は 特殊 で , 脱 誤 
せる 仔 虫 は ラブ デイ チ ス 型 CR 型 と 略 ) で ある が , その 
一 部 は へ テロ ゴ ニ = ニー を 営み , 発育 脱皮 レ て R 型 の 雌雄 の 
母 と な り , 交接 し て 産 る 。 と の か ら 直後 の 
仔 虫 は R 型 で ある が 脱皮 発育 し て フイ ラリ ヤ 型 (CF 型 と 
略 ) 仔 虫 と な り , 固有 宿主 に 経 皮 的 に 感染 し て 成虫 と な 
る 。 又 一 部 は 釣 虫 仔 虫 体 と 同様 直接 発育 し て 『F 型 仔 虫 と 
な り , 宿主 に 経 皮 的 に 感染 し て 成 虫 と な る 。 

著者 は 人 体 生 虫 仔 虫 体 及び Strongyloides ratti 
虫 体 発 育 過 程 の 二 三 の 上 時期 の も の に つい て , 前 回 と 同様 
方 法 に て 組織 化学 的 検索 を 行 つ た の で その 結果 を 報告 す 
る 。 \ 
材料 及び 実験 方 法 

材料 は 瓦 培養 法 に より 得 た 人 体 寄生 釣 虫 仔 虫 体 CAn- 
cylostoma 種 ) 及び ドブ ネズ ミ 工人 便 よ り 得 た Strongy- 
oides ratti 仔 虫 体 を ラッ テ に 経 皮 感染 せしめ , その ラッ 
テ 区 便 を 釣 虫 仔 虫 体 の 場合 と 同様 , 瓦 培養 し 得 た 仔 虫 体 
に つき , 下記 の 如き 時 期 の る も の に つい て 行 つ た 。 

釣 虫 仔 虫 体 は , 1). 瓦 培 養 (28°C) 2 日 目 即 ち 培 養 水 
中 に 未だ 遊 出し な い 仔 虫 ( 二 期 仔 虫 う 。 2 う . 培養 10 日 前 後 
の も の で 感染 力 最 も 蜂 盛 で ある と 思わ れる 仔 虫 ( 三 期 仔 
虫 ) 。83 う . マウ ス 皮 膚 組織 内 仔 虫 。 4 う . マウ ス 肺 臓 内 仔 
虫 , 以上 の うち 皮膚 組織 内 仔 虫 は 培養 10 日 前 後 の 仔 虫 を 
マウ ス に 径 皮 感 染 後 約 15 分 後に 該 部 の 皮膚 組織 を 切除 
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た 。 又 肺 臓 内 仔 虫 も 同様 に 経 皮 感染 後 , 6 日 前 後に マウ 
ス を 殺し 直ちに 肺 臓 を 摘出 固定 , 7 乃至 10x の 切片 と な 
し レ 夫 々 の 染色 を 行 つ た 。 

Szrongyloides ratti 仔 虫 体 は , D. 瓦 培 養 (28°C) 15 乃 
至 18 時 間 せ る も の , 即ち 選 型 仔 虫 , 2. 培養 72 時 間 前 後 
の も の で 直接 発育 を げ た 型 。3). マウ ス 皮 膚 組 
織 内 仔 虫 。 4 め . マウ ス 肺 臓 内 仔 虫 。 皮膚 組織 内 の も の は 
ラッ テ 新 鮮 便 を 28°C で "72 時 間 前 後 培 養 し 直接 発育 を 遂げ 
た 『F『 型 仔 虫 を , 釣 虫 仔 虫 体 の 場合 と 同様 に と ャ ウス に 経 皮 
感染 せしめ , 約 10 分 後に 該 部 の 皮膚 組織 を 切除 , 又 肺 騰 
内 仔 虫 も 同様 経 皮 感染 後 5 乃至 48 時 間 後 に マウ ス を 殺 
し , 直ちに 肺 臓 を 摘出 , 固定 ペラ フィ ン 包 埋 後 7 乃至 10 
と な し レ 夫々 の を 行 つ た 。 

即ち 前 報 に 述べ た 如く , 核酸 の た め に は , メチ ー ハ 緑 
・ ピ ロニ = ン 染 色 フォ イル ゲン 反応 を ,。 グリ コー ゲン の 
た め に は Hotchkiss Mc Manus 氏 変 法 に ょ る 多糖 類 栄 
色 を 行い , 嘩 液 消化 試験 を 行 つ た 。 叉 アル カリ 性 フォ ス 
ファ ター ゼ 及 び 酸 性 フォ ス フ ァ ター ゼ の 検索 は 清水 ・ 有 
法 に 準じ て つた 。 

実験 成 

(一 ) 核酸 の 分 布 状態 

1) 釣 虫 仔 虫 体内 核酸 の 分 布 。 釣 虫 仔 虫 体 は 最 外 層 を 
角 皮 た て 秦 わ れ て 居り , 此 の 下 に 角 皮 下層 , 筋肉 層 , 腹 
線 及び 側線 , 食道 及び 腸 , 生殖 原 基 , 神経 細胞 及び 排 洪 
細胞 等 より 形成 され て いる 。 

二 期 仔 虫 体 に っ つい て DNA の 分 布 を 観察 する に , 腹 線 
核 は 小さ く 長 椿 円 形 単 列 で , 核 間 の 距離 は 狭い 。 と れ ら 
フォ イル ゲン 反応 及び メチ ー で 強 陽性 と し て 
密 に 認め られ る 。 側線 核 は 比較 的 大 きく 卵 形 で 不 規則 に 
連 ら な つて お り 核 間 の 距離 は 一 様 で な い 。 と の 細胞 核 も 
陽性 と し て 密 に 認め られ る 。 筋肉 細胞 核 も 側線 核 と 同様 
の 構造 及び 形 を な し て いる が 生々 小さ い 様 で ある 。 億 し 
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て 殆 ん ど 同 様 陽 性 と し て 認め られ る 。 腸 壁 は 背 腹 位 に 互 
に 向い あつ て 横 た は つて いる 二 列 の 細胞 より な つて いる 
が と の 細胞 核 も で 陽性 度 は 生 低く 認め られ 
る 。 神経 輪 に は 核 は 認め ちら れず DNA は 認め られ な い 
が が, 神経 節 細胞 核 は 食道 中 部 , 食道 球 部 及び 直腸 部 に 密 
集 し て 認め らち られ 強 陽性 と し て 認め らち れる 。 し か し と れ ら 
の 部 に 於 ける 縦 線 及び 筋肉 細胞 , 食道 球 部 に 位置 し て い 
る と 云わ れる 排 洪 細胞 核 等 明 上 腔 に 区 別 し 得 な い ( 附 図 I, 
1 う 。 生 区 原 基 は 食道 球 部 と 肛門 と の 中 央 で 腹 線 に 接し 
て 認め られ , 強 陽性 と し て 認め られ る (附図 I, 2)。 

三 期 仔 虫 体 DN A の 分 布 も 二 期 仔 虫 体 と 殆ど 同様 に 
認め らち れる が , 二 期 仔 虫 体 に 比較 すれ ぼ ば, 各々 の 細胞 校 
は ょ り 一 飛 明 確 と な つて 居り 区 別 し 易 く な つて いる 。 会 
道 腺 細 胞 核 は 明瞭 に 認め られ 比較 的 大 き な 球 形 で , DN 
A は 秘 に 認め られ る (附図 1, 3 う 。 叉 争 腺 と 思わ れる 細胞 
核 も 比較 的 大 き な 球 状 と し て 認め られ , 強 陽 性 と し て 認 
め ら れる 。 腹 線 核 な は 2 ヶ所 に 於 て 密集 し て いる 。 即 ち 前 
方 は 食道 球 の 高 さ に 於 て 2 乃至 3 例 以 上 の 不 規 則 に 相 並 
ん で 居り 長 椿 円形 を 量 し て いる (附図 1, 4, 5)。 後 方 
は 肛門 の 前 部 に 位 幼 し て いる 。 と れ ら 細胞 核 は 明瞭 で 強 
陽性 と し て 認め られ る 。 し か し 食道 部 に 於 て 密集 し て 現 
われ る 神経 細胞 群 の 夫々 に つい て は 明瞭 に し 得 な か つた 
(附図 1, 6 う 。 生殖 原 基 は 附図 エ , 7"。 8 の 如く 10 個 の 
小 球 状 体 と し て 強 陽 性 に 認め られ る 。 

皮膚 組織 内 及び 肺 臓 内 仔 虫 体 は 三 期 仔 虫 体 と 殆 ん ど 同 
様 で 閉 明 な 変化 は 認め 得 ら れ な か つた (附図 I, 9,10, 
14, 423 

RNA の 分 布 は , 二 期 仔 虫 体 に 於 て は 角 皮 下層 及び 神 
経 輪 に は 殆ど 認め られ な い が , 会 道 部 , 腸 壁 細胞 及び 
と れ ら 周囲 を 取 囲 む 筋 肉 細 胞 に 一 様 に 濃密 に 認め られ , 
特に 腸 壁 細胞 は 濃密 な 様 で ある 。 し か し 各 細 胞 の 境界 は 
判然 と せ ず 食道 部 及び その 周囲 組織 は 生 々 粗 で , 頭 部 に 
向う に 従 つ て 粗 と な つて いる (附図 1, 18, 14)。 

三 期 仔 虫 体 に 於 で も 二 期 仔 虫 体 と 同様 に 角 皮 下層 及び 
神経 輪 に は 殆 ん ど 認 め ら れ な いか , 全体 的 に 粗 で 腸 壁 細 
胞 に 於 て も 粗 に 認め られ る に 過ぎ ず , 細胞 間 の 境界 は 判 
然 と し な か つた が , 食道 後部 特に 食道 球 部 に は 密 に 認め 
られ (附図 1 , 15), は 大 な る 核 を 中 心 に 紡 に 
濃密 に 認め られ ,。 両端 は 生々 長く 延び て 認め られ る ( 附 
図 1, 16)。 

皮 膚 組織 内 仔 虫 体 は 殆ど 三 期 仔 虫 体 と 同様 に 認め ら 
れ 著 明 な 変化 は 認め られ な か つた (附図 1, 17, 18, 19)。 

肺 組 織 内 仔 虫 体 の RNA は , 三 期 仔 虫 体 と 同様 神経 輸 
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及び 角 皮 下層 に は 殆 ん ど 認 め ら れず , 食道 球 部 , 天 腺 に 
は 濃 に 認め られ 腸 壁 細胞 に 於 て も 三 期 仔 虫 体 より 密 な 
る 様 で ある 。 し か し こと の 期 に 於 て も 側線 及び 腹 線 に つい 
て は 明確 に し 得 な か つた (附図 1, 20, 21)。 

2) Strongyloides ratti 仔 虫 体 核酸 の 分 布 。 本 仔 虫 体 
の 諸 構 造 組 織 に 於 ける 核酸 の 分 布 は 釣 虫 仔 虫 体 と 殆 ん ど 
周 様 で あつ た が , その 諸 構 造 組織 及び 細胞 核 は 小さ く 明 
確 に し 得 な か つた 。 RR 型 仔 虫 休 に つい て DNA の 分 布 を 
観 祭 する に , 腹 線 核 は 釣 仔 虫 体 と 同様 小さ く 長 椅 円 形 単 
列 で , DNA は 数 個 の 題 粒状 と し て 密 に 認め らち られ た 。 叉 
生殖 原 基 細 胞 は 腹 線 中 に 細胞 状 塊 と し て 認め られ , 卵 形 
で 比較 的 大 な る 数 個 の DN A が 密 な 核 と し て 認め られ 
た 。 腸 壁 細 旋 核 も 釣 虫 仔 虫 体 と 同様 卵 形 で 比較 的 大 き 
く , 小 題 粒状 と し て 生 々 粗 に 認め られ る 。 神 経 輪 に は 述 
は 認め られ ず DNA も 認め られ な い が , その 前 後 の 食道 
部 及び 直腸 部 に は 神経 第 細胞 と 思わ れる 核 が 認め られ 
DNA は で ある (附図 22。 I, 28)。 

型 に て も 核 は 極め て 小さ く 虫 仔 虫 体 の 如く 
判然 と せ ず , 略 々 二 期 仔 虫 体 と 殆 ん ど 同 様 で あつ た 。 生 
殖 原 基 細 胞 は DNA 生 々 密 な 10 数 個 の 核 の 不 規則 塊状 と 
し て 認め る 。 腹 線 核 は 長 椿 円 形 で DNA は 濃密 で ある 
が , 食道 線 細胞 核 , 腸 壁 細胞 核 は 卵 形 で DNA は 粗 で 
ある (時 T; 24, 25)。 
皮膚 組織 内 及び 肺 臓 組織 内 仔 虫 体 は , 三 期 仔 虫 体 と 殆 
ん ど 同 様 で 著 明 な 変化 は な い 様 で ある (附図 TI, 26,27, 
28)。 

RNA の 分 布 は 虫 体 と 殆 ど 同 様 で , 
体 に 於 て は 食道 部 , 腸 壁 細胞 及び とこ れ ら 周囲 を 取 囲 む 筋 
肉 細 胞 に 各 細 胞 の 境界 は 判然 と し な い が 一 様 に 濃密 に 認 
め ら れ た (附図 『, 29)。 

型 仔 に て は 多 三 期 仔 虫 体 の 如く , 仔 
体 に 比較 すれ ば 極め て 粗 と な つて 認め られ , た さく 食道 及 
び 腸 壁 に 生々 密 に 認め られ る に 過ぎ ず , 他 は 一 様 に 粗 に 


・ 認 め ら れ 細 胞 間 の 境界 は 不明 で ある (附図 T,30, 81 う 。 皮 


贈 組 織 内 仔 虫 体 は F 型 仔 虫 体 と 同様 の 様 で ある (附図 I, 
28 う が, 肺 臓 内 仔 虫 体 の RNA は 『F 型 仔 虫 体 に 比 し 食道 部 
及び 腸 壁 細胞 に 於 て は 密 な る 様 で ある (附図 T, 838,84)。 
( 二 ) フォ ス フ ァ ター ゼ の 分 布 状態 

1) 釣 虫 仔 虫 体 の 分 布 。 釣 虫 仔 虫 体 の 各 期 に つい て フ 
ォ ス 分 布 を 検 す る に , 各 時 期 に 於 て 強度 の 差 は る る が 認 
め ら れ た 。 し か し 皮膚 組織 内 仔 虫 体 に 於 て は 認め 得 な か 
つた 。 

二 期 仔 虫 体 に つい て 観察 する に , 酸性 フォ ス は 食道 部 
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及び 腸 壁 細胞 に 強 陽 性 と し て 認め られ , 特に 食道 球 部 及 
び 腸 壁 細胞 に 強度 で , 腸 壁 細胞 に 於 て は 栄養 矯 粒 と の 関 
係 は 明らか で な い が , 栄養 題 粒 に 相当 する 部 に 和 題 粒 状 と 

し て 強度 に 認め られ た 。 併 し て 上 部 腸 部 に 陽性 度 強 く , 
尾 端 に 向う に 従 つ て 弱 陽 性 と な り , 肛門 附近 に 於 て は 陰 
性 な る 場合 も 認め られ な た 。 食道 周囲 の 組織 に も 弱 陽 性 と 
し て 認め られ る が 判然 と せ ず , 角 皮 は 殆 ん ど 認 め ら れ 
だ な い 様 で ある (附図 T, 35 う 。 ア ルカ リ 性 フォ ス も 酸性 フ 
ォ ス と 殆 ん ど 同 様 で ある が , 陽性 度 低 く 全 体 的 に 黒 染 し 
て 認め ちら れる 。 し か し 各 諸 構造 組織 に と つい て は 明確 に し 
得 な か つた (附図 『, 86)。 

三 期 仔 虫 体 に 於 て は フォ ス ・ 陽 性 部 位 は 著しく 減少 
し , 食道 球 部 を 中 心 と し て 食道 中 部 及び 食道 球 部 に 接 す 
る 腸 部 に の み 強 陽性 と し て 認め られ る に 過ぎ な か つた 
(附図 T,87, 388 う 。 し か し 少数 例 に 於 て は 腸 後 半 部 まで 腸 
腔 に 面 し た 腸 壁 に 陽性 反応 が 認め られ た (附図 TW, 39)。 
アル カ 性 フォ ス も 同様 で ある が , 生々 陽性 度 低 くそ の 範 
囲 る 食道 球 部 及び こと これ に 接する 腸 部 に わ づ か に 認め られ 
る 場合 が 多 か つ た (附図 HW, 40)。 * 

皮膚 組織 内 仔 虫 体 に 於 て も 三 期 仔 虫 体 と 同様 部 位 に 恐 
らく 陽性 反応 が 認め られ る の で は な いか と 思わ れる が , 
いずれ に 於 て も 明らか に 認め 得 な か つた 。 

肺 臓 内 仔 虫 体 に 於 て は , 二 期 仔 虫 体 と 同様 に 強 陽性 と 
し て 黒色 帯状 と し て 認め られ 諸 構 造 組 織 に つい て は 明確 
で な い が , 会 道 球 部 及び 腸 壁 細胞 が 最も 陽性 度 が 高い 様 
で ある (附図 IT, 41, 42 う 。 ア ルカ リ 性 フラ ォ ス も 同様 に 陽 
性 反応 が 認め られ た が , 二 期 仔 虫 体 と 異な り 強 陽性 を 量 
し て 認め られ た (附図 II。43 う 。 肺 組織 に も フォ ス 活 性 を 
認め , 気管 枝 及 び 肺 胞 上 皮 細 胞 は 強 陽性 を 呈し て 認め ら 
れ , 又 浸 汐 せ る 単 核 及 び 多 核 細 胞 も 陽性 と し て 認め られ 
た 。 し か し 出血 せる 赤血球 は 陰性 で あつ た 。 

2) _ Strongyloides ratti の フォ スズ ス フ ァ ター ゼ の 分 布 。 
本 仔 虫 体 に 於 ける ォ フ ス の 分 布 は , 釣 虫 仔 虫 体 に 比較 す 
る と 各 期 に 於 て 陽性 度 強 く , 皮膚 内 仔 虫 体 に も 認め られ 
た 。 し か し 肺 臓 内 仔 虫 体 に っ つい て は , 虫 体 を 容易 に 検出 し 
得 ず フォ ス 活 性 に つい て の 検索 は 施行 し 得 な か つた が , 
恐らく 釣 虫 仔 虫 体 の 如く 強 陽性 を 示す も の と 思わ れる 。 
R 型 仔 虫 休 に つい て 見 る に 各 諸 構造 組織 は 明らか で な い 
が , 酸性 及び アル カリ 性 フォ ス る も 附図 陸 ,44,45 の 如く 会 
道 球 部 及び 腸 壁 に 征 粒 状 と し て 強 陽性 と し て 認め られ 
た 。 多 虫 三 期 仔 虫 体 に 於 て は 陽性 な る 部 が 著しく 減少 す 
る に 反し て , 型 仔 体 に て は 減 する と と な くさく 会 道 
及び 腸 壁 に 強 陽性 と し て 認め られ る (附図 TW, 46,47,48 
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49 う 。 し か し 尾 端 部 に 近 き 部 は 弱 陽 性 と し て 認め られ た 。 
皮膚 組織 内 仔 虫 体 に 於 て も 酸性 フォ ス は 『F 型 仔 虫 体 と 同 
様 に 陽性 と し て 認め られ た が (附図 年,50) う , アル カリ 性 プ 
ォ ス は 減弱 し て 認め られ 弱 陽 性 を 量 し て 認め られ た ( 附 
図 51)。 

( 三 グリ コー ゲン の 分 。 

1) 虫 体 の グリ コー ゲン の 布 。 本 仔 虫 体 の グ 
リコ ー ゲ ン も 各 期 を 通 2 て 略 同様 に 認め られ た 。 し か し 
二 期 虫 体 は 生々 粗 で ある に 反し て 肺 臓 内 仔 虫 体 は 濃密 で 
あっ た 。 

二 期 仔 虫 体 に 於 て は 諸 構 造 組織 に つい て 明確 に し 得 な 
か つた が ,。 附図 陸 . 52 の 如く 不 規則 網状 に 赤 染 せる 部 に 
粒状 に 生 密 に 認め られ た 。 し か し 及び 尾部 に 
て は 粗 に 認め られ た に 過ぎ な か つた 。 

三 期 仔 虫 体 に 於 て も 同様 全体 的 に フタ シン に 濃 染 し て 
認め られ , 諸 構 造 組織 は 明確 ご な い が 食 道中 部 , 食道 球 
部 及び 腸 部 は 密 で ある が , これら 周 囲 を 取 囲 む 縦 線 及 び 
筋肉 細胞 は より 一 層 密 な 様 で ある 。 併 し て 頭 部 , 食道 前 
部 及び 尾部 に 於 て は 粗 か 或いは 殆 ん ど 認 め ら れ な い 場 合 
も 認め られ る (附図 WT, 53, 54, 55)。 
皮膚 組織 内 仔 虫 体 も 三 期 仔 虫 体 と 殆 も ど 同 様 に 縦 線 , 
筋肉 細胞 , 食道 及び 腸 部 に 密 に 認め られ た (附図 IV, 56, 
57, 58)。 

肺 臓 内 仔 虫 体 は 前 記 仔 虫 体 の 中 で 最も 濃密 で , 赤色 無 
構造 帯 伏 と し て 認め られ , 諸 構 造 組 織 を 明確 に し 得 な い 
が , 縦 線 及 び 筋 肉 層 に は 特に 濃密 で 帯 大 と し て 認め られ 


る 。 し か し それ ら の 核 内 に は 殆 ん ど 認 め ら れ な い (附図 


WV, 59, 60)。 

2) Strongyloides ratti 仔 虫 体 の グリ コー ゲン の 分 布 。 
本 仔 虫 体 に 於 て も 釣 虫 仔 虫 体 と 同様 生々 密 に 認め られ 
た 。 二 期 仔 虫 体 に 於 て は , 食道 及び 腸 壁 に 密 に 認め られ 
体 壁 筋 細胞 に も 密 で あつ た (附図 61 型 仔 体 
て は , 会 道 部 は 粗 と な つて 認め られ る が 腸 壁 は 密 に 認め 
られ た (附図 W, 62)。 皮 膚 組織 内 仔 虫 体 も 殆 ん ど 同 様 密 に 
認め ちら れ た が (附図 IM, 63)。 肺 臓 組織 内 仔 虫 体 に 於 て は 濃 
密 で , 特に 腸 壁 細 鹿 に 濃密 に 認め られ た (附図 MW, 64。 

考 


前 述 の 如く 釣 虫 及び Sfronmgyloides ratti 仔 虫 体 の 各 期 - 


に フォ ス , 核 酸 及 び グ リコ ニー ゲン の 分 布 す る を 認め た 。 し レ 
か し 各 仔 虫 体 の 諸 構 造 組 織 の 各々 に つい て 明確 に し 得 な 
か つた 。 特 に 肺 臓 内 Szrongyloides ratti 仔 虫 体 に 於 て は 


仔 虫 体 を 容易 に 検出 し 得 ず , フォス の 分 布 は 検索 し 得 な 。 


か つた 。 釣 虫 仔 虫 体 に つい て 見 る に , RNA 及 び フ ォ ス 
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が 二 期 仔 虫 体 及び 肺 臓 内 仔 虫 体 に 濃密 に 認め られ , 三 期 
仔 虫 体 に 於 て は 食道 球 部 及び と これ に 接する 腸 壁 に の み 密 
に 認め ちら れ た こと と は , 仔 虫 体 発 育 過 程 と 関連 し て 見 る に 
興味 ある 事 と 思わ れる 。 即ち RNA は 一 般 に 細胞 の 種類 
を 問わ ず 人 蛋白 合成 の 盛ん な 部 分 に は 著しく , 細胞 分 裂 や 
新陳代謝 に 関係 する 蛋白 合成 に 関し て 重要 な 意味 を 持つ 
て いる と 云わ れ て いる し , 又 フ ォ ス も 含水 炭素 及び 種々 
の 物質 の 新陳代謝 に 関与 する と 云わ れ て いる 。 と れ ら の 
物質 が 特に 濃密 に 認め られ た の は 第 二 期 仔 虫 と 肺 臓 内 仔 
虫 と に 於 て で ある 。 松崎 (19831) に ょ れ ぽ 宿主 体外 に 於 
ける 仔 虫 期 で は 第 二 期 任 虫 の 時 に 運動 も 栄養 摂取 も 最も 
活 あり , そ て の た め に か , 球 も 最大 で ある 。 一 
方 肺 臓 内 仔 虫 も 盛ん に 発育 増大 レ つ つ あ る 時 期 の も の で 
ある の で , と の 二 つ の 時 期 の 仔 虫 に 特に RNA, 含水 炭 
素 ,。 フォ ス 等 が 濃密 に 見 出さ れる こと こと は 意味 の ある とこ と 
で ある 。 こ と れ に 反し て 第 三 期 仔 虫 に は 腸 壁 に 於 て は フォ 
ス 及 び RNA の 減少 を 認め , 食道 及び 腸 壁 で も 食道 に 近 
接する 部 分 に の み 征 々 強い フォ ス の 活性 が 認め られ た 。 
と の と と は , と の 第 三 期 仔 虫 が 外部 より 栄養 を 摂取 せ 
ず , 専ら 腸 上 皮 細 胞 内 に 存する 栄養 知 粒 を 除 々 に 消費 し 
て 生活 し て いる と 云わ れる と と と 関連 し て 興味 が ある 。 
叉 第 三 期 仔 虫 以後 の 虫 体 に 於 て , 成虫 に よく 発達 し て い 

る 須 腺 に 相当 する 細胞 に 核酸 が 濃密 に 認め らち られ た と と は 
と の 細胞 の 発育 及び 分 必 機 能 が 盛ん で ある こと と を 意味 す 
る も の と し て 意義 が ある 。 

Strongyloides ratti 仔 虫 体 は その 諸 構 造 組織 は 微細 で 
鋼 虫 仔 虫 体 に 比 し , より 明確 に し 得 ず , 各 組織 細胞 核 も 極 
め て 小さ く ,。 DNA 全 体 も 的 に 粗 で あつ た が , 栄養 摂取 
及び 発育 の 盛 で ある 型 仔 体 に 於 て は 虫 二 期 仔 
体 と 同様 に , RN A 及び フォ ス の 強度 の 活性 を 認め た 。 
と れ に 反 し 外界 で の 発育 を 成し遂げ た 『F 型 仔 虫 に 於 て 
は , RNA は 多 虫 三 期 仔 虫 体 と 同様 に 粗 と な つて お り , 
食道 部 に 生 々 密 に 認め られ る 程度 で あつ た が , フォ ス 活 
性 は 釣 虫 三 期 仔 虫 体 の 如く 減少 する こと な く , RR 型 仔 虫 
体 よ り 生 々 陽性 度 が 低い 様 で ある が , か な り 強 陽性 と し 
て 認め られ 特に 腸 壁 及び 食道 部 に 強い 反応 を 示し た 。 に こと 
の と と は 若 レ フォ ス が 栄養 摂取 と 関連 し て も 認め られ る 
も の と 考え られ る な ら ば , 多 虫 三 期 仔 虫 体 に 於 て は 外界 
ょ より の 栄養 摂取 を 殆 ん ど 行 な わな いか , 又は 行なう と し 
て も 軽度 で ある に 反し て , 『『 型 任 虫 体 に 於 て は 依然 と し 
て 外界 より 栄養 摂取 を 行 つ て 生活 し て いる と 云う 感 を い 
だ か せる 。 又 Lewert and Lee (1954) の Evansblue 
静脈 注射 法 に より 仔 虫 体 の 皮膚 侵入 速度 の 観察 に 於 て , 
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Strongyloides ratti 仔 虫 体 は 1 分 乃至 1.5 分 以内 に 仔 虫 
体 侵 入 に ょ る 変化 が 観察 され , 10 分 乃至 15 分 以内 で 最高 
値 を 示し , 又 犬 多 虫 仔 虫 体 に 於 て は , "分 以内 に 宰 通 の 
形跡 を 見 , 15 分 乃至 80 分 以内 で 最高 値 を 見 た と 述べ て 
お り , Strongyloides 仔 虫 体 が , 釣 虫 虫 体 より 
か に 皮膚 に 侵入 する と と を 証明 し て いる 。 と の ょ うに 
Strongyloides ratti 感染 仔 が 多 感染 仔 虫 より も か 
に 皮膚 を 宰 通 する こと は , 前 者 の 方 が 活動 性 の 時 盛 な る 
と と を 示す と も 考え られ , と これ が フォ ス 活 性 の 強度 で あ 
る と と と 何等 か の 関係 が ある の か も 知れ な い 。 
結論 

1) 虫 体 及び Strongyloides ratti 仔 虫 体 の フォ 
ス 。 グリ コー ゲン 及び 核酸 の 組織 化学 的 検索 を 行 つ た 。 

2) フォ ス の 分 布 は 釣 虫 二 期 仔 虫 体 及び Strongyloides 
型 仔 虫 体 に て は , 同 様 に 強度 に め らち られ た 。 
釣 虫 三 期 仔 虫 体 に 於 て は その 陽性 部 位 は 減少 し , 食道 及 
びと れ に 接する 腸 壁 の 一 部 に 限 られ て 認め られ た が , 
Strongyloides ratti F 型 仔 虫 体 に 於 て は 減少 する とこ と な 
く 強 陽性 と し て 食道 及び 腸 型 に 認め ちら れ た 。 

8) グリ コー ゲン の 分 布 は 両 種 仔 虫 体 共 略 同様 に 各 期 
に 認め られ た が , 肺 臓 内 仔 虫 体 に 於 て は 生 々 密 な る 様 で 
ある 。 

4) 核酸 は 釣 虫 二 期 仔 虫 体 及び Strongyloides ratti R 
型 仔 虫 体 に 於 て は 濃密 に , 感染 仔 虫 体 に 於 て は 粗 に , 併 
し て 肺 臓 内 仔 虫 体 に 於 て は 生々 密 に 認め られ た 。 


に 当り , 御 指導 , 御 校 を 頂い た 松林 教授 に 深謝 
する 。 


本 論文 要 苫 の 一 部 は 昭和 31 年 4 月 第 25 回 日 本 寄 証 虫 
学会 総会 に て 発表 し た も ゃ の で ある 。 
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Summary 


Surveys were made on the distribution of nu- 
cleic acids, polysaccharides and phosphatase in the 
larva of Ancylostoma duodenale and Strongyloides 
stercolaris. Rhabditiform and filariform larvae as 
wellas the larvae penetrated into subcutaneous 
tissues and lung of experimental animals were 
examined. 

In the hookworm larvae, RNA and phosphtase 
were found densely distributed in their second 
larval stage and also in the migrating stage in the 
Jung of the host. RNA and phosphae are believed 
to have an intimate relationship with the protein 
synthesis. Therefore, it is significant that they 
are densely distributed in the stages when larvae 
take up much food and grow up rapidly. On the 
contrary, RNA and phosphatase were found rather 
thinly in the third stage (infective larvae) when 
the larvae do not take up food and live only on 
the stored nourishment. Itis also to be noted 
that after the third stage, nucleic acid was found 
densely in the cells situated at the site correspond- 
ing to the cervical gland in the adult. This 
seems to indicate that these cells are actively 
secreting some substances. 

In Strongyloides larvae, RNA was found densely 
in the rhabditiform stage and rather thinly in the 
filariform stage. Thisisin the same relationship 
with the findings in the hookworm larvae. Pho- 
phatase reaction was, however, intense in the 
rhabditiform as well as in the filariform larvae. 
The reaction was especially intense in the cells 
of oesophagus and mid-intestine. This seems to 
that the filariform larvae still take up some food. 

Glycogen was detected almost in the same 
intensity in all stages of larvae of both species. 
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説 
附図 エ 1, 1 ょ り 附 図 エ 1, 12 ま で フォ イル ゲン 反応 33) 34) 肺 臓 組織 内 SZ. za が 仔 虫 体 

1) 虫 第 二 期 仔 体 . 附図 り 附 図 IIL51 ま で フォ ス フ ァ ター ゼ 

2) 第 二 期 仔 体 生 殖 原 基部 拡大 35) 多 二 期 仔 虫 体 酸性 フォ ス 

3) 多 第 三 期 体 食道 部 矢 状 断 36) 第 二 期 仔 体 ア ルカ リ 性 フォ ス 

4) 銘 虫 第 三 期 仔 虫 体 37) 38) 釣 虫 第 三 期 仔 虫 体 酸性 フォ ス え 

5) 多 期 仔 虫 体 附図 , 4 の 拡大 附 図 
39) 虫 三 期 虫 体 酸性 フォ ス 
7) 8) 第 三 期 仔 虫 体 生 原 基部 矢 
40) 釣 虫 第 三 期 仔 虫 体 ア ルカ リ 性 フォ ス 
9) 皮膚 組織 内 虫 体 生 殆 原 基部 
4 41) 42) 臓 内 虫 体 酸性 フォ ス 
10) 皮膚 組織 銘 虫 虫 体 神経 輪 部 
43) 肺 組織 内 仔 体 ア ルカ リ 性 フォ ス 
4) St. R 型 虫 体 酸性 フォ 
附図 , 13 ょ り 附 図 21 ま で メチ ー ル ・ で = ン 染色 
45) SZ. rat が RR 型 虫 体 ア ルカ 性 フォ ス 

13) 多 第 二 期 任 虫 

46) St. F 型 体 酸性 フォ オス 

14) 同上 食道 部 拡大 
15) 多 穫 期 虫 体 食道 部 上 食道 
48) St. i F 型 仔 体 アル カリ 性 フォ ス 
16) 虫 期 虫 体 頭 腺 部 矢 状 
50) 皮膚 内 St. 体 酸 性 フォ ス 
18) 皮膚 組織 内 仔 体 食道 部 
51) 皮膚 組織 内 SZ. 仔 体 ア ルカ リ 性 フォ ス 
19) 皮膚 組織 内 多 虫 体 頭 腺 部 
附図 TIL52 ょ 附図 IV,66 まで 類 染色 
‘ 20) 21) 肺 臓 組織 内 仔 
附図 1 ,22 よ り 図 ま で フォ イル ゲン 反応 

22) St. RR 型 体 

54) 多 食道 部 拡大 
55) 多 第 三 期 体 矢 状 断 


23) 同上 基部 拡大 


24) St. ra が FF 型 任 虫 体 食 道 部 附 図 IV 
25) St. F 型 体 生 殆 原 基部 56) 57) 58) 皮膚 組織 内 仔 虫 体 
26) 皮膚 組織 内 St. rat が 体 神経 輪 部 59) 60) 肺 臓 組織 内 虫 体 
27) 皮膚 織 内 St. ra 体 生 殆 原 基部 61) SZ. R 型 体 
28) 肺 臓 粗 織 内 SZ. za 虫 体 62) St. F 型 体 
TL29 ょ り 附 34 ま で メチ ー ル ・ ョ = ン 63) 皮膚 組織 内 SZ. zat が 躍 体 
29) St. zatti RR 型 仔 虫 体 64) 肺 組織 内 St. 
30) St. F 型 体 65) 第 二 期 虫 体 嘩 試 験 


31) St. FF 型 任 虫 体 食 道 部 拡大 66) 組織 内 虫 体 , 液 消化 試験 
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放射 性 物質 Cobalt-60 に よる 卵 条 減 に 関す る 研究 
仔 期 卵 の 抵抗 性 


小 林 昭 夫 


三 由 小 宮 義 孝 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 32 年 6 月 10 日 受領 ) 


最近 その 応用 面 上 , と み に 有 望 視 され 来 つ た Co を 
用 いて の 卵 射 に 関し て は , 著者 の 1 人 小林 ら 
(1955) が その 一 部 を 発表 し た ほか は , 斉藤 (195, 門 多 
(1957) の 報告 ある の み で ある 。 

前 報 に お いて 著者 の 1 人 小林 ら は , Co* き "照射 に よる 天 
虫 卵 完全 殺 減 線 量 を , その 各 発育 段階 に つい て 求め る と 
と を 目標 と し , まず 単細胞 期 の それ に つい 
て 実験 し , その 完全 殺 減 限界 線量 を 11.4 万 レン トゲ ン 
(Cr) と 推定 し た 。 その 後 , 斉藤 (1957) は 仔 虫 期 以 外 
の 各種 発育 中 間 段 階 の 豚 遇 虫 卵 の Co* 照射 に 対す る 抵 
抗 性 に つい て 実験 し , 虫 卵 の 抵抗 性 は 卵細胞 の 分 列 が す 
> きず に つれ て こと れ を 減じ , 早期 又 実 期 に いた つて 最小 に 
達する (完全 殺 減 限界 線量 2.1~ 2.7 万 り が, つい で 
同 段 階 よ りさ ら に 発育 を すゝ ^ め , 器官 原 基 形成 の 開始 を 
みる 幣 映 期 に 移行 する に 及 ん で その 抵抗 性 は 再び 急激 に 
増大 し , 12.6~16.8 万 + で な けれ ば 完全 に と と れ を 殺 減 し レ 
え ざ る こと と を 確 め て いる 。 

卵 発 育 段階 差 に も と ずく か ゝ る 感受 性 の 変動 に つい て 
は , 比較 的 少 線 量 照 射 ( 2.4 万 r 以下 ) 時 に お ける 門 多 
(1957) の 成績 と お いて も ほ く 同 様 の 傾向 が み ら れ る が , 

は 全く 一 致し て いる 。 

いて は , 未だ 完全 な る 知見 は な い 。 以 下 閉 者 ちら は 最大 の 
抵抗 性 が 予想 され る 仔 虫 期 刻 と に っ つき, これ の 抵抗 性 に 関 
する 二 三 の 基礎 実験 を 行 つ た 。 

AKIO KOBAYASHI, MITSUYOSHI KUMADA & 

YOSHITAKA KOMIYA : Observations on the ov- 

icidal effects of irradiation with Cobalt-60 on as- 

caris ova. III Effects on Ascaris swuilla ova in em- 
bryonated stages. (Department of Parasitology, 

National Institute of Health, Tokyo.) 


* 本 研究 は 厚生 科学 研究 費 の 補助 に た にょ っ た 。 記し て 
謝 す 。 


材料 及び 実験 方 法 

1. 卵 材 料 

虫 卵 は 層 場 に て 得 た 十 数 隻 虫 未 端 部 内 
に つき , と れ の フフ オル マリ ン 如 寒天 培地 (小宮 ・ 小 
林 ,1956 う , 28°C 培 養 に て 卵 令 15 日 目 及 び 同 80 日 目 の 仔 虫 
期 卵 を 照射 虫 卵 材料 と し た 。 前 者 は 虫 形成 直後 の 卵 で 
あり , 後者 は 卵 明 内 仔 虫 の 機能 ほ さ 最大 に 近い 段階 の 卵 
に 相当 する も の と 考え られ る (千葉 , 1936)。 

2。 7 線 源 

Co は 国立 東京 第 二 病 院 所 有 の も の (Source の 容量 
150 Curie) を 使用 し た 。 実験 に お ける 各線 量 の 算出 
は , Source か ら 一 定 距 離 , 一 定時 間 内 に 連続 照射 せら 
れ た (UU,1957) を 基準 と し て 算 し 求め た 。 
8. 照射 の 方 法 

虫 卵 材 料 は 許 の 平 担 な メタ アク リー ル 酸 樹脂 製 の 特製 
小型 シマ ヤー レ を 用 いて 作 側 し た 1 % フ マオ ォ オル マリ ン 如 寒天 
平板 上 に 極め て 薄く C1 mm 以下 ) 塗布 し , これ を So- 
urce に 対 し て 一 定 距 離 , 垂直 方 向 に 正しく 設置 し , 富 
温 (11~20°C), 無 に て 所定 時間 C43.8hr, 44hrp) 
の 連続 照射 を 行 つ た 。 

4.。 照射 後 の 虫 卵 培養 

照射 後 , 各 被 虹 虫 卵 材料 は 直ちに 実験 室 に も ち 来 り , 
対照 非 照 射 卵 と と も に 夫々 別に 作製 し て お いた 同上 培地 
に 移し レ , 28"C 恒 温 器 に 収め 培養 し た 。 

5. 虫 期 の 被 果 判 定 方 法 

虫 卵 の 被 果 (抵抗 性 ) は , その 仔 虫 の 生死 
な びに 動物 体 能 力 表 の に より と れ を 
bea 

1) 卵 最 内 仔 虫 の 生死 判定 : 生死 判定 は 各 除 蛋白 膜 被 
検 卵 に つき , 顕微 鏡 保 温 装 置 に ょ る 温熱 刺 埋 に 対す る 同 
仔 虫 の 運動 性 保有 の 有無 に ょ り 行 つた が , 同時 に 各 培 養 
時 に お ける 仔 虫 の 変性 形態 像 出現 状況 を も 併せ 観察 し 参 
考 に 供し た 。 
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運動 性 に つい て は , 対照 卵 の 卵 遂 内 仔 虫 を し て 比較 的 
長 時 間 に わ た り 最も 活発 に 運動 せしめ る と 判断 され た 
42°C の 温 , 加 温 5 分 以上 の 作用 に ょ り 全く 運 
動 を 示さ な いも の を も つて 運動 性 喪失 卵 す な わ ち 死 減 卵 
と 見 履 し , 形態 的 変化 と し て は , 概ね 単細胞 期 卵 に と に み ら 
れる 変性 像 (柳沢 , 1955) に 準拠 し , 変性 題 粒 の 出現 , 
内 容 表 壊 。 内 容 透 明 化 , 虫 体内 胞 形成 等 の 変化 を ぁ ら も わ 
し た も の を も つて 変性 仔 虫 期 選 と し た 。 


2) 豚 の 動物 体感 染 法 卵 内 容 は 虫 形成 後 
さら に 一 定期 間 を 経過 し , 成熟 期 に 達し 初め て 感染 能力 
を 有する も の で ある 故 , 被 蝶 各 卵 の マウ ス え の 感 染 試 験 
は , 対照 非 照 射 卵 の 感染 能力 が 最も 時 盛 に な る と 考え ら 
れる 養 で 日 末 , すなわち 虫 形成 ほ 3 週 
(千葉 ,19836) 前 後に 達する まで さら に 培養 し , これ を 試 
食 試 験 に 供し た 。 ま た 長期 培養 時 (照射 後 12 週 末 ) に お 
ける 各 被 過 卵 に つい て も 感染 試験 を 実施 し , 培養 経過 に 
伴う ぅ 仔 虫 の 感染 力 減弱 化 の 状況 を 観察 し た 。 

著者 らち は 予備 試験 より, 仔 虫 期 マウ ス え 
の 試食 , 感染 を 成立 させ る た め に は , 卵 の 蛋白 膜 除去 と 
いう 条件 が 必要 で ある こと と を 確認 し た の で , 試食 の 際 に 
は を 80 ンチ マ オル ミン 中 , 28°C, 1 時間 の 
に ょ より 蛋白 膜 を 除去 し , 8 回 水洗 洗 浴 を 行 つ た も の を 試 
験 た 供し た 。 投 与 虫 卵 は 各 卵 と も 大 略 2 万 っ と な し , 
と れ を 白金 耳 の 先端 に 附 着 させ , マウ ス に 自発 的 と なめ 
させ る 如く し て 与え た (石井 1957)。 

感染 マウ ス 体 内 より の 仔 虫 の 検出 は , HCI-Pepsin 消 
化 法 * に より 行 つ た 。 本 検出 法 に よれ ば , 試食 後 1 週 目 
の 湖 検 消化 試験 で , マウ ス の 全 器 宮 , 体腔 を 通じ , 肺 及 
び 肝 に て 全 検 出 仔 虫 数 の 約 962 を 捕捉 し うる と と を 予備 
試験 に より 確 め た の で , 被 蝶 虫 卵 の 感染 試験 に お いて も 
マ ャ ウス の 肺 と 有 時 の み の 消化 検出 に て 概ね 初期 の 目的 が 達 
せら れる も の と 考え , 検索 を この 32 臓器 に 限定 し て 行っ つ 
た 。 一 方 千葉 (19386) は , 試食 後 誠 検 まで の 日 数 と 肺 , 
* HCI-Pepsin 液 の 処方 (小宮 ら ,1941): ネプ シン 0.3g 

恭 溜 水 100 cc, 稀 塩 酸 約 3 cc (塩酸 に て 該 液 の pH を 

1.8 に 調整 ) 。 

HCI-Pepsin 液 た よる 消化 法 と 仔 虫 数 の 算定 : HCI- 
Pepsin 液 中 に 細 切 し た 臓器 を 投入 し , 38°C で 約 20 
時 間 放 置 , 消化 後 , これ を 一 度 金網 で 濾過 。 濾液 に 水 
を 加え て 洗 , 沈 に 少量 の 水 を 加え て 充分 
に 失 持 し , その 一 定量 (0.1cc) 宛 を ビ ピペット で と り , 
と れ を 鏡 検 , これ の 3 回 平均 仔 虫 数 より 沈 湾 中 の 全 仔 
を 推 穫 た 。 但 右 同 時 3 回 検査 に より な 
を 検出 し えな い 場 合 に は , 全 沈 流 に つい て 検索 し た 。 
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肝 ょ り の 仔 検出 率 と の 関係 に つき , 卵 85~"75 日 に 
お いて は , 試食 後 5 日 目 の を それ が 最大 で ご ある と 報じ て い 
る の で , 著者 ら も 誠 検 時 を 貝 卵 試 食後 5 日 目 と し た 。 


実験 成績 

1. 被 量 と 仔 の 運動 性 

a) 卵 日 仔 虫 期 卵 

照射 直後 250 万 r 以上 の 高 線 量 と つ て は , 
虫 の 運動 全く 停止 し , それ 以下 の 線量 被 過 卵 で は , 線量 
の 低下 と ゝ も に 運動 性 保有 卵 比 率 の 増加 を みみ た が , と り 
わけ 89 万 r 以下 の 被 冊 卵 で は その 全て が 運動 性 を し めし 
た 。 し か し と れ ら の 貝 卵 を 引き つ ゞ くき 28°C で 培養 する 
と , 1 週末 に は 照射 直後 より ゅ も か えつ て 運動 完全 停止 線 
量 は 増大 し , 570 万 r 以上 で な けれ ば 全く と れ を 停止 さ 
せる こと と が で き な か つた 。 し か し 培養 2 週 条 に いた る 
と , 再び これ は 低下 し は じ め , 以後 培養 日 数 の 経過 と > ゝ 
も に 蘭 次 該 所 要 線 量 の 低下 を み , 培養 8 週末 で は 250 万 
r, 12 週末 に 達する と 100 万 r 以上 の 被 虹 卵 で は 全く 運 
動 を 停止 する に 至 つ て いる 。 

また 502 虫 停 止 線量 は , 射 直 後 80 万 +, 培養 
1 週末 200 万 r, 4 週末 110 万 +, 8 週末 30 万 +, 12 週 
未 15 万 r と 推定 され る (第 1 表 , 第 1 図 )。 


A: 射 直 後 

B: 射 後 1 週末 
C: 2 週末 
D: 4 週末 
E: 8 週末 b 
F ヶ 12 週末 


300 500 600 
射線 量 (Xx10* r) 一 > 

第 1 各種 妥 射 線量 と 運動 性 保有 卵 率 と の 関係 

( 卵 令 15 日 仔 虫 期 卵 ) 


以上 の 成績 を みる に , 一 定 線量 以下 の 被 過 九 に と ち あつ て 
は , これ を さら に 28°C で 培養 する と , 卵 暖 内 仔 虫 の 運動 
性 に つい て は 一 時 的 な ( ) 現 存在 する こと 
が 認め られ る 。 

一 方 卵 毅 内 仔 虫 の 運動 を その 活 浴 さ の 程度 に ょ り 第 1 
度 よ り 第 8 度 ま で の 8 種 に 分 け , と この うち と くに 9S 宇 状 
運動 乃至 誤 状 運動 等 の 運動 形式 を も つて 最も 活 浴 に 運動 


0 
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第 1 表 各種 妥 射 線量 と 運動 性 を 保有 する 仔 虫 期 卵 百 分 比 と の 関係 ( 卵 令 15 日 仔 虫 期 卵 ) 
運動 性 を 保有 する 仔 虫 期 卵 の 百分比 
距離 照射 時 間 概算 線量 射 後 2 2 2 
No (cm (br) 照射 直後 週末 週末 週末 週末 12 週末 
培養 開始 
1 5.0 43.8 570 Xx 10! 0 000) 000) 000) 000) 000) 
2 6.4 350x10:! 0 14 (0) 000) 000) 000) 000) 
3 7.6 250 x 10* 0 15 (0) 6 0) 100) 0(0) 00) 
4 9.0 170 Xx 4 68(7) 52(0) 20(0) 300) 000) 
5 10.5 130 x 3 95 (0) 93 (9) 36 (0) 200) 00) 
6 11.9 100 x 10* 11 100 (5) 95 (21) 64 (13) 5 (0) 000) 
7 14.6 / 66 x 10: 76 99(12) 96 (37) 83 (14) 29 (10) 9(3) 
8 19.0 2 39 x 10! 100 99(13) 94 (49) 91 (46) 35(17) 24 (10) 
9 30.0 2 16 x 10* 100 100(100) 98(80) 95 (83) 64 (39) 51 (41) 
対照 0 0 100 100(100) 100(100) 99(93) 100(82) 96 (82) 


( ) 内 の 数 値 は 活 肖 な る 運動 性 (第 3 庶 ) を 保有 する 仔 虫 期 卵 の 百分比 を し あす 


する 第 8 度 運 動 仔 虫 期 卵 の 例 卵 に 対す る 比率 を 表 中 括 約 
内 に 示し た 。 い ま 全 卵 に 対す る 全 運 動 仔 虫 期 九 の 比率 と 
同 第 8 度 運動 仔 虫 期 選 の それ と を 比較 する に , た と え 前 
' 者 が ほ ゞ く 同 等 で ある よ ょ うな 事例 で も , 後者 は その 被 蝶 線 
量 に ょ る 影響 を 鋭敏 に 衰 り , ょ り 高 線量 被 蝶 卵 に あつ て 
は その 比率 の 減少 が 閉 し か つた 。 


b) 卵 合 30 日 仔 虫 期 卵 


第 2 表 各種 照射 線量 と 運動 性 を 保有 する 仔 虫 期 卵 百分比 と の 関係 ( 卵 令 30 日 仔 虫 期 卵 ) 


虫 の 運動 完全 停止 線量 は 560 万 r 以上 で , と これ を さら に 
培養 する と き は , さき の 15 日 仔 虫 期 九 の 場合 に みた と 同 
様 , 運動 性 収 復 現象 が 5 日 ょ り 2 週 前 後 と か け て みとめ 
られ た 。 即 ち 培 養 5 日 末 で は , 運動 完全 停止 線量 は 920 
万 + まで に 増加 し , この 傾向 は 2 週末 に 至 つ て 最高 に 達 
し , 以後 は 再び 低下 し は じ め , 8 週末 で は 840 万 r, 
12 週 末 で は 130 万 r 以上 の 被 に 完全 運動 を み 
a 


運動 性 を 保有 する 虫 期 百分比 
1 3.9 44.0 920X10: 00) 000) 000) 000) 00) 00) 00) 
2 5.0 4 560 Xx 10« 0(0) 14 (0) 81 (0) 66 (0) 13 (0) 0(0) 0(0) 
3 6.4 7 340 x 10* 14 (0) 67 (0) 93 (0) 92 (0) 79 (0) 0(0) 0(0) 
4 7.6 240 xX 10: 88(0) 92 (0) 97 (9) 90 (0) 84 0) 100) 00) 
5 9.0 ケ 170 x 10: 96 (2) 100 (0) 96 (17) 96 (2) 93 (3) 20 (0) 0(0) 
6 10.5 2 130 x10: 99(15) 96(20) 100(23) 98(12) 93(10) 3300) 00) 
100x10‘: 98(24) 98(23) 98(68) 99(48) 94(25) 61(29) 60) 
8 14.6 ” 66 x10: 100(30) 98(67) 100(90) 98(71) 98(64) 90(72) 61(32) 
39x10 99(37) 99(96) 100(100) 95(90) 98(90) 99(96) 92(63) 
10 30.0 2 16x10: 98(54) 100(100) 100(100) 95(90) 97(89) 98(95) 93(86) 
対照 0 0 100 (100) 100(100) 99 (99) 100(100) 99(99) 98 (97) 91 (85) 


( ) 内 の 数 値 は 活 肖 な る 運動 性 (第 3 訂 ) を 保有 する 仔 虫 期 卵 の 百分比 を し あす 
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第 2 表 , 第 2 図 に みる 如く , 照射 直後 に お いて は 
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第 2 図 各種 照射 線量 と 運動 性 保有 卵 率 と の 関係 


( 卵 令 30 日 仔 虫 期 卵 ) 


5022 運 動 停 止 線 量 は , 照 射 直 後 290 万 +, 培養 2 週末 
680 万 +r, 4 週末 440 万 r, 8 週末 110 万 +r, 12 週末 70 
万 r 内 外 と 推定 され る 。 な お 運動 活 浴 な 第 8 度 運動 仔 虫 
の 全 卵 た 対す る 比率 は , さき の 卵 令 15 日 卵 に みた と 同 
様 , 比較 的 高 線量 被 虹 事例 に お いて は , 全 運 動 仔 虫 期 卵 
比率 に と 比 し て その 値 は 著しく 小さ か つた 。 

2.。 被 蝶 線量 と 変性 像 出現 と の 関係 

a) 卵 15 日 仔 虫 期 

成績 は 第 3 表 に し めす 如く で ある 。 い まこ と の 表 を みる 
に , 照射 直後 と あつ て は , 変性 像 の 出現 は 全く 認め ら 
れず , 最高 5Y0 万 r 被 蝶 卵 に お いて さえ 全く これ を 認め 
えな か つた 。 し か し ,。 さら に と れ を 28°C で 培養 する と き 
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: 照射 直後 は , 日 数 の 経過 と ゝ も に 線量 に 行 
: 後 5 日 末 し レ し て 変性 仔 虫 期 卵 比率 は 増加 
し , 8 ~12 週 に 至る と 180 万 以 
8 週末 上 の 被 に お いて は が 変性 像 
12 週末 を 呈す る に いた つて いる 。 な お 培養 
経過 に 伴う 変性 形態 像 の 出現 は , 菩 
増 的 , 不可 逆 的 で , 運動 性 と に っ いて 
ら れ た ょ うな 復 向 は 認め 


られ な か つた 。 
変性 形態 像 の 内 訳 は , 350 万 r 以 
80 900 上 の 高 線量 被 で は , 比 


較 的 早期 より 変性 題 粒 像 の 出現 率 高 
く , 培養 8 週 乃 至 12 週 末 に 至る と 敬 
ん で ど 全 が 該 像 を 以 て 占め られ 
て いた 。 し か る に 170 万 r 以下 の 比較 的 少 線量 被 螺 卵 に 
お いて は , むし ろ 初 期 よ り 仔 虫 体内 の 胞 形 成 が 多く 。 や 
が て と れ ら の 胞 形 成 仔 虫 は 透明 化 の 像 を 量 す る よう に な 
る 。 (変性 像 内 訳 に つい て は 表 略 ) 

b) 卵 信 80 日 仔 虫 期 卵 

第 4 表 に 示す 如く , 920 万 r 被 あつ て は , 被 
直後 既に 若干 の 仔 虫 は 変性 題 粒 を 形成 し て お り , 培養 5 
日 目 に 至る と 変性 卵 率 100 に 達し くい る 。 560 万 r 以 
下 の 被 あつ て は , 培養 5 日 目 に 至 つ て も ほ 
以下 の 変性 卵 素 を 示す に 過ぎ な い が , 培養 日 数 を 重ね る 
に つれ て 順次 増加 を し めし , 培養 12 週 末 に いた る と 130 
万 r 以上 の 被 旧 卵 は 完全 に 変性 像 を 以 て 占め られ る 。 


第 3 表 各種 照射 線量 と 変性 仔 虫 期 卵 の 出現 率 ( 卵 令 15 日 仔 虫 期 卵 ) 


像 を し あす 期 の 百分比 
培養 開始 
1 5.0 43.8 570 x 10:‘ 0 19 29 100 100 (0) 100 (0) 
2 6.4 2 350 Xx 10*‘ 0 6 7 100 100 (0) 100 (0) 
3 7.6 2 250 x 10* 0 0 3 45 100 (0) 100 (0) 
4 9.0 ” 170 Xx 10* 0 1 1 22 100 (0) 100 (0) 
5 10.5 2 130 x 10¢ 0 1 2 13 100 (0) 100 (0) 
6 11.9 ” 100 Xx 10* 0 0 4 15 95 (5) 98 (2) 
7 14.6 y 66 x 10! 0 0 5 11 74 (26) 89(11) 
8 19.0 39 x 0 0 4 65 (35) 82 (18) 
9 30.0 / 16 x 10! 0 0 3 4 40 (60) 53 (47) 
対照 0 0 0 0 0 1  . 0(100) 1(99) 
表 中 ( ) 内 の 数 値 は 正常 形態 像 保有 卵 の 比率 を し あす 
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4 表 各種 線量 と 変性 期 出現 率 ( 令 30 日 虫 期 ) 
像 を し あす 期 の 百分比 
No. (cm) (hr) 5 日 末 週末 週末 4 週末 週末 12 週末 
後 30 日 々 35 日 44 日 51 58 日 86 日 ヶ 114 
1 3.9 44.0 920 Xx 10: 6 100 100 100 100 100 (0) 100.(0) 
2 5.0 560 Xx 1 5 31 74 100 100(0) 100(00) 
3 6.4 2 340 Xx 10‘ 1 1 10 40 52 100 (0) 100 (0) 
4 7.6 y 240 x 10* 1 1 4 6 9 100 (0) 100 (0) 
5 9.0 。 170 x 10* 1 1 2 5 9 97 (3) 100(0) 
6 10.5 / 130 x 10* 0 1 2 1 5 74(26) 100(00) 
7 11.9 / 100 x 10* 0 1 2 0 6 31(69) 98(2) 
8 14.6 66 x 10: 0 1 0 1 1 (99) 35 (65) 
9 19.0 / 39 x 10* 0 1 2 0 1 (99) 8 (92) 
10 30.0 V4 16 x 10! 2 0 3 0 2 2(98) 6 (94) 
対 照 0 0 0 0 0 1 2 2(98) 7 (93) 


表 中 ( ) 内 の 数 値 は 正常 形態 像 保有 卵 の 比率 を し あす 


な お 出現 変性 像 の 内 訳 は , 照射 後 の 比較 的 早期 と は , そ 
の 変性 像 の 大 多数 は 変性 矯 粒 の 出現 で あつ た が , 培養 2 
へ ~ 8 週末 ょ り 痢 次 透明 化 を 示す も の の 比率 が 増加 し , 12 
週末 に 達する と , 各 被 旧 卵 と も 変性 像 の 殆 ん ど 全 部 が 透 
明 化 の 像 を 呈す る も の に ょ つて 占め られ る に いた る 。 と 
り わ け 920 万 r 被 で は , 後 の 初 に は , その 変 
性 像 は 全て 題 粒 出現 の それ で あつ た が , 培養 2 週末 ょ り 
蘭 次 透明 化 と 高度 凌 縮 の 合併 し た 特有 の 像 が 出現 し , 12 


と の ょ うな 比較 的 高 線量 ( 340~570 万 に 
お ける 両 種 卵 令 仔 虫 期 卵 の 変性 像 出現 様式 の 相違 に つい 
て は , 両者 の 物質 構成 や 同 分 布 上 の 相違 と いう と と る も 想 
像 され 興味 深い 。 

8.。 線 量 と 仔 虫 感染 力 失 と の 関係 

a) 卵 令 15 日 仔 虫 期 

各線 量 被 蝶 卵 に つい て , 照射 後 の 培 養 4 週末 (培養 開 
始 後 43 日 目 〕 及び 12 週 末 (培養 開始 後 99 日 目 に お ける 


週末 に は 完全 に 該 像 を 以 て 占め られ る よ ょ うに な る 。 ( 変 マウ ス 感 染 試 験 の 結果 に つい て は , 第 5 表 , 第 8 図示 
性 像 の 内 訳 に つい て は 表 略 う す 如 く で ある 。 い まこ と の 図表 を みる に , 感染 各 事 例 と も 
5 表 各種 線量 被 期 の マッ ゥ ス 感染 状況 
培養 開始 後 43 日 培養 開始 後 35 日 培養 開始 後 99 日 培養 開始 後 114 日 
(照射 後 4 週末 ) (照射 後 5 日 末 ) (照射 後 12 週 末 ) (照射 後 12 週 末 ) 
概算 線量 照射 時 の 照射 時 の 令 照射 時 の 照射 時 の 卵 令 
15 日 の 期 30 の 仔 虫 期 15 日 の 虫 期 ・30 日 の 仔 虫 期 
肺 計 (%) 肺 肝 計 (%) 肺 肝 計 (%) 肺 肝 計 (%%) 
170x10 以上 0 0 6 0 0 00) 
130x10r 0 0 00) 0 0 00 
66x10r 2- 713 _439 1152(20.1) 24 13 37(0.6) 
39x10r 33 8 400.8) 1414 1019 2423 (42.2) 0 80 80(1.6) 401 31 432(7.5) 
16x10r 310 26 336(6.8) 3188 708 3896 (67.9) 120 4 124(2.5) 1012 634 1646 (28.7) 


対 


4914 49 4963 (100) 


5358 380 5738 (100) 


2490 1183 3673 (74.0) 1875 364 2239 (39.0) 


投与 卵 各 感 染 事 例 と ゃ 大 2 万 =。( ) 内 の 数 値 は , 養 開 始 後 43 日 は 35 日 目 け 
る 各 対 期 卵 投与 時 の 同 検 出 仔 虫 数 に 対す る 被 各 卵 与 時 に け る それ の 百分比 を し あす 
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尻 射 線量 (x10* r) 一 > 


*・ 時 の 卵 令 15 日 仔 期 
(照射 後 4 週末 に 感染 ) 

30 日 仔 期 卵 
( ヶ 5 日 末 に た に 感染) 


第 3 図 各 の 染 能 


約 2 万 っ の 虫 九 を 試食 せしめ た に も か ゝ わら ず , 前 記 検 
出 法 に より, 照射 後 培 養 4 週末 時 の 感染 試験 成績 で は , 
対照 お いて さえ 約 5000 令 (252) の 仔 虫 が 検出 され 
て いる に 過ぎ な い 。 が , いま 対照 卵 の 感染 力 と 被 上 卵 の 
て それ と を 比較 する た め , か り に 同 対照 卵 を 試食 せしめ た 
場合 の 検出 仔 虫 10022 と 見 , これ に 対す る 各 被 
試食 時 の それ の 比率 を みる と , 16 r 被 卵 と あつ 
て は , 感染 力 は 既に 卵 の 6.8 低下 し , の 
それ で は 僅か に 0.8 し か こと れ を 保有 させ ず , 100 万 r 
以上 の 被 蝶 卵 で は , 該 能 力 は 完全 に 失わ れ て いた 。502 
感染 力 喪 失 線 量 は , この 場合 ほ ゞ 5 万 r 内 外 と 推定 され 

また 後 12 週 に お ける 各 被 感染 試験 成績 で 
は , 一 般 に 各 卵 と も る 先 の 成績 と 較べ て 感染 率 低 下 の 傾向 
が み ら れ , 対照 卵 に お いて さえ 若干 の 減少 (4 週末 の 率 
を 100 し て "742%2 に 低下 ) を し めし , 66 万 r 被 に 
し て 既に 完全 に 感染 力 を 喪失 する に 至 つ て いる 。 

b) 卵 信 日 仔 虫 期 

培養 5 日 末 (培養 開始 後 85 日 〉 の 成績 を みる に , 対照 
卵 の 感染 率 は 2 万 っ の 投与 仔 虫 期 卵 に 対し , 検出 仔 虫 数 
約 5700 隻 で 投与 卵 数 の 28 .722 に 相当 し, この 値 は ほ ょ 先 
の 対照 卵 (培養 開始 後 43 日 ) の 場合 の 比率 同等 で ある 
が , か り に 同 対 照 卵 の 感染 力 を 100 と 仮定 する な ら 
ば , 16 万 r 被 虹 卵 に あつ て は 67.9% に , 89 万 + の それ で 
は 42.2% に 低下 し た が , 180 万 + の それ で も 未だ 完 会 に 
は 感染 力 を 喪失 せ ず , 170 万 r に し て 初め て 完全 
に と れ が 喪 失 を みた 。 同 培養 期 に お ける 502% 感 染 力 喪失 
線量 は 約 80 万 r と 推定 され る 。 ・ 
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また 央 射 後 の 培養 12 週 末 (培養 開始 後 114 日 ) に お け 
る 試験 成績 で は , 各 卵 と も その 実際 の 感染 率 は 5 日 末 の 
それ に 比 し て 著しく 低下 を し めし , 対照 卵 に お いて さえ 
89% に 減少 し た 。 総 じ て 12 週 末 の 感染 率 は 各 被 凡 卵 と も 
培養 5 日 末 の それ の 半数 以下 に と くさ まつ て お ぉ おり, 1830 万 
r 被 お いて 完全 に 感染 を みた (第 5 表 第 
8 図 参照 )。 

考 接 

1. 被 虹 卵 内 仔 虫 の 運動 性 と 変性 形態 像 な ら び に , 感 
染 力 の 相互 関係 に つい て 

に 対す る 照射 実験 (X 線 , Ra) に は , その 卵 
材料 と し て , 従来 馬 遇 虫 が 好 ん で 用 いら れ て 来 た (Hol- 
thusen, 192+; Seide, 1925; Zuppinger, 1928) が , こ 
れ ら 馬 虫 の 文 線 に 対す る 抵抗 性 は , 豚 の それ 
( 門 多 , 1957) より は る か に 微弱 で ある よ ょ うぅ う で ある 。 著者 
ら は と れ の 各種 化学 薬剤 や 選 尿 に 対す る 抵抗 性 が 人 瑞 虫 
の それ と ほ 同 一 で ある 豚 (斉藤 , 1957) を 用 
いて 実験 し た の で ある が , 豚 仔 虫 期 Co 照射 
に 対す る 抵抗 性 に つい て は , 前 記 8 項 を その 指標 と し て 
と れ を 観察 し た こと に つい て は 既に 記し た 。 そ の ぅ ち 卵 
毅 内 仔 虫 の 生死 判定 に つい て は , 多少 の 疑 議 * は ある 
が , 目下 の と こと ころ で は 仔 虫 の 運動 性 (温熱 刺 載 に 対す る 
運動 反応 能力 ) を 指標 と し て これ を 判断 する の が 最も 確 
実 で ある と 考え られ る 。 し か し , 温熱 刺 埋 に 対す る 運動 
反応 性 の 観察 は , その 観察 操作 上 , 若干 の 装置 ( 釧 徴 鏡 
保温 装置 の 如き う と 熟練 を 要 し , 了 か 類 雑 に 過ぎ る きら 
い が な いわ け で は な い 。 と の 点 他 の ょ り 簡 易 な 観察 法 に 
ょ る 成績 を 以 て これ に 近似 させ うる な ら ば 甚だ 好都合 で 
ある 。 そ と で 著者 ら は , 変性 形態 像 出現 の 状況 を も つて 
する と こと れ え の 近 似 の 可能 性 を 考慮 し , その 形態 を も 併せ 
観察 し た 。 い ま 両 者 の 関係 を 考察 する に , 両 卵 合 の 仔 虫 
期 卵 と も , 照射 直後 に は 運動 性 保有 仔 虫 期 九 率 と 正常 形 
熊 像 保有 仔 虫 期 卵 率 と の 間 に は , 全く 近似 が みとめ られ 
な い (第 1~ 4 表 ) が , 後 さ ら に その 養 を 行 
うと き は , 培養 日 数 の 経過 に つれ て 両者 は 比較 的 よく 平 
行 関係 を 示す よう に な る 。 と り わ け こ と の 傾向 は 第 8 週 旋 
至 12 週 末 に いた る と 極め て ょ く 合 致し て くる (第 4 図 )。 
か ゝ る 事実 よ りす れ ば , 央 射 後 4 週 以 内 の も の の 生死 状 
* Co" 妥 射 後 の 比較 的 初期 (1~2 週 以内 ) で は , 一 時 
的 な 仔 下 の 運動 停止 (仮死 ) 状態 を も ゃ 死 と 判定 する と と 
に な る か ら (第 1, 2 表 ), 少く と る ゃ 同期 間 内 た に た ぉ いて 
は 実際 の 死 と の 間 に か な り の 隔 り が ある と と が 考え ら 
れる 。 


4 
0 
10 20 3 $50 60 80 80 100 110 120 130 140 1 
~ 
< 
1 
z 
“3 に 
7 


(1958) ] 


昭和 '33 年 2 月 


100 


令 15 日 仔 期 


60 

4 4 

20 20F 


45 


後 8 週末 


卵 信 30 日 仔 虫 期 卵 


100 200 


照射 線量 (X10* r) 一 > 


況 に つい て は , その 運動 性 保有 の 有無 に より と れ を 判定 
する ょ り 方 法 が な いと し て も , 培養 8 週 ~12 週 以後 の も 
の に つい て は , その 運動 性 の か わり に 形態 的 観察 方 法 に 
より と れ を 行い , 未だ 正常 像 を 保有 する も の を 以 て 生 卵 
と し レ し, 変性 像 出現 卵 を 以 て 死 卵 と 判定 し て も 大 過 な し と 
信ずる 。 

し か レー 方 , 感染 予防 の 実際 的 観点 に 立脚 し て その 抵 
抗 性 を 考え る と き は , 該 仔 虫 期 卵 の 人 体感 染 能 力 保 有 の 
有無 (実験 的 に は マウ ス え の 感 染 力 ) が 最大 の 重要 性 を も 
つも の で ある 。 活発 な 運動 性 を 保有 する 仔 虫 期 卵 の 林 く 
が 必 ら ず し も 感染 力 を 具備 する も の で は な いと と も に , 
また 感染 力 の 喪失 は 比較 的 少 線 量 被 眠 に ょ りす で に 甚大 
な 影響 を 蒙 る も の の よう で ある 。 と の よう た な, 同一 仔 虫 
に 対す る 運動 佑 止 と その 感染 力 喪 失 化 に お ける 各所 要 r 
線量 間 に み られ た 大 巾 な 線量 差 に 関し て は , 旋 毛 虫 仔 虫 
に あつ て も ほ さ く 類 似 の 傾向 が みとめ られ て いる (Gould 
et al., 1953; Gomberg et al., 1953)。 

2.。 仔 虫 期 卵 の 卵 合 と も と づく 抵抗 差 な ら び に 仔 虫 期 
卵 と 他 発 育 段 階 九 と の 抵抗 性 の 比較 と つい て 

卵 15 日 仔 期 同 30 日 仔 虫 期 照射 に 対 
する 抵抗 差 は , さき の 成績 こと みる ょ うに , 明らか に 前 者 
に 弱く 後者 に 強大 で ある 。 た と えば 卵 毅 内 仔 虫 の 502% 運 
動 停止 線量 は , 照射 後 の 各 培養 時 期 の も の と も , 卵 令 80 日 
卵 の それ は 15 日 卵 の それ の 約 4 倍 で ご あり, また その 感染 
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力 失 に 要する 線量 は 6 倍 に 相当 する 。 た くし 種 
仔 虫 期 の 抵抗 性 を それ ら の 感染 力 失 度 に よっ て 比 
較 す る 場合 , 同一 被 蝶 卵 に つい て も その 抵抗 性 (運動 力 ) 
が 被 蝶 後 に と に かなり 著しい 変動 を みた 事実 を 考慮 する と , 
感染 能力 と こつ いて も ある 程度 の 変動 が 予想 され , 厳密 に 
は 卵 令 自体 に る と づく 影響 の ほか に 被 過 効 果 に ょ る 変動 
を も 同時 に 考慮 する 必要 が あろ うと 思わ れる 。 

また 仔 虫 期 卵 の 抵抗 性 と 他 の 発育 段階 尋 の それ と の 比 
較 の 場合 に は , すべ て 同一 判定 基準 に より その 強弱 を 断 
ず べ き が 当然 で あり 。 と り わ け そ の 基準 と し て は , 彼 昌 
後に お ける 各 の 感染 力 喪失 化 に 要する Y 線量 を も つて 
する の が 最も 具体 的 , 実際 的 な 意義 を 有 し , か つ 確 実 で 
ある と 考え られ る 。 北 も と の 場合 と こち あつ て も , 感染 試験 
は 各 発 育 段 階 九 の 被 蝶 後に お ける 各 最 大 の 感染 力 を 有 つ 
に いた る 時 期 に お いて 実施 さる べき で ある が , その 時 期 
に つい て は 未だ 確 め られ て いな い 点 が 多い 。 

た が つて , 今回 えら れ た 仔 虫 期 選 の 抵抗 性 と 他 発 育 
段階 九 の それ と の 比較 を その ま > 従来 諸 案 に より えら れ 
た 成績 (浅見 ら , 1955; , 1957; 門 多 , 1957〕 を 以 
て する こと と は 困難 で は ある が , いま か り に 仔 虫 期 以 外 の 
各 発 育 段階 九 の 抵 性 抗 を その 被 蝶 後 2~ 8 週 時 に お ける 
仔 虫 形成 阻止 率 に より , 一 方 仔 虫 期 の それ を その 被 虹 
後に お ける 運動 性 喪失 率 に ょ っ つて 比較 する な ら ば , 抵抗 
性 は 仔 虫 期 卵 に 極め て 大 で あり , 比較 的 大 な る 抵抗 性 
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を 尻 た 単細胞 期 の それ に 比 し て さえ , 上 照射 直後 約 十 数 倍 
( 卵 令 15 日 卵 ) 乃至 50 倍 ( 卵 令 80 日 卵 ) に 達する 。 

し か し 仔 虫 期 及び 単細胞 期 の 両 種 発 育 段 階 卵 の 電離 放 
射線 以外 の 他 の 諸 作 用 に 対す る 抵抗 差 に つい て は , その 
傾向 必ず し も さき の Cos! に ょ る それ と 規 を 一 に し な い 
ょ う で 。 と くに 低温 (山崎 他 , 1954 う ) , 乾燥 (Zatoure- 
nskaya, 1936) 等 に 対す る 抵抗 力 は か えつ て 単細胞 期 卵 
に 大 で ある と いう 。 

要 約 

豚 仔 虫 期 Cos' 照射 に よる 減 お よび その 動 
物体 感染 力 喪失 に 要する 7Y 線量 を 求め る た め , 卵 令 15 日 
及び 30 日 の 2 種 の 仔 虫 期 選 を 用 いて 実験 し た 。 

1. 虫 期 照射 に 対す る 抵抗 性 は , その 
期 卵 すなわち 28°C 養 開始 後 の 経過 日 数 に ょ 
つて か な り 著 レ い 開き が みとめ られ た 。 即 ち , 卵 合 15 日 
卵 ( 虫 形成 直後 ) は 卵 令 80 日 卵 ( 卵 内 仔 虫 の 諸 機 
能 ほ ゞ く 最大 系 近 いと 考え られ る 段階 の も の )〕) に 比 し て , 
その 7 線 に 対す る 抵抗 力 は ょ り 微 旨 で ご あり, 運動 性 , 感 
栄 力 と も 概ね 数 分 の 一 以下 の 線量 で これ を 喪失 し た 。 し 
か し 前 者 に あつ て も , 仔 虫 形成 前 の 他 の いか な る 発育 段 
階 の 卵 に と 比 し て も , その 抵抗 力 は 閉 し く 強 大 で , その 殺 
減 線量 は , 比較 的 高い 抵抗 性 を みた 単細胞 期 卵 の 十 数 倍 
に 達し た 。 

2。 15 日 仔 虫 期 つき , その 卵 虫 の 運動 
完全 停止 (完全 殺 減 と 見 人 芝 す ) 所 要 線 量 は 大 約 下 記 線 量 
又は それ 以上 で あつ た 。 即ち , 照射 直後 : 250 万 +r, 照 
射 後 の 培養 (28C) 1 週末 : 5r0U 万 r, 同 4 : 350 
万 r, 同 8 週末 : 250 万 r, 同 12 週 末 : 100 万 r で あつ 


た 。 ま た 5022 運 動 停止 (502 殺 減 ) 線量 は , 照射 直後 : 


80 万 +r, 照射 後 の 培 養 1 週末 : 200 万 r, 同 4 週末 110 万 
r, 同 8 週末: 30 万 r, 同 12 週 末 15 万 r 内 外 と 推定 され た 。 

8.。 同様 に た し て 卵 令 80 日 仔 虫 期 卵 の 運動 完全 停止 線量 
(完全 殺 減 ) を みる と , 照射 直後 : 560 万 r, 照射 後 の 
培養 5 日 末 : 920 万 +, 同 4 週末 : 920 万 r, 同 8 週末 : 
840 万 r, 同 12 週 末 : 130 万 » で あり , 502 運 動 停止 線 
量 (502% 殺 減 ) は , 照射 直後 : 290 万 +, 照射 後 の 培養 

5 日 末 : 400 万 r, 同 2 週末 : 680 万 r, 同 4 週末 : 
440 万 r, 同 8 週末 : 110 万 r, 同 12 週 末 : 70 万 r 内 外 
と 推定 され た 。_ 

両 種 仔 期 も , その 減 線量 は , 照射 後 の 培 養 日 
数 の 経過 と と も に 一 上 且 増 大 する が , と これ は 被 過 卵 と 一 時 
的 な 運動 性 居 復 現象 が み ら れ た た めで ある 。 

4。 Co 被 仔 虫 期 の 変性 像 出現 率 は , 照射 後 , 
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養 日 数 を 重ね る に し た が つて 潤 次 増加 する が , 培養 8 ~ 
12 週 に 至る と , 残存 正常 像 保有 は 運動 性 保有 率 
に 極め て よく 近似 し て くる 。 

5.。 卵 令 15 日 仔 虫 期 卵 の 動物 体感 染 能 力 は , 対照 非 昭 
射 卵 の 感染 力 が ほ く 最 大 に 達する と 考え られ る 央 射 後 の 
培養 4 週末 (培養 開始 後 43 日 目 に お ぉ ける 感染 試験 の 結 
果 に ょ れ ば , 対照 卵 の 感染 力 を 100 と 仮定 し た 場合 , 
16 万 r で は , 対照 の 6.822, 万 r 被 0.8 
26, 66 万 r 被 虹 卵 で は 既に 0.0422 に 低下 し , 100 万 +r 以 
上 の 被 上 嘱 卵 で は 感染 力 を 完全 に 喪失 し た 。 

6.。 また 照射 時 の 卵 令 80 日 目 の 仔 虫 期 卵 の マウ ス 感 染 


カカ に つい て は , 同じ く 対 照 卵 の 感染 力 が ほ く 最 大 に 達 す 


る と 思わ れる 照射 後 の 培養 5 日 末 (培養 開始 後 85 日 ) の 
感染 試験 成績 で は , 対照 卵 の 感染 力 を 100 と 仮定 する 
と , 16 万 r 被 に て 対照 卵 の 67.9 39 万 r 被 
で は 42.2% に 低下 する が , 100 万 r 被 虹 卵 と て も 未だ 僅 
か な が ら 感 染 力 を 保有 し , 170 万 r 以上 の 照 射 に より 初 
め て こと れ の 完全 喪失 を みとめ た 。 

稿 を 終る た にあたり, Co の 使用 に 御 便宜 を 与え られ た 
国立 東京 第 二 病 院 放射 線 科 山 下 久 雄 博 士 に 深謝 する 。 

(本 研究 の 要 引 は 昭和 32 年 第 17 回 日 本 寄生 虫 学 会 東 
日 本 支部 に い て 発表 し た ) 
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Summary 
Effects of the irradiation with Cobalt-60 on 
ascaris ova in embryonated stages were investigat- 
ed. The doses here applied were between 16Xx 
and 920x10* r. After the irradiation, the 
ova were kept in a incubator (28°C) up to the 
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time of examinations. 

The examinations after the exposure were 
made regarding (1) the complete motility-inhibiting 
dose (the lethal dose) and also (2)the dose of 
complete inhibition of infectivity. 

Complete kill, as determined by the motility 
test, required 250X10‘ r for the embryos at 15th 


day of culture. When the embryos were exam- 
ined 1 week after completion of irradiation, the 
killirg dose increased up to 570x10‘ r and when 
examined 4, 8 and 12 weeks after exposure, the 
doses required were 350Xx10‘ r, 250Xx10‘ r and 
100x10* r respectively. 

The amount of irradiation required to do this 
for the embryos at 30th day of culture was 560 x 10* 
r just after the irradiation. Afterwards the killing 
doses were fluctuated by the time intervals after 
the exposure, showing the most prominent dose 
as 920x10‘ r 2 weeks after exposure. 

To achieve complete damage of infection of 
each embryos to mice, 100Xx10* r (at the younger 
embryo) and 170Xx10* r (at the older one) were 
estimated respectively when the highest activity 
of their control embryos was shown. 

From above results the amounts of irradiation 
required to inhibit the motility or infectivity of 
the embryos at 30th day of culture were some- 
what higher than those of 15th day embryos. 


. 
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検査 法 の 比較 検 対 


飯 島 利 佐々 木 保阪 
医学 研究 所 
(昭和 32 年 6 月 12 日 受領 ) 


言 

近 時 穴 益 に お ける 肝 蜂 症 の 重要 性 が 広く 一 般 に 認識 さ 
れる に 伴い , その 対象 も あら ゆる 角度 か ら 検 討 さ れん て い 
る が , 現今 と の 対策 に お いて 最も 緊急 を 要する は 診断 及 
び 治 療 と され る 。 殊 に 診断 に お いて は , 集団 的 に と 之 が 行 
われ る 傾向 が 強く , と の た め 検 査 法 の 操作 が 簡便 で 上 且 検 
出 率 が 高く 古 も 結果 の 安定 性 の ある 方 法 が 要求 され る 。 

と の 観点 に た ち , 既往 の 検査 法 及 び 所 調 渡 辺 法 に 若干 
の 改新 を 加え た 一 法 と に つき その 検出 率 の 比較 を 行 つ 
た 。 

方 法 

1) 材料 試験 動物 は 山羊 を 用 い , と これ は 山梨 県 東山 
梨 郡 中 牧村 地内 10 頭 , 西 人 代 郡 大 同村 10 頭 , 南巨摩 郡 増 
穂 村 9 頭 計 29 頭 の 生後 1 年 以上 の も の を 買い 上 げ , 現地 
飼育 を 行い 自ら 検体 の 採取 を 行 つ た 。 と これ ら は 総 て 実験 
終了 後 誠 検 し て 肝 蜂 寄生 の 有無 を 検 し た 。 飼 育 期間 は 6 
月 より 9 月 4 ヶ月 に 下 た 。 

2) 検査 法 用 いた 検査 法 は 次 の と お ぉ おり で ある 。 

皮 内 反応 東京 臓器 化学 株 式 会 社 の 抗 元 を 用 い , 尾部 
内 面 の 皮 内 に 0.2cc, 判定 は 15 分 後に 行 つ た 。 

塗 抹 6 枚 法 24 メ X24mm 6 枚 抹 

砕 酸 ソー ダ 法 に 10 倍 量 の 水 を 加え を 10cc の 
沈 管 に と り 毎 分 2000 回 転 で 2 分 間 遠 沈 。 沈 湾 に 比重 1800 
の ソー ダ 液 を 加え て 浮 を 行 つ た 。 

A.M. S. I 法 便 を ビー カー に と り , 水 5 cc を 加え て 
携 , と A.M. * を 加え 更に し ガー ゼ で 
後 毎 分 2000 回 転 2 分 間 沈 。 沈 に A. M. 8S. 液 を 
加え び 遠 。 を 二 度 返し た 後 , 沈 湾 に A.M. 


TOSHIHIKO IIJIMA, TAKASHI SASAKI & YUKIO 
HOSAKA. The evaluation of several technic for 
éxamining Fasciola hepatica ova in feces in com- 
parison with the results of skin test. (Yamanashi 
Prefectural Medical Research Institute) 

* A.M.S. 液 : 1 HCI 45cc 水 55cc, 液 
無水 硫酸 マー ダ 9.6g 十 水 100cc, 第 1, 第 2 液 等 
量 混合 (比重 1.086) 


8S. 液 10cc ト ライ トン NE 8 滴 , ェ エーテル 5 Cc を 加え 毎 
分 2000 回 転 2 分 間 達 沈 検 鏡 し た 。 

予 研 法 便 2 g を 試験 管 (大) に と り , 15% フ オル マ 
リン を 加え て 混和 20 分 間 放 軒 後 ガー ゼ で 濾過 。 毎 分 1500 
回 転 2 分 間 遠 沈 後 検 鏡 。 

渡辺 法 5 g の 便 を 800cc の 水 に 溶解 後 100 メ ッシュ 
の 金網 で 演 過 し 年 ら 500cc の ビー カー に 移し 80 分 放置 。 
上 澄 除去 後 水 を 加え て 再び 三 十 分 放置 之 を 清 浴 に な る 家 
繰返し , 最後 に 底部 50cc を 残し レ 上 潤 を 除去 レビ ー カ ー を 
傾け , 液 面 と ビー カー 底部 の 境界 部 より 2 cc 駒込 ピ ペ ツ 
ト で 沈 湾 を 吸 上 げ 検 鏡 。 

渡辺 変 法 渡辺 法 の 最後 の 虫 卵 吸 上 げ の 段階 に と お いて 
ピ ペ ツ ト を 用 い ず , 沈 湾 50cc を 携 拝 し 征 ら 15cc 遠 沈 管 に 
分 注 し , 15 分 間 放 置 後 そ の 最 底 部 1 cc を ピペット で 吸い 
取り 検査 する よう に し た 。 

次 に 検査 回 数 で ある が , 29 頭 の 試験 動物 山羊 に つき , 
待 酸 ソ ツー ダ 法 に あぁ つて は 各 頭 2 回 宛 計 58 回 , 波 辺 変 法 に 
あつ て は 各 頭 8 回 宛 計 87 回 , その 他 の 検査 法 で は 各 頭 5 
回 宛 計 148 回 の 検査 を 実施 し た 。 


成 

皮 内 反応 は 実験 山羊 29 頭 に つき 各 頭 4 回 計 116 回 の 試 
験 を 行 つ た と と ろ 反 応 は 例外 な く 陽 性 で あつ た 。 

虫 卵 検査 成績 は 第 1 表 に 示す と お り , 砕 酸 ソ ワー ダ 浮 注 
法 の 検出 率 最 も 悪く 58 回 の 検査 に お いて 陽性 2 回 (陽性 
率 平 均 8.82) う で あつ た 。 次 いで 疹 抹 6 枚 法 は 145 回 中 陽 
性 87 回 ( 21.882), A.M. 8S. I 法 145 回 中 87 回 C 25.52 
2%) , 予 研 法 145 回 中 58 回 ( 86.552%) と な り , 検出 率 
高き は 渡辺 法 145 回 中 62 回 42.762%) 及び 渡辺 変 法 87 
回 中 40 回 ( 45.9822) の 成績 を 得 た 。 

等 実験 動物 は 所 期 の 検査 を 実施 後 総 て し て 肝 
皮 寄 生 の 有無 並 に その 数 を 検 し た と と ろ 29 頭 中 14 頭 ( 寄 
生 率 48.82%%) の 寄生 が 認め られ た 。 湖 検 結果 の 肝 蜂 陽性 
山羊 に 対す る 貝 卵 検出 率 は 第 2 表 に 示す ょ うに 塗 抹 6 枚 
法 70 回 中 81 回 陽性 (検出 率 44.2922) , ソー ダ 法 28 
回 中 2 回 8.88382), A.M. 8. I 法 70 回 中 53 回 C 75.71 
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2), 渡辺 法 70 回 中 63 回 ( 88.57 %), 波 辺 変 法 42 回 中 
40 回 95.282%) で あぁ つた 。 

以上 を 検出 率 の 高低 に 従い 排列 する と , 和 酸 ツー ダ 法 
< 抹 6 枚 法 く A. M. 8. 予 研 法 く 渡辺 法寺 渡辺 
変 法 と な り , 之 を 図示 すれ ば 第 1 図 の 如く で ある 。 


考察 及び 結論 
1. 小野 氏 (1952) に れ 868 頭 の と に つき 検 直 
表 各種 検査 法 に ょ る 山羊 肝 成績 


虫 検 陽 検 陽 検 陽 検 陽 検 陽 - 検 陽 
番 性 査 性 査 性 査 性 査 査 性 

号 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 
5 
6 
9 
4 
計 145 31 58 2 145 37 145 53 145 62 87 40 
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前 に 皮 内 反応 を 実施 し , 誠 検 結果 と 対比 し た と と ろ , 被 
感染 牛 。 118 頭 の 反応 は 陽性 112 頭 , 疑 陽性 6 頭 , 陰性 1 
頭 , 又 非 感染 和牛 241 頭 の 反応 は 陽性 1 頭 で 他 は 全部 陰性 
で あつ て こと の 適 中 率 は 95 で あつ た と 報告 され て いる 。 
と れ に 依 れ ば 肝 診 断 に は 極め て 有効 の 如く で ある が , 
本 実験 に お いて は 実験 動物 が 山羊 と いう 違い が ある が 29 
頭 各 4 回 の 試験 の 総 て が 陽性 で あつ た の に 誠 検 結果 は と 
の 中 14 頭 (48.82) の 寄生 し か 認め らち られ な か つた 。 肺 臓 
ヂ ス トマ , 日 本 住 血 吸 虫 等 に つい て る も 皮 内 反応 が 用 いら 
れ て いる が , と これ は 適 中 を 期待 そ すず, あく まで 単に スク 

リー= ン グ の 一 法 と し て の み 実 用 価値 が あり , 肝 皿 の 場 
合 で も , 之 を 凡 て の 家 率 に 対し て の 直接 診断 に 用 いる の 
は 早計 で は な いか と 思考 され る 。 更 に 著者 等 の 全 例 陽性 
と な つた 点 か ら 考 えて も , スク リー= ン グ の 目的 と し て 
用 いる 事 も 疑問 ご あぁ ある が , 此 の 点 に 関し て は 更に 将来 の 
研究 と まち た い 。 

2. 次 に 卵 検査 法 に つい て は , 6 枚 法 , ソー 
タダ 法 は , その 検出 率 極 め て 低く 上 且 両者 共 爽 雑 物 も 著しく 
多く , 家畜 肝 の 検査 法 と し て は 不適 で ある 。A.M. 8. 
法 , 予 研 法 等 も 適合 性 は 小さ い 。 と これ は 大 型 虫 卵 を が 
ー ゼ で 演 過 する と いう と と に 難点 が あり 検出 率 低 下 の 原 
因 と な つて いる の で は な い だ ろ うか 。 渡辺 法 及 び 同 変 法 
は 肝 の 検出 に よく 適合 し た 検査 法 で ある 。 又 少数 寄生 
の 場合 の 検出 率 も 高く , 表示 され る と お り ( 第 1 表 参 照 ) 
寄生 虫 体 数 1 匹 の 場合 で も 虫 卵 が 検出 され て お り , 貝 体 
下 上 の 場合 は その 検出 は 100% で あつ た 。 

叉 渡辺 法 及 び 渡 辺 変 法 を 比較 する に , 操作 は 前 者 に お 
いて 生 簡 便 で ある が , 最後 の 段階 で ビー カー 硝子 面 と 沈 


第 2 表 陽性 山羊 の 各種 検査 法 の 
肝 検出 率 


陽性 
検査 法 山羊 の 陽性 回 数 検 出 密 
検査 回 数 


抹 6 枚 法 70 31 44.29(30.22-~58.95) 
ダ 法 28 2 8.33 (0.06~26.35) 

A.M.S. 法 70 37 52.85(37.43~66.62) 
法 42 40 95.23(81.42~99.65) 


信頼 限 98 


湾 境界 面 より 卵 上 げ の 技術 的 不 が 検査 結果 を 
著しく 左右 する 。 渡辺 変 法 に お いて は と れ を 改め て 技術 
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第 1 図 各種 検査 法 の 肝 素 卵 検出 率 の 比較 
(信頼 限 98 ) 


的 な 影響 を な くす よう に し た 。 又 本 実験 に お いて 両者 の 
検出 率 に 有意 差 は 認め られ な い が 渡 辺 法 70 回 中 62 回 ( 検 
出 率 88.572%) に 対し て 渡辺 変 法 42 回 中 89 回 (検出 率 9 
2.862) が 検出 され ,。 これ ら の 例 に お いて は 湾 辺 変 法 は 
生 優 位 に ある や うた な 傾向 を 示し た 。 

要 約 

1. 肝 診断 に つき 山羊 に と お いて 内 反応 , 6 枚 
法 , A.M. S. T 法 , 予 研 法 , 犬 酸 ノ ソー ダ 法 , 渡辺 法 , 渡 
辺 変 法 の 検出 率 の 比較 試験 を 行 つ た 。 

2。 こと の 検出 率 は 誠 検 と より 決定 し た 。 

8.。 皮 内 反応 は すべ て 陽性 で あぁ つた が , 誠 検 結果 は 29 
頭 中 14 頭 の 寄生 に 止ま り , 現在 大 生 の 有無 の 判定 に は 信 
が 認め られ な い 。 

4. 湾 辺 法 , 渡辺 変 法 の み が 検 査 法 と し て すぐ れ て い 
る 

5. 此 の 例 に お いて は 渡辺 変 法 は 渡辺 法 に 比 し 検出 率 
に お いて や ゝ 高い 傾向 を 示し た が , 両者 の 検出 率 の 間 に 
は 有意 差 は な い 。 

6. 又 渡 辺 法 は 操作 簡便 な る も 技術 的 熟 不 熟 の 影響 が 
大 きい の に 対し 渡辺 変 法 は この 影響 が な い 。 


本 論 校 と 有益 な 御 批判 を 賜 つ た 国立 予防 研 
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完 所 小宮 義孝 博士 , 静岡 大 学 伊藤 二郎 博士 に 厚く 御礼 申 
じ よ 上 

本 論 要 は 1954 年 第 23 回 日 本 寄生 学会 に い 
て 発表 し た 。 
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Summary 


For the diagnosis of Fasciola hepatica the feces 
of twenty sheeps infected with the worm were 
examined with various technics and along with 
them the skin test was also applied to these 
animals. 

The results of following technics for recovering 
eggs were compared with that of introcutaneous 
reaction (skin test) : smear technic with six spe- 
cimens of cover glass, floatation technic with sod- 
ium silicic acid, A.M. S. III. technic, N.I.H. (Nat- 
ional Institute of Health) technic, Watanabe'’s te- 
chnic, and modified Watanabe's technic. 

The results of above technics were compared 
ultimatly with those of outpsy. 

In all cases skin tests were proved to be pos- 
itive. 
The percentage for ova with technics mention- 
ed above were as follows : floatation technic with 
sodium silicic acid 8.33 %& (0.06 - 26.35 %), smear 
technic 44.29 % (39.22 - 58.25 %), A.M.S. III. tech- 
nic 52.85 %(37.43 - 66.62 N.I.H. technic 75.71 
(61.67 - 86.57% ), Watanabe's technic 88.57 %(76.62 - 
95.72 and modified Watanabe'’s technic 95.23 
(81.42.- 99.65 %). 

Both Watanabe's technic and its modified one 
were proved to show the highest reliability. 

On evaluating both technics the latter is rather 
simple although it require some experiences, while 
the results of the latter showed less fluctuation 
on the same material. 
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肺 吸虫 (Paragonimus westermani) の 体外 育 


(II) (excysted metacercariae) の in vitro 
に な ける 発育 状況 


宗 * 


千葉 大 学 医学 部 寄生 学 教 


木 畑 美 知 江 


国立 公衆 衛生 院 微生物 学部 寄生 
(昭和 32 年 6 月 13 日 受領 ) 


まえ が き 
著者 等 は 第 1 報 (1955) に お いて , 人 工 的 に 脱 雪 さ せ 
た 肺 吸虫 スタ セル カリ ア の mtro で の 飼育 法 及 び 各 
種 medium 中 で の 生存 期間 を の 他 に つい て 報告 し た 。 
本 息 に お いて は , 上 記 実 験 中 , 203 日 間 と 云う 長期 間 に 
下 つ て 生存 そし め た 幼虫 を 固定 染色 後 そ の 内 部 臓器 の 分 
化 発育 状況 を 観察 し た の で 報告 する 。 


実験 方 法 


脱 : 

モク ツガ iocheir japomicus より 分 離し た 吸虫 
の メタ セル カリ ア (Paragonimus westermami) を ペニー ニシ 
リン て 100 glcc) 及び スト レプ トマ イシン 100 
合 有 Tyrode 液 で 数 回 洗 浴 後 , 約 20 ヶ 宛 内 経 8 mm, 高 
き 100mm の 小 試験 管 に 3 cc の Tyrode 液 (PH 8.0) 
と 共に 入れ 綿 栓 を し , 89~40°C の 恒温 水槽 に 10~12 時 間 
放置 し て お く と , その 80 以 上 が 脱 夫 し 活発 に 運動 し て 
いる 。 

Medium : 

猫 の 血清 を 前 述 の 如く ペ = シ リン 及び スト レプ トマ イ 
シン Tyrode 液 (PH 7. で 2 倍 に し た 。 

* MUNEO YOKOGAWA, ** TOMOO OSHIMA & 
MICHIE KIHATA: Studies to maintain excysted 
metacercariae of Paragonimus westermani m vitro 
II. Development of the excysted metacercariae 
maintained mm vitro at 37°C. for 203 days. (* De- 
partment of Parasitology, School of Medicine, 
Chiba University, Chiba, ** Divison of Parasi- 
tology, Institute of Public Health, Tokyo, Japan) 


血球 浮遊 液 

猫 の 拘 縁 酸 加 血液 1 cc を 生理 食塩 水 で 8 回 洗 浴 し た 
後 , その 沈 湾 に , 1cc の Tyrode 液 を 加え て 血球 浮遊 
液 と し , medium 1cc に 対し 血球 浮遊 液 を 1 滴 で Gliacc) 
宛 加 えた 。 

飼育 法 : 

最初 の 3 週間 は 内 径 8 mm 高 さ 100mm 小 試 験 管 に 2 
cc の 上 記 medium と 共 5 宛 脱 虫 を 入れ , 密栓 
を し の 器 に 入れ , 4 日 乃至 5 日 お き に medium 
を 交換 し た 。 交 換 に 共 し て は , 貝 体 は 容器 より と り 出 し 
て , Tyrode 液 で 数 回 洗 浴 し た 後 新 し い 容 器 に 移し た 。 
飼育 し て か ら 38 週 以後 に と な る と 幼虫 る か な り 大 きく な る 
の で , 小 試験 管 の 代り に 直径 4cm の カレ ルフ ラス ご を 
用 い , その 中 に 2 匹 宛 の 幼虫 を 3 cc の medium と 共に 
入れ , 前 記 血 球 浮遊 液 を medium 1cc に つき 1 滴 の 割 
で 加え た 。medium の 交換 は , カレ ルフ ラス ご に 入れ て 
か ら は 38 日 お き と し た 。 

固定 及び 染色 : 

飼育 開始 後 208 日 目 の 未 だ 活発 と 運動 し て いる 貝 体 を 
と り 出 し て ,。 スラ イド 上 に の せ , カバ ー グ ラス (18 メ X18 
mm) を の せ て 軽く 圧 平 し な が ら 10 ホ ホルマリン 水 で 固 
定 し た 後 , Delafield’s haematoxylin の 全体 染色 標本 を 
作製 し た 。 

観察 し た 虫 体 は 3 匹 で , 接眼 測 微 計 で 計測 後 Abbe の 
描画 器 を 用 いて 写生 し た 。 

観察 成績 : 

染色 標本 に お ける 各種 主要 臓器 の 計測 値 は 次 の 如く で 
ある 。 
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Table I. Measurements of the three worms which lived up for 203 days mm vitro. 
(fixed with 10 % formalin solution and stained with delafield’s haematoxylin.) 


No. 1 No. 2 No. 3 
Body length 
2.740 mm 3.085 mm 3.950 mm 
Body width 1.123 mm 1.300 mm 1.340 mm 
Oral sucker 0.320 Xx 0.250 mm 0.328 Xx 0.250 mm 0.340 Xx 0.260 mm 
Pharynx 0.220 Xx 0. 165 mm 0.240 Xx 0.170 mm 0.25 Xx 0.182 mm 
Ventral sucker 0.360 Xx 0. 385 mm 0.454 Xx 0.395 mm 0.458 Xx 0.400 mm 
iy 0.150 Xx 0.140 mm 0.160 Xx 0.150 mm 0.165 Xx 0.152 mm 
‘Fastis R. 0.092 Xx 0.080 mm 0.094 Xx 0.082 mm 0.094 Xx 0.083 mm 
0.125 0; 0. «0. 0.014 Xx 0.110 mm 
intestine 0.130— 0.194 mm 0. 112 0.185 mm 7 ik 0.190 mm 


主要 臓器 所 

主要 臓器 に つい て 見 る と , 腸管 は 成虫 に お ける と 同じ 
く の 両側 を ほ 対 称 的 に 走行 し て お り 永吉 
42) の 指摘 し て いる 如く , か な り 著 明 に 8 つの 細 曲 を 示 

し て お る 。 

思 丸 は 体 の 中 央 部 より 後方 において, 背面 に 近く 左右 
の も の 相対 し て 位 し て いる 。 諾 思 丸 は 長径 0.092 mm~ 
0.094 mm, 役 0.080 ~ 0.083mm 右 は 0.092~ 
0.094 mm, 0.0830~0.083 mm を 示し , 左 は 
6 ケ , 右 は 5 ヶ の 指 状 突起 を 示し て お り , 何れ か ら 
も 上 方 に 向 つ て 小 輸 精 管 の 走行 が み ら れ た 。 

卵 : 

体 の 中 央 より 後方 より に , 腹 の 右 後 に 近く 
位 し , 短 規 状 の 6 本 の 突起 ょ りな る の が 認め られ た 。 

: 

体 の 中 央 より 生 々 後方 に 卵巣 と 相対 し て 腹 吸 盤 の 左 後 
経 に 近く 位 し て いる が , 未だ 細い 屈曲 し た 管状 の 器 管 と 
し て 認め られ , 膨大 な 選 状 部 の 形成 及び 卵 の 形成 は 認め 
られ な い 。 然 し その 始 部 が 卵 形 成 腔 に 始ま り 糸 球状 に 款 


口 し て いる の を 追求 出来 た 。 


卵黄 : 
及 その 輸 の 形成 れ な か つ ; 
以上 の 形 びそ この 位置 を 腹面 より 観 究 


た の が 1 で, Fig.8 は 背面 
の 形態 を 拡大 し た も の で ある 


ルカ リア で , Fig. 


係 を 示し た 。 
Photo. 1 , 2 及び 3 は 願 徴 鏡 写真 に より , 卵巣 , 子宮 
び の 形態 を 示し た 。 
考 

人 体 寄 生 虫 の 幼虫 は 成虫 を vitro 
うと する 試み は 既に 多く の 人 達 に よっ つて な され て 
いる が , 未だ 充分 満足 すべ CN 
た 。 特 に 幼虫 期 の も の を vgro で 飼育 し , 著 明 な 発 
育成 長 が み ら れ た と 云う 報告 は な い 。 著 者 等 の 本 実験 に 
お ける 如く , 肺 吸虫 の eit を tro に て 飼育 し 
6 ヶ月 以上 生存 させ 得 , 然 か も 最初 の 大 きき の 10 数 倍 に 
達し 内 部 の 諸 臓 器 と も 著しい , 分 化 発育 が 認め られ た と 
云う こと は 恐らく 最初 の 例 で ある と 考え る 。 然 し その 成 
長 発育 速度 は 生体 内 に お ける それ と 比較 する と か な り 
慢 で ある が , 更に 長期 に 互 つ て 飼育 する と 共に , medium 

内 に 各種 の 栄養 素 そ の 他 を 補給 する こと に ょ り 成 熟 の 状 
態 に 至ら し め 得 る と 考え られ る 。 と に 角 肺 虫 の 
体外 飼育 た に 始め て 成功 し た と と は , 今後 肺 吸虫 の 生理 を 
研究 する 上 に の みな ら ず , 治療 の 面 で も 薬剤 の 効果 を 


mm tro で 試験 する こと が 可能 と な り , 今後 の 研究 に 寄 
与 す る 所 が 大 きい と 考え られ る 。 


1) 肺 被 を , 猫 血清 の Tyrode 
に 猫 血 を 加え た medium 中 で 長期 間 に 
り 飼育 し を し め る が 出来 た 。 
2) 上 記 medium 中 に 203 日 飼育 し た 虫 体 は , 脱 埋 
直後 の 10 数 倍 の 大 き さ に 達し , 固定 染色 標本 に ょ り 内 部 
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Fig. 1 


Fig.2 Excysted metacercaria. 


Fig. 1 Development of the excysted 
Ventral view. 


metacercaria maintained vitro at 
37°C for 203 days. Ventral view. 


ut. ; uterus, ov.; ovarium, t.; testis 
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Development of the excysted me- 
int. ~~-- 
taceraria maintained in vitro at 


37°C for 203 days. (photo. 1—3.) 


VeSe 


ut. ---- 


ovV. 


- — 


a 


Fig. 3 Development’of excysted metacercaria 3 | 
maintained i vitro at 37°C. for 203 days. Photo. 1. Ventral view. (x 700) 
Dorsal view. 
int. ; intestine, v. 8.; ventral sucker, 
ut. ; uterus, ov.; ovarium, g.p.; genital 


pore, 06; o6type, t.; testis, 


Photo. 2. Ovarium and uterus. (Xx 00) Photo. 3. Testis. (x 800) 
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構造 を 観察 し た 結果 , 各種 臓器 は 著しく 分 化 発育 し , 子 
宮 , 卵巣 , 麟 丸 等 は 既に 成虫 に 見 ら れる 形態 学 的 特 微 を 
示し て いた が が, 貝 卵 の 形成 迄 に は 至ら な か つた 。 

8 ) 今後 更に , 長期 に 豆 り 飼育 し て 完全 な 成熟 虫 体 を 
る 事 も 不可 能 で は な いと 考え られ る 。 又 更に 改良 する 
と と に より その 発育 速度 を 宿主 的 の 場合 に 近づけ る 事 も 


可能 と 考え られ る 。 
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永吉 康裕 (1942) : 肺 ボ スト マ Paragonimus westerm- 
am, Kerbert の 構造 た , 台湾 医学 会 , 41 (8) 
1012-1044. 一 3) 横川 定 (1951) : 肺 吸虫 及び 肺 吸 
虫 関す る 最近 の 知見 , 寄生 病 学 IL, 医学 
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Summary 
The method of maintaining the excysted meta- 
cercariae of Paragonimus westermani mm vitro and 
the survival period in cultures were dicussed in 


・ the previous paper. (Yokogawa et a!. 1955). The 


merphological 'studies on the worms have lived 
up for 203 days m vitro were carried out in this 
experiment. Thee worms were fixed with 10% 
formaline solution and stained with Delafiel’s hae- 
matoxylin. The sizes of the internal organs were 
shown in Table 1., and the morphological features 
of the uterus, ovary and testis were shown in 
Fig. 1 and 3. (drawn with the aid of the camera 
lucida). The excysted metacercaria was shown in 
Fig. 2 for the comparison to the culture worm. 
The photographs of the worms were also taken 
as shown in Photo 1,2 and 3. 
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裸足 の と 多 感染 率 に 就 て 


石崎 達 * 久 津 見 晴 


* 安田 * 荻野 郎 * 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
小 野 田 孝 義 “ 


東京 都 町 田 保健 所 
(昭和 32 年 7 月 1 日 受領 ) 


繕 言及 び 文 献 考 察 

経 皮 感染 に 関す る の を 見 る に こ と こえ が せ 」 
ち 畑 で 作業 を し て 起 る 皮膚 炎 と と の 関係 
論じ た 伊地知 (1908) の 報告 を 最初 に , 土屋 及び 宮川 
(1912), 奥田 (1914〉 等 の 動物 が ある 。 

その 後 , 横川 ・ 大 (1925) の 研究 と ょ よっ て ピ ビー= 
れ , 宮川 (1925 う 大体 こ の 説 と 同じ 立場 を と つて いる を 。 

に 横川 等 は この 問題 に つい て 追加 加 報告 (横川 及び 薄 
池 , 1942 : 蒲池 , 1943) を し て いる 


戦後 疫学 的 研 た 地 団 査 等 が 行わ 
れ , その 統計 的 処理 に と にょ つて 感染 経 牙 の 再 検討 が 盛ん に 
行わ れる eo 


小宮 等 (1958) は 埼玉 県 の アメ リカ 多 虫 優 占 地区 モデ 
落 の 反復 集団 に ょ る 全 の 感染 率 低 下 の 
研究 を 行 つ た 際 , 小 中 学 年 令 層 (6 ~15 才 う ) の 感染 率 に 
対す る 成年 層 C21~60 の それ の 比率 が 増大 する 
事 を 認め た 。 と の 経 皮 感染 を 相 
の 感染 危険 の 濃淡 と 両 年 令 層 の 人 の 「 感 染 の 場 | に 立 
る 機会 の 多少 の 組合 せ に よる と 考え た 。 ei 
宮山 (1954) , 鈴木 (1956)〉 に ょ つて 裏書 き さ れ , 更に 
鈴木 等 (1956) に よ つて ツマ ビー= 優 地区 で は 別 な 
係 が 認め られ た 。 

そ と で つい に , 小宮 ・ (1956〉 は アメ リカ 虫 と 
ツン ビニ = 多 虫 で は 現実 の 場面 に お ける 片 染 主 道 で アメ リカ 
は 皮 , ツマ ビ = 虫 は 経口 ) が 異 る こと を 計 的 な 

* TATSUSHI ISHIZAKI, * HARUHIKO KUTSUML, 

* SUMIKO YASUDA, * YOSHIO OGINO & ** TA- 

KAYOSHI ONODA: A survey on the correla- 
tion between the incidence of hookworm infe- 
ction among farmers and their bare foot cust- 
om during the work. (* Department of Parasi- 
tology, National Institute of Health, Tokyo. 
** Machida Health Center, Tokyo.) 


立場 か ら と 推論 する に 到 っ た 。 

田口 (1956) は マビ = 虫 優 地区 で も 畑 が 「 感 染 
の 場 」 に な る と こと を の べ て お り , 同じ ツマ ツ ビ = 多 貝 経 皮 
感染 c 1 > て 水野 (1956), 柳沢 (1957) の 研究 が 


(1956), 柳沢 (1957) 
の 報告 が あり 種々 な 要因 が 検討 され て いる 。 

更に 永井 (1956 う は 性 皮膚 研究 で ツ ビ = , 
アメ リカ 虫 犬 虫 の 三種 に っ き 犬 及び 人 を 行 
い , 疫学 調査 「 こ え か ぶ れ 」 の 実態 を し ら べ て ,. い ず 2 
の 場合 に も 皮膚 人 が 成立 する こと を 詳細 に し ら べ て い 
る 。 

以上 述べ を 様 に # 


て いる の で ある が , 
が 


感染 に て 既に 種々 の 研究 が 出 
と れ に 関連 し て 経 竣 感染 は 主として 
裸足 に な る こと こと が 前 提 で あり , 戦前 の 我国 の 農 屋 は 殆ど 
裸足 で 畑作 業 を し た の に 対し ., 戦後 は 生活 様式 の 変化 に 
より 畑作 業 に 地下 足袋 を 使用 する ゃ の が 散見 され る よう 
の で , 私 達 は 裸足 の 習慣 と アメ リカ 釣 虫 感染 率 


りあ げ て みた 。 


に な 


の 関係 を と 


裸足 の 習慣 と いつ て ぁ 慕 然 と し て いる の ご 仮に 問診 の 


都合 上 次 の 様 に 条件 づけ た 。 即 ち 終 戦前 は と や な いで 専 
ら 終 戦後 の 10 ヶ 年 間 に , 晩 春 か ら 初 夏 の 候 に , 畑作 業 の 
と き は いつ で ぁ も 裸足 か , 地下 足袋 等 の 履物 を 履く か , 両 
者 半々 ぐら いで ある か を 尋ね た 。 そ し て 実際 に 集計 に 当 

て は 殆ど 裸足 に と なら な た な いで 地下 E 袋 を 履く も の を 裸足 


の な いも の と 規定 し 他 を , 裸足 の 習慣 の ある ゃ も 
の と 規定 し た 。 
調査 対象 及び 調査 方 法 
調査 対象 は 次 の 2 地区 の 農民 ご ある 。 こ の 地区 は 殆ど 
メリ カ (Necator americanus) 地区 で 
山形 県 酒田 市 北平 田 : 米 の 単 作 地 帯 で 純 農 結 。 昭 和 
80 年 8 月 に 労働 科学 研究 所 が 農民 の 集団 検診 を 行っ た 


純 ア 


駆虫 され 
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33 年 2 月 (1958)] 


共に 之 に 参加 し て 調査 し レ た 。 対 祭 な 20 却 以上 70 才 未満 の 
農業 に 専ら 従事 する 男性 , 一 家族 か ら 1 人 まれ に 2 人 受 
診 す る ょ うに 計画 され た 。 従 つて 調査 に 当っ て 感染 の 家 
族 集積 性 の 問題 は 一 応 除 外さ れ て いる 。 調 査 人 員 は 男性 
835 名 , 年 令 構成 は 20 才 台 49 名 , 80 才 台 55 名 , 40 才 台 
100 名 , 50 才 台 94 名 , 60 才 台 87 名 ご ある 。 

東京 都 南 多 摩 郡 忠生 村 : 米 。 妻 , 野菜 を 作る 都市 周辺 
農村 の 一 っ で を る 。 同 村民 20 才 以上 60 才 以下 約 100 名 を 
抽出 検査 し た 。 こ の 場合 も 受診 者 の 家族 集積 性 は 少 い 。 
調査 人 員 男 女 合 計 84 名 (統計 の 対象 た り 得 た 人 数 ) , 年 
令 構 成 は 20 才 台 25 名 , 80 才 台 28 名 , 40 才 台 18 名 , 50 才 台 
18 名 て を る 。 両 地区 共に 調査 対象 抽出 が 先 で , 検便 は 後 


次 た 問診 に ょ ょ る 調査 項目 を あ ば ぱる と , 
a. 裸足 の 習慣 の 有無 終戦 袋 10 年 間 に 晩 春 か ら 夏 に 
eos し て 裸足 に と な つた か , 地下 足袋 を 使用 
て 裸足 に な ら な か つた か , 或 は その 両方 が 半々 か , と 
いう よう に 質問 し た 。 判定 は 地下 足袋 を つね に 合用 する 
人 を 裸足 に な ら ぬ 和 群 に 入れ , 他 の 2 者 は 裸足 に な る 群 と 


た 


b. 就農 年 限 農業 に 主として 従事 する よう に な つて 
か ら の 年 ( 。 


c. 検便 使用 し た 検査 法 は 直接 塗 抹 8 枚 法 と 飽和 食 
塩水 浮 洲 法 で ある 。 と これ に よっ つて 釣 虫 寄生 者 と 非 寄生 者 
を 区 別 ! し た 。 


寄生 種 を 鑑別 する 目的 北平 田地 区 ご は 原田 
培養 法 を 用 いた 。 叉 串 生 村 で は 集団 駆虫 法 と し て テト レ 
ン 15 球 頓服 , 硫 マ 20 瓦 服用 法 を 或 者 は 2 回 , 他 は 1 回 施 
行 し て , 排出 を し 体 を し た 。 後 検便 に 
り 早 貝 者 42 名 中 81 名 (7422) が 完全 陰 転 し た とこ と を 知 つ 
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た 。 後述 の 感染 濃度 の 項 に は と の 31 名 の 排出 虫 数 を 分 類 
し 使用 し た 。 
地 区 共に アメ リカ 多 絶対 優 地区 で ある 。 
調査 成績 
a. 裸足 の 習慣 と 釣 虫 悪 染 率 
北平 田 , 忠生 両 地 区 . 共 年 令 別 (10 才 間隔 に 分 類 や や に 
裸足 の 習慣 の 有無 ょ る 虫 染 の 比べ る と 第 1 


表 に 示 し だ だ 


* か か る 場合 に 所 ける 間隔 分 類 は 人 体内 た に た 抄 け る 鋼 虫 
の 生存 期間 を 考慮 に 入れ れ ば , ある い は ゃ つと 乱 
《,。 例え ば 5 歳 間 隔 が 適当 で ある か る も 知れ な い 。 し 
か し 私 た ちの 場合 に 折 い て は 資料 の 例 数 不足 も ある 
の で , と りあ え ず 10 歳 間隔 に 之 を 分 け て みた 。 


北平 田 で は 50 才 以下 (40 才 台 ま きま で) の 人 達 で は 裸足 の 習 
慣 の ある 群 (裸足 十 が 裸足 の 習慣 の な い 和 群 (裸足 一 
群 ) より 感染 率 が 高い 。 こ と これ は 50 才 以下 で は 両 群 間 の 差 
を テス ト で し ら べ て 1 2% 以下 の で 有意 で ある 。 
a 人 達 で は 裸足 十 群 と 裸足 一 群 間 の 差 は 接近 し 


に 小さ く な り 有 意 で な く な つた 。 


\ 学 検定 は 無理 で を る の で 北 
< 円 と 同じ 傾向 る = 外見 上 認 め の る だ け で ある 。 


裸足 十 群 で る 裸足 一 群 と 似 た pt Es 

b. 地域 別 感 染 率 と 裸足 の 習慣 と の 比較 < 北平 田 ) 
調査 の 対象 を 居住 地域 別 (各部 落 ) に 分 類 し て ,。 その 
地域 で の 鋼 虫 感染 率 と 裸足 の 習慣 の ある 人 の 比率 を 比べ 
た の が 第 2 表 で ある 。 

と れ を 見 る と 地域 に より 感染 率 に か な り の 状 が ある 。 
又 裸 足 の 習慣 に 於 て ぁゃ 同 様 に 差 が ある 。 て と で 裸足 の 習 


慣 の 変動 と 感染 率 の 変動 が 密接 な 相関 関係 が ある か どう 


第 1 表 、 裸 足 の 習慣 と 多 虫 感染 率 


山形 県 酒田 市 北平 田 . 

年 齢 20~ 30~ 40~ 50~ 60~ 20~ 30~ 40~ 50~ 

裸 人 数 27 29 52 38 14 9 15 10 16 

銘 虫 ( 二 ) 10 9 16 18 4 4 7 6 13 

感 染 率 38% 31% 31% 48% 29% 45% 47% 60% 81% 

人 数 22 26 48 56 23 16 13 3 2 

麗 鉛 虫 ( 十 ) 3 5 9 17 8 6 4 0 2 
感 14% 19% 19% 31% 35% 38% 31% 


: 北 平田 は 男 み , 中 村 は 男女 合計 


= 
} 
i 
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第 2 表 地域 別 感染 率 と 裸足 率 の 比較 (北平 田 ) 


牧 


中 野 能 寺 


42 


39 27 45 27 


20.5% 11.1% 44.4% 40.7% 


31% 33% 60% 68% 


0 80 

裸足 
第 1 図 地域 別 感 染 率 と 裸足 率 の 相関 関係 
か 相関 係数 検定 法 (増山 , 194 の で し ら べ て 丸 た 。 

横 軸 に 裸足 の 人 の 比率 , 縦 軸 に 対応 する 感染 率 を と つ 
て 作図 する と 第 1 図 の よう に な つた 。 と これ は 相関 係数 Y 
十 0.r62 , n 6 , も 8.637 tC0.05 う =2.r76 。 
に eae<0.05 で こと の 相関 係数 の 有意 性 の 危険 素 は 5 2 以下 
で ある 。 
就農 年 限 と 感染 率 (忠生 村 う 


0 20 30 40 50 60 


Cc. 


裸足 の 習慣 の 有無 が 感染 率 に 影響 を 及 攻 す の で 就農 年 
限 と 感染 率 の 関係 を 純粋 に しら べ る た め に は 裸足 十 群 と 


裸足 一 群 に 分 け て その 各々 に つい て 調べ ね ば な ら な い 。 
と の 点 を 考 軒 し て 横 軸 に 就農 年 限 , 縦 軸 に 感染 率 を と 
っ つて 相関 図 を 作る と 第 2 図 の よう に な つた 。 但 し 集計 は 


(+) 
中 80 
60 


第 2 図 就農 年 限 と 虫 感染 ( 忠 村 ) 


主として 10 年 単位 と し た (40 年 以上 は 20 年 単位 )。 

と の 図 を みる と 裸足 一 群 は 例 数 が 少く て 検定 出来 な い 
が 就農 年 限 と 感染 率 の 間 に 相 関 関 係 が みとめ られ な いよ 
う で ある 。 こ と これ に 反し て 裸足 十 群 は 就農 年 限 が 長い 程 紫 
染 率 が 上 昇 し て いる 。 即 ち 両 者 間 に 和 密接 な 関係 が ある 。 

d. 就農 年 限 と 釣 虫 感染 虫 数 (忠生 和 村 う ) 

上 記 裸 足 の 習慣 の ある 人 達 だ け で 就農 年 限 と 感染 濃度 
即ち 駆虫 に より 排出 され た 貝 数 (て アメ リカ 釣 虫 ) と の 和 宿 
関 図 を 作っ て みる と 第 8 図 の よう に な る 。 横 軸 が 虫 で 


4 0 400 


Necator 


第 3 図 就農 年 限 と 釣 虫 感染 虫 数 (忠生 村 ) 
一 裸足 け 一 
縦 軸 が 就農 年 限 で ある 。 但 し と の 場合 完全 駆虫 者 81 名 だ 
け 対 象 と し , 検便 で 非 陰 転 者 は 除い た 。 

と れ を みる と 実測 点 が 分 散 し て こい る 。 単 純 に 相関 関係 
は 得 ら れ な い 。 そ と で 分 布 を よく みた 上 で 就農 年 限 20 年 
に 境界 線 を 引い て みる 。 次 に 排 虫 数 で は 100 匹 の と とこ とろ 
に 境界 線 を 引い て みる 。 と の よう に する と 就農 20 年 以下 
で は 大 部 分 が 100 匹 以下 (10 : 2) で ある に 反し レ し, 20 年 
以上 で は 100 匹 以下 11 例 に 対し 100 以 上 が 8 例 で 濃厚 感 
染 者 の 出現 が 見 立つ 。 即 ち 就 農 年 限 の 多い 群 に 濃厚 感染 
出現 率 が 高い 。 こ の 差 は 無相 関 検定 法 (佐藤 , 1946) で 
検定 し て 1 以下 の 有意 で ある 。 

: 数 20 匹 の と と ころ の 境界 線 は 直接 抹 8 枚 法 で 
発見 され る 最低 限界 で ある 。 
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和 33 年 2 月 


考 

私 達 の 対象 と し た の は アメ リカ 多 虫 絶対 優 右 地 区 で あ 
る 。 既 出 文献 に よる と アメ リカ 鋼 虫 は 経 皮 感染 が 主 道 で 
ある と 推論 され て いる 。 か か る 地区 で の 裸足 の 習慣 と 感 
楽 率 の 関係 は 一 応 調 査 す る 価値 が ある 。 

この 様 な 観点 か ら 私 達 の 成績 を みる と 10 才 間隔 で 分 類 
し た 各 年 令 階 級 と に 於 て 裸足 十 群 が 裸足 一 群 よ り 高い 感染 
率 を 示し て いる 。 第 1 表 を よく みる と 20 才 台 , 80 才 台 。, 
40 才 台 は 全く 同じ 料 な 感染 率 の 変動 を 記録 し て いる 。 と こと 
れ は 興味 ある 事実 で あつ て , 仮 た 推論 する な ら ば ー つ に 
は こと の 年 代 の 人 達 が 本 格 的 に 農業 を ゃ り 出 し た の は 終戦 
後 で ある (兵役 服務 を に 入れ ね ば ならない) 
診 内 容 と 実態 が 一 致し て 裸足 の 習慣 の 有無 が 判然 と 出 て 
来る し 又 そ の 感染 率 が 同様 な の で は な か ろ うか 。 

と れ に 反し 50 才 以上 の 人 達 は 兵役 に も 服 き ない し 終戦 
前 の 就農 経歴 が 長期 章 に わた る と と が 関係 し て 問診 内 容 
と 実態 が 一 致し な い 。 そ の 他 沢 山 の 要 因 が ある が 年 限 だ 
け で 出 た 差異 で ある の で , この 様 な 関係 が ぶ あ る の で は な 
か ろう か か 。 

し か し 青 壮 年 者 で 上 記 の 差異 を 認め た こと は 一 応 経 皮 
感染 の 内 で 裸足 の 習慣 の 有無 の 果す 役割 が 大 きい こと こと を 
裏書 きす る も の と 思う 。 ; 

地域 別 感 染 率 と 裸足 の 習慣 の 比率 の 間 の 相関 関係 も 高 
い 有 意 差 が ある の で 上 記 の 推論 の 裏書 き と な る も の で あ 
ろう 3。 

就農 年 限 で は 裸足 一 群 で は 例 数 少 い が 感染 率 が 上 昇 し 
な いよ ょ うに みえ , 裸足 十 和 群 ご だ け 明 ら か に 年 限 の 増加 と 
正 比 例 し て 感染 率 が 上 昇 し た 。 こ と これ は 感染 機会 の 増加 が 
考え られ , 叉 別に 未 解 決 の 問題 で ある が 釣 虫 感染 期間 が 
ある 程度 長い と すれ ば 感染 の 昧 積 と も 考え らち られ よう か 。 

就農 年 限 と 感染 濃度 (完全 排 虫 数 ) の 関係 か ふら 得 ら れ 
た 成績 は 矢 張 り 年 限 の 増加 に つれ て 上 感染 機 会 の 増加 , 又 
上 記 の 意味 で 感染 黒 積 が 原因 で は な か ろ うか 。 

要 約 

釣 虫 経 皮 感染 に 最も 関係 の 深い と 思わ れる 裸足 で 畑作 
業 を 行う 習慣 を 中 心 に 感染 率 と の 関係 を 種々 の 角度 か ら 
追求 し た 。 

対象 は アメ リカ 多 貝 絶対 優 占 地区 の 農民 で 山形 県 酒田 
市 北平 田 の 男性 885 名 (20~70 才 う , 東京 都 忠 生 村 男 女 
合計 84 名 (20~60 才 ) で ある 。 

調査 成績 を まとめ て みる と , 50 才 以下 の 人 達 で は 裸足 
十 群 の 感染 率 が 裸足 一 群 の それ ょ り 明 ら か に 高 率 で あつ 
て , 裸足 と な る か 否 か が 感染 率 を 大 きく 左右 する 。 但 し レ 
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50 才 以上 の 人 達 で は この 関係 は 不明 瞭 と な る 。 

50 才 以下 の 人 達 の 統計 で は 別に 分け て し べた 
染 率 と 裸足 の 人 の 比率 は 正 相 関 が あ つて, 裸足 の 人 の 多 
い 程 感染 率 が 上 昇 す る 。 

就農 年 限 と 感染 率 る 裸足 十 群 で は 正 比 例 的 に 上 昇 ず 
る 。 就農 年 限 と 感染 濃度 (完全 排 虫 数 ) も 年 限 の 長い 和 群 
に 濃厚 感 感 者 の 出現 率 が 高く な る こと を 示す 。 


上 記 の 成績 か ら ア メリ カ 多 虫 感 洪 で は 裸足 の 習慣 の 有 


無 が 大 き な 影 響 力 を も つと と を 疫学 的 に 確認 し うる と 忠 
う 。 
稿 を 終る に あたり 御 指 導 を 賜 わ つ た 部 長 小宮 義孝 博士 
に 深謝 する と 共に 研究 機会 を 与え て 下さ つた 労 研 楠 , 大 
島 , 佐野 の 博士 , 忠生 村 佐 藤村 長 以下 衛生 主任 , 衛生 協 
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Summary 

To find the correlation between the incidence 
of hookworm infection among farmers and their 
bare foot custom statistically the following survey 
was undertaken on people in two farm-villages : 
the one village was located in the suburbs of 
Tokyo and the other was in Yamagata-Prefecture. 
The number were 85 of both sexes in Tokyo and 
335 male in Yamagata, their ages being ranged 
between 20 and 70. 
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As a result of the larval cultivation and the 
collection of worms in the feces excreted after 
the anthelmintic treatment(Ethylene tetra-chloride) 
those in two districts were found almost exculsive- 
ly infected with Necator americanus. 

The results thus obtained were as follows: 
a) The objects were divided into 5 classes of age 
of every ten years, and those were moreover 
divided each into two groups according to whether 
they had the bare foot custom or not. 

Thus, the ratio of infection among the age- 
classes of 20 to 50 years were 31-38 % in the bare 
foot custom group and 14-19% in the rest and 
this difference is significant statistically. The ratio 
of infection among the age-classes over 50 years 
were 30-50 % in the bare foot custom group and 
30-35% in the other. This difference was not 
significant statistically. 

b) The infection of peoples in various districts 
were closely connected with the ratio of the bare 
foot custom in those district, and the coefficient 
of correlation r is equal to +0.762 and its signifi- 
cance is warranted statistically. 

c) The ratio of infection in the bare foot group 
was higher in accordance with the increasingly 
longer time of farming : they were divided acco- 
rding to the length of time of farming. 

b) The number of persons harbouring many 
hookworms was larger in the group of farming 
for a longer time than in the group of farming 
for a shorter time. 
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昭和 33 年 2 月 (1958)〕 


血清 を 作用 そし ゅ た Toxoplasma 
虫 体 の 細胞 化学 的 検討 


慶応 義 学 医学 部 学 教 (主任 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 32 年 7 月 3 日 受領 ) 


言 
gondi は 最初 に Nicolle & Manceaux 
(1908) に ょ り 北 阿 Tunis で 軍 歯 類 の 一 種 Ctenodacty- 


lus か ら 発見 され て 以来 , その , 各種 動物 
に 広く 分布 し て いる 事 が 知ら れ 今日 に 至 つて いる 。 
Toxoplasmosis の 診断 は : 証 ょ っ て 確実 
化 さ れる が , その 血清 学 的 診断 に 関し て は 色素 試験 , 補 体 
結合 反応 等 が 広く 利用 され , nia 1948 年 Sabin & Fel- 
dman の 発表 し た Dye-test は 比較 的 簡単 に 実施 され , 
Toxoplasmosis に 相当 高い 特異 性 を 有する と こと ろか ら 
今日 盛ん に 用 いら れ て いる 。 一 部 その 特異 性 に 就 い て 逆 
い を 持つ 人 々 も ある が , Trichomonas, Trypanosomai 
Dye-test を 行 つ た 阿部 (C1956, 1957) は , その 特異 性 を 
強調 し て いる 。 

Dye-test の 最も 重要 な 部 分 を 占 む る 免疫 血清 作用 に 
ょ る 虫 体 の 色素 不 染 性 の 成立 に 関し て は , 未だ , その 本 
態 は 不明 の 点 る 多く 僅か に Bringman & Holz(1958~4) 
が 電子 顕微 鑑 で , Lelong et Desmonts が 位 
差 忠 微 鏡 で 追求 観察 し その 所 見 を 記述 する に 過ぎ な い 。 

私 は Sabin Feldman の 原 法 に て , 体 
度 人 血清 Accessory factor (以下 A. fF. と 略 ) 存在 下 で 
清 を 作用 そし め 種 々 の 細胞 化学 的 検索 ? の 
で 此処 に 報告 する 。 

実験 材料 及び 方 法 

染色 に し 使用 せる 体 は マウ 腹腔 代 接 種 後 8 日 
目 の 有 風水 中 に 合 き れる Rh 株 虫 体 で ある 。 Sabin & Feld- 
man に よれ ば , と この 時 期 に 於 て は 未だ 宿主 の 抗体 産生 

は 発現 せ ず 従 つ て 虫 体 は 免疫 の 作用 を 蒙 っ て いな いと 見 
る 可 き で あつ て , その た め に 特に と の 時 期 の 虫 体 を 選ん 

HIROSHI ARAI: Histochemical studies on Toxo- 

plasma gondii affected by immune serum. (Dep- 

artment of Parasitology, School of Medicine, Keio 

University, Tokyo) 


博 


に こ に わけ で ある 

清 は Cutchins 他 (1956) の formaldehyd-ki- 
lled vaccine の 方 法 に 準じ て Rh 株 で 免疫 さき され た モル モ 
ッ ト の 心 採血 こよ る 血清 を 用 いた 。 即 ち , 数 匹 の 感染 マ 
ウス 腹水 を 生理 的 食塩 水 で 衝 札 採 取 し , その 人 後 , 生理 的 食 
塩水 で 2 回 沈 洗 し , 沈 湾 0.2 formaldehyd- 
生理 的 食塩 水溶 液 を 加え 80.000 X10*/ml の 貝 体 を 合 
様 に 標準 の 血球 計算 盤 で 算定 調整 し , 5 “C 氷 室 中 に 一 週 
間 保 存 後 その 0.2~0.3 ml( 頻 体 数 約 6.000~9.000 x 
10》 を モル モッ ト の 如 部 皮肉 に 接種 し た 。 一 週間 後に 概 
部 に は 痴 皮 形 成 を みる 。 

Cutchins の 実験 と 同様 に 接種 モル モッ ト の Dye-test 
抗体 は 早期 に 現われ 急激 計上 昇 し 4 週 で 少く と も 1 : 64 


6 週 で 多く の 場合 1 : 256 に 達し た 。 すべて pes > 中 
性 感染 を 起 さ な か つた 。 次 後 の 実験 に 際 し て は , 常 


: 64~1 : 256 の 血清 を 使用 し た 。 

抹 標 本 作成 に 用 いた 体 浮 液 は 、Rh 株 虫 
0.2ml の A.f. を 加え , 更に 同 量 の 免疫 血清 を 添加 し 
た も ので, と これ を 87°"C 1 時 間 加 温 後 カバ ー グ ラス に 薄く 
塗 抹 し 未だ 乾燥 ざる 時 に 湿性 固定 し . て 種々 の 楽 色 を 行 

対照 と し て 感染 マウ ス の 腹水 を 87*C 1 時 間 加 温 し 人 疹 抹 


染色 し た 。 そ を の 外 に マウ ス 腹 水中 の 虫 体 を 採取 後 直 ち に 
染色 し た 標本 (腹水 抹 標 本 も 検査 し た 。 
染色 方 法 


DNA は ホル マリ ン 7.0) て 湿性 固定 , 
pH 3.8~4.0 の Sch 氏 こ 24 時 間 浸 潰し た 。RN 
A は pyronin-methylgreen 染色 を 用 い 純 ア ルコ ニー ル で 
固定 し た 。 多 糖類 は ホル マリ ン 緩 衡 液 固定 後 , Hothkiss 
McManus (1948) の 過 湊 度 酸 Sch 立 氏 反 応 を 用 いた 。 
フ オ ス フ ア ター (以下 オス と ) は アル カリ 性 。 
性 共 Gomeri (1949) の 変 法 を 用 い , アセ トン ー ア ルコ 
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ー ル 同 量 液 で 固定 し 基質 と し て グ リセ ソー ダ 
溶液 を 両者 共に 用 いた 。 その 際 常 に アル ヵ リ で は pH 
9.2~9.4 , 酸性 で は pH 4.6~4.8 で ある 様 調整 し 
た 。 銀 染色 は , Romanes(1950) の 方 法 に より Bouin 
氏 液 (飽和 ピク リン 酸 80, 酢酸 5 。 402 ホ ル マ リ ン 15 が 
景 適 】 で 湿性 固定 後 , 702% ア ルコ ー ル 20 分 毎 8 回 通し レ 水 
洗 に 続い て 硝酸 銀 液 を 水 酸 化 アン モニ = ウム 溶液 で pH 
7.8 に 調整 83"C48 時 間 浸漬 し , ハ へ イド ロキ ノン, 塩化 金 
て ハイ の 各 液 を 通し た 。 蛋白 質 の は 


.Mazia (19583) の 昇 永 B-P-B 法 を 用 い , その 際 試 薬 中 


に 室温 で 15 分 間 投 入 後 , 0.52% 本 酸 で 約 8 分 間 脱 色 し 神 
色 の も の が 青 藍 色 を 量 す る に 至っ て 水洗 鏡 検 し た 。 
結果 及び 観察 所 見 

(1) う DNA. 対照 で は な DNA 陽 性 部 分 は 核 の で 。, 
愉 大 不 同 の を 連 ら た 念珠 様 の を 示し レ そ 
の 中 心 部 は 不 梁 性 ご で 明るく 抜け て 見 える (附図 エ の 1 )。 
免疫 血清 標本 (以下 免 血 と 略 〉 で は , 核 の 念珠 様 類 粒 は 
幾 分 大 小 不 規則 で 周囲 と の 境界 は 余り 明瞭 で な く 核 自体 
が 膨大 せる 如く 認め られ 中 心 部 は 不明 瞭 の も の も ある 。 
極 く 少数 の 虫 体 で は 原形 質 に 軽度 の 陽性 反応 が 見 られ 貝 
体 の 周辺 部 , 殊 に 店 端 に , 又は 核 に 接する 部 に 認め られ 
た (附図 1 の 2) 。 原 形質 の ライ ト グ リ ー ン 染色 性 に は 
差 は な か つた 。 

(2) う RNA. 対照 で は RNA 陽 性 部 分 は 核 以外 の 原 
形質 に 現われ る が , 殊 に 核 周囲 , 辺 繧 の 一 部 は 強 陽 性 を 
呈 し レ , 両端 部 は 必 々 反応 は 弱く 一 見 原形 質 は 不平 等 に 見 
え , 核 そ の も の , 即ち Cross の 云う nuclear matrix と 
思わ れる 部 分 が 明らか で ある 。 少 数 の 虫 体 で は 核 の 中 心 
部 に 赤い 小 点 状 の 強 陽性 物質 を 認め る 。 訂 々 阿部 (1955) 
の 記載 せる 如き 横 走 の 陰性 帯状 構造 , 又は 原 形質 を 縦 に 
走る 非 染 性 部 分 が 認め られ た (附図 エ の 8) 。 免 血 で は 
原形 は 対照 程 く 反 応 ず 般 に 弱く 不平 等 で 前 述 の 
構造 物質 の 存在 は 見 られ る 事 は 殆 ん ど な く , 核 の 中 心 間 
の 陽性 物質 る 少 な か つた 。 nuclear matrix と 思わ れる 
部 分 も 上 明瞭 で は な い (附図 エ の 4) 。 

(8) 多糖 類 . 腹水 塗 抹 標 本 で は グリ コー ゲン は 貝 体 
の 鋭 端 部 に ルビ ー 様 に 2~8 ヶ の 粒 と し て 存在 
し , その 他 度々 核 の 周囲 , 虫 体 の 辺 経 に も 認め られ る 
(附図 エ の 5) 。 免 血 と 対照 の 間 と に 大 し た 変化 は 認め ら 
れ な か つた 腹水 標本 より も グリ コー ゲン は 若干 
減少 し て いる 様 に 思わ れ た (附図 エ の 6) 。 

( 4) 酵素 , 特に フォ オス フラ アタ ー ゼ に 就 い て 。 

フォ オス 反応 は 酸性 , アル カリ 性 共に 差 は な か つた が 腹 
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・ 標本 (附図 エ の に 比較 する と 対照 , 血 に 


若干 反応 は 弱い 様 で ある 。 即ち , 反応 は 辛うじて 貝 体 周 
辺 部 に 淡 褐 色 に 判別 出来 る 程度 で 核 の 周囲 に は 見 られ ず 

(附図 エ の 8 う , それ も 必ず し レ ゃ も 全部 の 虫 体 に 見 られ な 
い 。 概 し て 陽性 と 判定 し 難い 不明 瞭 の 事 が 多 か つ た 。 

(5) 鐘 銀 . 対照 と 免 血 の 間 に 差異 は 見 られ ず , 同様 
に 腹水 抹 標本 同 所 見 を た 。 こ の 色 法 ご は 種々 
の 構造 が 観察 され た の で 詳 述 する 。 陽 性 反応 は 濃 紫 乃至 
黒 紫 色 を 量 す る 。 

遊離 虫 体 : 静止 期 と 思わ れる 半月 形 乃 至 体 の 
は 輸 は 明瞭 で 塊 状 と し て 染 し 中 心 部 の 反 
応 は 弱い 。 と こと の 小 体 は 実際 は 核 仁 に 相当 する も ゃ の で あろ 
うぅ 。 そ の 核 仁 の 周辺 部 と は Cross の 云う nuclear ma- 
trix と 思わ れる 比較 的 反応 の 弱い 辺 緑 不正 形 の 購 状 部 
分 が 多く の 虫 体 に 見 られ る (附図 エ の 11a) 。 原 形質 で 
特記 すべ き 所 見 は 鋭 端 極 よ り 虫 栖 の 両 緑 を 縁取 る よう 
に し て 鈍 端 極 に 向い 虫 体 の 約 り : 位 乱 次 第 に 細く な る 境界 
明瞭 な 二条 の 強 陽性 物質 が ある こと と で (附図 1 の 11, H 
の 1b) , 時 に は 半月 状 と し て 観察 され る 事 も ある 。 選 
々 こと の 二条 の 陽性 物質 の 中 心 に 虫 体 の 長 軸 に 沿 つ て 鋭 端 
極 よ り 核 た に 向 つ て 走る 直線 構造 が 見 られ (附図 エ の 11b 
I の 2), その 先端 は 核 と 連なる 様 に 観察 さえ る も の も 
あっ て (附図 の 11 h), 染 せる 時 は 等 の 8 本 の 
線 が フ オ ー ク 状 に 配列 し ., て いる 。 そ の 中 央 の 直線 構造 に 
沿っ て 細い 非 染 性 部 分 が 見 られ る こと が あつ て , その 鋭 
敵 極 部 は 外界 と 解放 さる 如く 認め られ る 事 も あつ た ( 同 
上 PD。 核 よ り 鈍 端 極 に か け て は 概して 無 構造 の 如く で 
ある 。 

分 列 期 乃至 成熟 期 と 思わ れる 球形 た に 近い 虫 体 で は , 
仕 周辺 部 の 晶 状 部 分 は 不明 瞭 で 核 は 巾 を 広げ て 肥大 そる 
様 に 見 られ , 核 と 鋭 端 極 の 間 に は 前 者 より 一 層 複 雑 な る 
構造 が 見 られ た (同上 ec, d e) 。 鋭 端 極 は 丸 味 を 帯び 
て いる た め に 二条 の 辺 縁 陽性 構造 の 岐 点 は 不明 瞭 で 半月 
状 に 認め られ , 一 見 鈍 端 極 の 如き で あり , 体 の 中 軸 に 沿 
つた 直線 構造 も 太く 2 ヶ ケ の 虫 体 の 融合 せる 様 に 見 られ , 
核 は 肥大 せる 様 に 見 え , その 為 端 極 は 一 レ 
て いる (附図 『 の 1b)。 原形 質 に は 静止 期 虫 体 よ りゃ も 。 
溝 の 様 に 見 える 非 染 性 構造 の 観察 され る 事 が 多い (附図 
I の 11d, e)。 2 体 で は 各々 の か ら 1 本 ず 
つ 出 て いる の も 認め あぁ れ た 。 人 分 列 直 前 の 虫 体 で は 核 は 明 
腔 に 2 ヶ で 鋭 端 極 は 縦 分 裂 を 始め て いる の で 上 述 の 黒 染 
の 部 分 は W 字 形 を 示し て いる (附図 『 の 5) う 。 之 は Pul- 
vertaft (1954) が Serum-agar culture の 際 記述 を る 
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も の と 一 致す る 。 

細胞 内 虫 体 : 宿主 細胞 原形 質 に は 空 胞 が 形成 され その 
中 に 虫 体 が 入 つ て いる 。 貝 体 は 初め 円 形 で 中 央 に 刃 味 を 
帯び た 細 陽 性 反応 を 量 す る 核 が ある 。 貝 体 は その 後 す べ 
て 縦 分 裂 し て 2 ヶ の 虫 体 は 平行 し て 並ぶ (附図 『 の 4)。 
その 際 , 鋭 端 と 思わ れる 極 に は 遊離 虫 体 に と 比 し て 弱い 不 
鮮明 の 反応 が 現われ 滴 次 強く な り 遂 と は 遊離 虫 体 と 同 程 
度 の 二条 の 辺 緑 構造 を 発現 する 。 原 形質 は 全く 均等 で 何 
ら の 反応 も 見 られ ず 無 構造 の 様 で ある 。 

寄生 細胞 内 の 容 胞 の 数 は 一 定 す ず 小 さい 細胞 で は 1 ヶ , 
大 き な も の で は 数 ケ 見 られ る 。 各 空 胞 中 の 貝 体 は 同一 細 
胞 内 で は 略 々 同じ 発育 時 期 を 示す 場合 が 多く (附図 の 
8 う 一 ヶ の 胞 中 の は すべ て 2 ある 。 分 は 
Cross (1949) , Pulvertaft (1954) , Chernin (1957) 
の 観察 せる 如く 縦 分 裂 で ある 。 

(6) B-P-B 法 . 蛋白 質 の 存在 は 全て 青 色 に 
反応 し , 高 濃度 部 分 で は 赤 藍 色 を 時 ずる と 云う 。 対照 及 
び 腹 水 疹 抹 標 本 で は 均等 に 反応 する 青 藍 色 の 視野 (血清 
及び 腹水 中 の 蛋白 質 の 反応 に ぽ まる) に , 虫 体 は それ ょ り 僅 
か に 強く 反応 する 。 遊離 虫 体 の 核 は 題 粒 性 塊状 に 強く 現 
われ , 大 部 分 の 貝 体 の nuclear matrix は 電 状 に 弱 反 応 を 
する が medium の 反応 に れ て 不明 上 の こと も も あ 
る 。 原 形質 で は 貝 体 辺 緑 部 及 核 周囲 の 一 部 は 僅か に 反応 
は 強い が 一 般 に 核 よ り 弱 く 一 見 不平 等 に 認め られ , RN 
A, 鐵 銀 で 観察 され た 如き 構造 も 見 られ る が 余り 明らか 
で は な い (附図 『 の 6)。 分 列 期 乃至 成熟 期 虫 体 の 反応 
は 一 般 に 弱い 様 に 思わ れ , 核 と 原形 質 は 同じ 程度 の 反応 
で 核 周囲 晶 状 部 及 種々 の 構造 も 不明 上 須 で 虫 体 は 無 構造 に 
見 える 。 

免 血 で は 原形 質 の 構造 物質 は 明瞭 に 判別 し 難く , 一 様 
に 不平 等 の 反応 と し て 観察 され る が 対 周 よ り も 弱い 様 で 
ある 。 核 も より 弱く 見 える 。 

宿主 細 状 に 強く , 原形 質 は 弱く 不 均等 で 
空 胞 は 白く 非 染 性 で , 核 と 原形 質 の 区 別 の 出来 な い 程 強 
陽性 反応 を 量 す る 貝 体 が 見 られ る 。 人 分 列 後 る 虫 体 は 同じ 
反応 で , 遊離 虫 体 より 反応 は 強い 。 分 列 は 縦 分 裂 に と ょ っ 
て 行わ れ 。 それ に よっ つ て 生じ た 2 個 の 虫 体 は 平行 し て 位 
置 し て いる が , 時 に は 数 個 の 虫 体 が その 一 端 を 集合 を し 
め Rosette を 形成 せる の を 観察 し た (附図 『 の "?) 。 
宿主 細胞 中 の Rosette は Chernin 3 roller tube cul- 
ture に よる 組 内 に 認め て いる 。 

考 接 並び に 総括 
1948 年 に 新しい 免疫 現象 を 報告 そる 際 Sabin & Fel- 
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dman は 生存 虫 体 の 原形 質 は 塩基 性 Methylenblue に 

き な 親 和 力 を 有する が , 抗体 の 作用 を 受け た 虫 体 は 易 熱 
性 抗 ト キソ プラ ズ マ 因子 を 持た な い 人 又は マウ ス の 健康 
血清 中 の Complement-like A.f. の 存在 に ょ り 親 和 力 は 
失わ れ , 原形 質 は 染色 性 を 失う , と 記載 し レ , 人, 動物 , 鳥 は 
感染 する と Cytoplasma-modifining antibody を 現 わ す 
と 云 つ て 居る 。 此 の 現 祭 を 説明 する 場合 こ に は , 虫 体 の 染 
色 性 の 妨げ られ る の は 抗原 抗体 層 が 出来 る た めか , 或 は 
それ 以外 の 作用 機転 に よる か が 問題 で ある と 述べ , 彼 等 
は その 機転 に つい て 特異 抗体 と 著 明 に 結合 し た A. f. が 
虫 体 に 働い た 後に の み 色 素 に 対す る 正常 の 親和 性 を 失う 
程 原形 質 の 構造 上 に 変化 が 起り 染 ま ら ない の で ある と 強 
調 し , そ れ に も 拘ら ず chromatin が 深まる 事 は 虫 体 の 表 
面 に 色素 を 通さ な い 膜 が 出来 る と か 云う 解釈 は うな ず け 
な いと 云 つ て いる 。 そし て 沿 Sabin は , 色素 に 対す る 
虫 体 原形 質 の 親和 性 は 生命 の な る 事 の 指標 に は な ら な い 
が , その 喪失 は 区 の 指標 に な る と し レ , 抗体 の 作用 し た 貝 
体 の 死 を も 暗示 し て いる 。 原 形質 の 構造 上 の 変化 就 い 
て , Bringman & Holz (1953) は 免疫 血清 作用 虫 体 を 
電子 貴 微 鏡 で 観察 し , 原形 質 の 好 塩 基 性 の 消失 に 平行 し レ 
て 或 種 の 物質 の 消失 を 明瞭 に 認め た 。 彼 等 は この 物質 を 
核酸 殊 に RNA で ある と 考え , それ が 分 解 さ れ 且 同時 に 
する も の で ある と し レ し , Cytoplasmic RN A 代謝 の 平 
衡 の づれ る 為 に 好 塩 基 性 が 失わ れる と 推論 し て いる 。 
私 の 実験 で も , 免疫 血清 の 作用 に こ にょ り RNA の 反応 所 見 
に 多少 の 変化 が 見 られ た が , 之 は Bringman & Holz の 
推論 を 裏書 き し で いる ょ うに 見 える 。Lelong et Desm- 
onts (1951) は 位相 差 徴 錯 で 観 , 免疫 血清 作用 
体 は 染色 性 減退 と 一 致し て 不 働 性 と な り , Toxoplasma 
特有 の 悔 折 性 の 消失 と 粗大 束 粒 構造 を 認め て いる 。 柴 谷 
(1956) に よれ ば 細胞 が は 種々 の 形態 学 像 を 示 
し て 崩壊 し , その 際 或 時 は 好 塩 基 性 を 失う ( 核 融解 ) が , 
は 核酸 の 消失 に よる も の に いな いと , 又 時 は 好 
塩基 性 の 強い か た まり に な る ( が は 非 ヒ ス 
トン 型 側 白 の 分 解 と 関係 し こい る と 仮定 出来 る か も 知れ 
な いと 云 つ て いる 。 我々 が 色素 試験 を 行う 場合 虫 体 原形 
質 が 抗体 作用 を 受け な い 時 は 好 塩 基 性 で あり , 受け る と 
好 塩 基 性 を 失 つ て し まう 事 は 衆 知 の 事実 で ある 。 私 の 度 
め た 原形 質 の RNA の 不平 等 の 弱い 反応 は Bringman & 
Holz の 観察 し た RNA 代謝 異 常 と よる RNA の 分 解 深 
出 に 起因 する も の と 思わ れ , この と と は 徹 体 作用 の 結果 
と 推測 され る 。 叉 , 色素 試験 の 共 , 抗体 作用 虫 体 の 核 は 
諾 々 形 が 不正 に な り chromatin は 色素 に 強く 染まる が 
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作用 を 受け な い 核 は 円 形 で 不 染 性 で ある 。 と れ は 柴 谷 の 述 せ る 鋭 端 極 に 形成 され る Fibrinnetz の 部 分 に 相当 レ 
云う 核 濃縮 餅 と 思わ れ , Lelong et Desmonts る 位相 差 て いる 。 Romanes (1950) は 神経 組織 を 染色 し て 神経 線 

で の 薄 化し た 核 の を 見 て いる 。 に その 時 びに 核 に 陽性 反応 を 認め , , 馬場 (1956) は Tz- 

に 合 まれ る 核 側 白 は 分 解 さ れ 同 時 に 虫 体 原形 質 中 に 一 部 chomonas vaginalis に 用 いて 凌 毛 に 特有 の 反応 を 見 て い 

溶出 し て 。 それ が Feulgen 陽性 を 呈す る も の で あろ うぅ る が , Toxoplasma で は 多分 Fibrinnetz が 反応 し て 中 

と 思わ れる 。 部 は 薄く 両辺 は 重 時 て 愉 強い 反応 と し て 観察 

Bringman & Holz は 之 等 の 所 見 を その 他 の 因子 即ち され る の で は な いか と 相 像 も され る 。 又 , Bringman & 

抗生 物質 を 作用 せしめ た 共に ゃ 観察 し て 免疫 血清 の 作用 Holz は Fibrinnetz に 囲ま れ た 鋭 端 極 に Zellmund 並 

機 記 に 対し て 特 畠 的 ご な いと 述べ , Lelong et Des- びに festsaugen する 器 官 の 存在 を 暗示 し た が , 前 述 せ 

i monts も 加 温 と ょ っ つて 生ずる か も 知れ な い レ 或 は 防 褒 る 如く 屋 々 外界 と 交通 さる 如き 非 染 性 部 分 の 存在 は 之 を 
剤 の 添加 で も 生ずる で あろ うと 述べ て いる 。 私 の 実験 で 。 裏付け る も の か も 知れ な い 。 叉 Cross の Axostyle に 
i は 87C 1 時 間 の 加 温 で ある か ら RNA 代 謝 異 常 が 加 温 に 似 て 命名 し た .Cytostyle に 一 致す る 陽性 物質 が 特に 分 
ょ よる も の で な いこ と と は 確実 で を る 。 列 期 虫 体 に 多く 縦 に 走 つ て 見 られ た が , Cross の 云う 縮 
寄生 原虫 類 に 於 ける 多 精 類 の 存在 意義 は 早く か ら 比 較 毛 は 認め 得 な か つた 。 その 他 に 遊離 虫 体 ご は 阿部 の 鉄 ヘ 
的 よく 解明 され , その グリ コー ゲン は 貝 体 の ェ ネ ルギー マト キシ リン 標本 の 如く 種々 の 構造 物質 を 見 た が 特に 分 
源 と な る 事 が 知ら ん て いる 。 又 , フ オ ス の 存在 に 関し て 殊 期 虫 体 と 思わ れる 卵 円 形 の 大 形 の も の に 多く 見 られ 
る 先 に Amoeba に , 近年 Trichomonas( 野 村 ,195 の , た 。 之 等 の 構造 物質 は 風水 塗 抹 生鮮 標本 で る 詳細 に 観察 
Toxoplasma( 阿 部 。 1955) に 於 て 報告 され て いる 。 私 の すれ ば 一 部 相当 する も の が 性 々 認め られ る 。 宿 主 細 了 胞 内 
実験 で は 対照 群 と 免疫 血清 作用 群 と の 間 に グ リコ ー ゲ ン 虫 体 は 細胞 に 侵入 直後 は Cross の 観察 の 如く 円 形 で 核 
フォ オス 共に 差 は 見 られ ず 僅 か に 風水 葵 抹 標 本 に 比 し 若 王 $ 円 月 で ある 。 貝 体 の 分 列 に 関し こく は 従来 種々 の 説 が あ 
の 反応 減退 を 見 た 。 グ リコ ー ゲ ン の 対 貼 に 於 ける この 泊 り ,。 その 主 な る も の で は Cross (1947) , Pulvertaft 
少 は 87C 1 時 間 保存 こよ ょ っ て, その 間 に グ リコ ュー ゲン が (1954) は 共に 重複 感 梁 及 が 縦 分 烈 を 認め て いる が , 前 

ある 程度 分 解 さ れる 為 と 思わ れる 。 同様 に し て マオ ス 者 は 1 個 の 空 胞 中 の 貝 体 は 反復 分 裂 を し 遂に pseudocy- 
活性 度 の 低下 は , 87“C 1 時 間 保 存 中 に 何等 か の 大 因 に と にょ st を 形成 する と 推論 し , 後者 は 二分 避 後 は それ 以上 の 
り 或 る 程度 破 壌 され た た めで あろ う 3。 電子 貴 微 鏡 で Bri- 新しい 貝 体 を 作ら な い 事 を 観察 し て いる 。 そし て 共に 
ngman Holz の 認め た mitochondoria の 書 酸 増加 Schizogony の 誤り で ある 事 を 指 問 し て いる 。 Schizo- 
る も フォ オス 活 性 低下 に ょ る 書 酸 代謝 異常 の 結果 で あろ う 。 gony に 関し て は SpJlendore (1908, 1909 より 引用 ) 
中 村 (1956) は フォ ス の 細胞 機能 と の 関係 は 今日 未だ 不 が 観察 し 報告 し て いる が , 今日 で は 全く 否定 され て 屋 


上 明 で あり , 細胞 機能 と フ オ ス 反 応 と は 必ず し も ゃ 一 致す る り , 蛋白 質 染色 の 共 見 られ た Rosette を 誤っ つっ て 記載 し た 
と は 限ら な いと 推論 し て いる が , Sabin の 暗示 の 如く に も の で あろ う 。 こ と の Rosette は Chernin & Weller 


死に 値 する 状態 の 免疫 各 清 作用 虫 体 で は 勿論 グリ コー ゲ (1957) る roller tube culture で 見 て いる 。 私 の 観察 
ン の 合成 は 全く 行わ れ 刀 あの と 思わ れ 同 様 に ラフ オス 活性 で は 1 師 の 空 胞 中 に は 常に 2 個 以上 の 貝 体 を 認め る 事 は 
低下 の 招来 も 向 定 し 但 な いで あろ うぅ う 。 野 村 (195 の は x 殆 ん ど 無 か つた が 重 復 感染 像 と し て の 名 数 の 空 胞 が 1 個 
chomonas muris の 分 裂 過 程 に と 於 て フォ オス , 多 和 糖類 , 校 の 宿主 細胞 中 に 共存 する と こと は 常に 見 られ た 。 腹 水中 に 
酸 の 三 物質 は その 消長 に 明らか な 関連 性 を 有する と 云 種々 の 発育 時 期 の 虫 体 の 見 られ る の は 宿主 細胞 が 破裂 レ 
い , それ 等 の 現 わ す 現 象 より 細胞 内 代謝 の 旦 盛 な る 事 を て 種々 の 発育 時 期 の 虫 体 が 腹水 中 に 遊 見 する か ら で あ る 
推論 し て いる が , その 逆 に 私 の 実験 の 如く に フ オ ス 。 グ 事 が 前 述 の 各 像 に て も 充分 理解 され 得る 。 


リコ ー ゲ ン の 減退 加え て RNA, DNA の 代謝 異常 は 側 白 質 染 色 の 為 の 昇 永 B-P-B 法 は , Mazia に ょ より 
0 3 Sabin の 暗示 の 如く に 虫 体 機 能 の 消失 が 考え られ る 。 1953 年 に 検討 報告 され , 破 白 及 そ れ 等 の Peptid に 対し 


鍼 銀 に 於 で 最も 特 有 な る 所 見 は , 既に 阿部 も 報告 し た て 特異 的 に 反応 する と 蓋 われ , 彼 は Amoeba proteus に 
が が, その 一 端 に 現われ る 虫 体 辺 繧 に 沿っ つた 二 線 条 で あ 応用 し て 核 の 蛋白 質 濃度 は 原形 質 の 合 有 する 蛋白 より 多 
り 。 と こと の 反応 は 他 の 如 伺 な る 染色 法 に よっ つ て も 認め られ いこ と を 示す と 云 つ て いる 。 Got5(1956) は 本 法 を 試み て 


な い 。 こ の 反応 物質 は Bringman & Holz (1954) の 記 蛋白 質 染色 に 用 いら れる Aloxan-Schi 法 よ りゃ 優秀 で 


( 64 ) 


| 
3 


昭和 33 年 2 月 (1958)] 


号 
線 
Tri- 


| | 
65 
I 
1 
-~ 
4 
前 
8 
9 
に 
(6 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 1 号 昭和 


附 図 I 


! 
2! 
. 
& 1 
出 に 
原形 
el 
Se 


昭和 33 年 2 月 (1958)〕 


ぁ り , 肝 組織 標本 に 応用 し て 原形 質 , 核 た 中 等 度 の 反応 を 
見 , 示す 赤 色 を す 
る と 述べ て いる の 実験 に て る 核 な 原形 
て 明瞭 に 強 丘 応 す る 事 を 認め た 。 免 血 で 原形 質 に 多 
A 代謝 異常 に 平行 し て 蛋白 合成 の 低下 を 示す ゃ の と 推測 
され る 。 

Toxoplasma gondii に Sabin-Feldman’s Dye-test と 
同様 の 操作 に より A. £. 
疫 抗 体 の 虫 体 に 与え る 影響 に 就 い て 細 抱 化学 的 検索 を 行 

1. RNA に 座 て は 原形 質 の 好 塩 基 性 の 消失 に 平衡 し レ 
て 代謝 異常 が 見 られ , 分 解 深 出せ る 反応 を 星 し た 。 

2. DNA で は Feulgen 陽 が 原形 質 に 々 反 
応 を 量 し て 出現 し た 。 之 も 核 に 合 ま れる 核 蛋白 の 分 解 深 
出 に ょ る 結果 と 思わ れる 。 

3. フォ オス マラ マ ア ター ゼ , グリ コー ゲン で は 対照 と 巻 は 
見 られ な か つた 。 

4. 銭 銀 に ょ り 特 有 な 虫 体 周辺 の 二条 の 強 陽 性 物質 を 
認め た 。 そ の 他 種 々 の 構造 物 質 が 見 られ た 。 対照 , 免 血 
に 巻 は な か つた 。 ; 

5. 虫 体 に 令 白 質 陽性 反応 を 明瞭 に 認め た 。 その 際 原 
形質 中 の 構造 物質 部 分 は 陰性 ざぁ つた 。 選 も 同様 に 差 は 
見 られ な か つた 。 

即ち , 色素 試験 の 共 , 抗体 の 作用 を 受け た Toxoplas- 
ma gondii は 原形 質 RNA の 代謝 異常 を 生じ , その 高 に 
原形 質 の 好 塩 基 性 は 消失 し 塩基 性 メチ レン プラ ウ に 対す 
る 親和 性 を 失う も の と 思わ れる 

稿 を 終る た に 臨み 御 懇 第 な i 
り ま し た 松林 教授 , 北 見 助教 授 に 深 基 な る 謝意 を 表し ま 
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Summary 

An investigation was made into the morphology 
of Toxoplasma gcndii which were treated beforehard 
with immune serum under the preserce of the 
accessory factor according to Sabin-Feldman dye- 
test. RNA reaction in the nucleus became much 
weaker in the serum-treated organisms than in 
the control. 

RNA reaction in untreated organisms was dis- 
tinct in the cytoplasm, especially around the nuc- 
leus and near the surface of the body. Several 
band-like structures were detected in the cyto- 
plasm. A small RNA-positive granule was some- 
times seen amidst the nucleus. In the organism 
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附図 I 
1. DNA, 腹水 標本 及び 対照 
2. .DNA, 免疫 血清 標本 
3. RNA, 族 水 標本 及び 対照 
4. RNA, 免疫 標本 
5. Glykogen, 腹水 標本 
6. 対照 及び 免 
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昇 来 B-P-B 染色 . 腹水 標本 及び 対照 
標本 
11. 銀 色 . 腹水 標本 . 対 免疫 血清 標本 
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treated with immune serum, RNA-reaction was 
much weaker in general and neither the structure 
in the cytoplasm nor the positive granule in the 
nuclues was recognizable. 

No definite differencs was seen in the polysac- 

charide reaction between the test and control 
organisms. The phosphatase reaction was quite 
indistinct both in test and control organisms and 
no difference was seen between them. The silver 
impregnation technique did not reveal any di 拉 
erence in morphology between test and control 
organisms. But, this technique indicated several 
finer structures in the cytoplasm. Three dark 
staining lines run from the smaller pole of the 
body towards the 'center. Two run along each 
margin of the body and the third runs amidst 
the cytoplasm towards the nucleus. Many finer 
structures were seen in the cytoplasm of the 
dividing forms by this techniques. Protein stining 
was also tried. The reaction was, however, weak 
in general. Organisms treated with immune serum 
indicated weaker reaction than the untreated org- 
anisms. 
It was conjectured from these observation that 
Texcplasma gcnaii affected by immune serum be- 
came to have some abnormalities in the RNA.- 
metabolism and this might be one of the reasons 
why the organisems lost their affinity to the alca- 
line methylenblue staining in Sabin-Feldman dye 
test. 


II 

1. . 宿 細胞 後 , 二条 の 陽 性 構造 
を 示す 

2. 染色 , 左 方 中 た Cross の 5 Cytosyle 
を 見 る 

3. . 宿主 胞 内 虫 体 の 衝 相 

Pulvertaft の 列 ょ る W 


字形 の 二 っ = の 貝 体 
6. 昇 B-P-B 法 , 虫 体 質 反 応 
宿 細胞 の Rosette 
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放射 線 の 遇 虫 生態 に 及ば す 影 響 に 関す る 研究 (5) 
Cobalt-60 の 卵 感 能 に 及ぼ す 影 つい て 


多 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 虫 学部 (部 長 森下 教授 ) 
人 (昭和 32 年 7 月 8 日 受領 ) 


言 の に つい て 夫 培養 40 一 
私 は 沈 放射 線 の 発育 に 及 す 影 響 を 観察 報告 目 虫 を 用 い , 予め 2.5%% フ ォ ル マリ ン 液 を 除去 し 常 水 
し め た と つい て 若 マ ウス に 経口 投与 を 試み 数 の 算定 を 行っ つた 後 , 常 水 を 適度 に 添加 て 乳剤 
た 結果 , 虫 少く と ゃ が 感染 能 に い 障害 を 受 し た 液 を 注射 器 ( 針 の 人 端 は マウ ス の 口腔 を 損 ぬ 


け な い 成績 を えた 。 併 し 古 ら 感染 能 の 詳細 を 知る た め に た め 特 に 鈍 に 加工 し て ある )〕 に て 0.1cc 宛 3 回収 引 し 体 
tk は 名 マウ ス に 摂取 させ た 後 , その 体内 に ける 約 10 一 1ggr の マウ ス に 摂取 を しめ た 。 経口 投 た 
る 必要 が ある と れ る 。 今回 は の 検討 は マウ ス 1 頭 に つき 約 ユ ー2 万 個 で ある 。 

a す > Co-50 を 用 いて 以下 の 実験 を 行 つ た 。 貝 卵 摂 取 後 の マ ャ ウス は 夫々 8 一 11 日 目 の 間 に 必殺 2 
at 実験 材料 及び 方 法 : 索 は その 肝臓 , 肺 臓 の 約 半 分 ( 肺 臓 の 場合 は 


し た 卵 4 隻 分 宛 分 温和 , 予め 4 2%7 部 を スラ イド 上 に 鏡 検 し て 数 を 算 え 対照 
nS ソン ソチ ョ RL 照射 感染 剤 と 比較 し た 


ォ ル マリ 加え て を 調製 する 。 単 細 実験 成績 


2 日 目 及 び 38 日 目 う , 早期 系 実 期 (培養 5 日 目 う Bs: | < 試み た 成績 は 第 1 表 に 示し た 様 に な る 。 表 中 A 群 1・ 

(培養 15 日 目 及 び 25 日 月) の も ゃ の を 選択 ! 葬 用 に 供し 2 号 で は 肺 臓 内 幼虫 数 が » 照 に 比べ 数 条 乃 至 十 数 条 少 く 


} 


は 二分 その 部 を し 。 他 の 部 。 現われ た が , B 群 8 号 で は 反対 に 多く 認め られ 叉 


を 射 材 料 と し て 対照 る 。 は 前 者 の 上 


C 号 で は 肝 に 数 条 を 認め た が で は 人 金 く 
除 夫 均 買 な 液 と し た る の を 注射 用 アン プレ な か つた を 。 し 征 ら 一 般 に の 感染 能 が 著しく 
に と すり つた が 射 後 は 小型 シヤ ー レ 
低下 し た 事実 は 認め つた 。 
9.56 フォ ル マ リ ン 液 て 28 一 80C の 
期 及び 2 細胞 (培養 2 日 目 及 び 8 日 目 虫 
培 を 実施 た 。 早期 ( 養 5 日 目 : 第 2 表 に 示 
照 方 法 : 大 学 微生物 病 所 病院 所 有 の ! た マ ウス 12 頭 に つい て 試み た が , 肺 及 び 
の を 用 い , 線量 は 9.600 r に 一 定 し て 一 時 照射 を 試み 中 に 現われ た 数 は * 
液 中 に 現われ た 3 は 対照 べ 何れ 数 条 
及 時間 は 10cm に て 16.5 分 で まる 。 
こと どまり 著しい 示 き な か つた 。 


(培養 15 日 目 及 び 25 日 下 摂取 時 : マウ 
虫 の マウ ス 経 口 与 及び 検査 法 : 照射 上 10 に つい て みた その 成績 を る と 第 8 表 の 様 に 
KAI KADOTA: Studies on the influence of rad- る る 。 群 80 号 で は 効 を 人 く 検出 し な か つ 
iations upon the behaviour of Ascarrs lumbricoides. 認め 25 及び 296 号 で は 肺 
Report. V. Influence of Cobalt-60 upon the infecti- 対照 に 数 条 数 条 多 
vity of their eggs. (Department of Parasitology, 内 が 対照 比べ 十 数 多 く 存 し た 。 併 レ 
Research Institute for Microbial Diseases, Osaka 上 記 同 様 , 感染 は し い 障 害 を 受け た 
University) は 認め つ た 。 
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第 1 表 単細胞 期 (摘出 直後 ) 虫 卵 摂取 時 
同 0 0 
摘 0 3 0 
許 : 摂 取 虫 卵 数 は マウ ス 各 1 頭 た に つい て の 数 を 示す 
Co は Co-60 マウ ス , C は 対照 ( 非 卵 摂取 マウ ) を 示す 
第 2 表 単細胞 期 及 び 2 細 胞 期 ( 境 養 2 日 目 及 び 3 日 目 ) 虫 卵 普 び に 
早期 務 実 期 ( 境 養 5 日 目 ) 虫 卵 摂取 時 
マウ ス 区 分 Co 
摂取 時 の 検索 
後日 数 肺 腹腔 臓 肺 臓 腹腔 
59 10,000 D 同 
15 同 0 0 0 
19 


考 接 
私 は に 豚 を 用 い 文 線 及 び Co-60 7 線 を 夫々 大 
射 の 虫 卵 に つい て マウ ス の 試験 を 試み た 
果 , マッ ゥ ス の 感染 例 は 対照 ( 非 照 射 虫 卵 感染 例 〕 と 比べ て 


差 を 認め な か つた こと と より , 虫 卵 の 少く と も 季 く が 感染 
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能 に 著しい 障害 を 受け な か つた も の と 推測 し た と 。 余 し とこ 
の 場合 は 単に マッ ゥ ウス の 和 肺 臓 内 幼虫 の 検出 有無 を 目標 に し 
た の で 感染 能 の 強弱 に つい て は 詳細 に 検討 し えな か つ 
た 。 今回 の 試み は Co-60 の 高 線量 9,600 r を 選ん で 貝 卵 
に し , 幼虫 の 検索 対象 と し て は 従来 観察 され て 


1 
~ 
| 
| | 


第 3 表 仔 虫 期 ( 境 養 15 日 目 及び 25 日 目 ) 虫 卵 摂取 時 


Co 
摂取 時 の 摂 検索 臓器 
日 15,00 G 
29 
日 


いる 肝臓 , 肺 臓 , 腹腔 洗 浴 液 の 三 者 に つい て 幼虫 数 を 追 
求 し て その 判定 に 供し た 。 上記 線量 は 勿論 虫 卵 の 凡 て の 
発育 時 期 に 於 て 発育 の 障害 を 与え る 充分 な も の と は 認め 
難い 。 私 の 先 報 し た 虫 卵 の 発育 能 に 及ば す 影 響 に 於 て , 
単細胞 期 で は 24,000 r の 場合 で も 全く 隊 害 を 示さ ず , 
仔 虫 期 で は 同 線量 で 僅か 8 を 認め た に 過ぎ ず , 只 早 
期 柔 実 期 に 限り 12,000 r の 場合 7 を 示し た 。 従 つて 
9,600 r は 早期 菜 実 期 の 如き 発育 中 期 に 於 ける 障害 出現 
の 略 限界 線量 と 見 人 芝 さ れる が , 実験 の 都合 上 今回 は 同 線 
量 を 採択 し た 。 
既往 の 放射 線 を し 虫 卵 能 検討 し た 知見 と し レ 
て は 沢田 ・ 大 木 (1924) に ょ る 人 に ラ ヂ ウ ム を 大 量 
照射 し た 成績 が ある 。 双 最近 浅見 ・ 小 林 ・ 氷 藤 (1955 う は 
Co-60 照射 と よる 卵 に 関す る 報告 の 中 で 104.7 
万 ェ ー1.8 万 r の を 行っ つた 後 , 仔 虫 を 形成 し た 
つい て マウ ス 試 食 感 染 試 験 の 結果 , 何れ も 感染 能力 を 
い 。 沢田 ・ 大 木 (1924) は ラ ヂ ウ ム を 大 量 照 射 し た 場合 , 
卵子 は 閉 し く 発育 を 障害 せら れる と 共に 感染 能力 も 又 
比較 的 喜 退 する も の の 様 で ある と 述べ , その 実験 的 根拠 
と し て ラ ウ ム 照 射 卵子 試食 マウ ス 数 頭 に て 肺 び 
肝 臓 に 幼虫 を 数 条 認 め る か 或 は 金 く 認め な か つた に か か 
わら ず , 対照 卵子 試食 マウ ス は 常に 数 十条 の 幼虫 を 検出 
し た 成績 を あげ て いる 。 億 し 征 ら 実験 マウ ス の 頭数 が 極 
め て 少数 の た め , その 個体 差 と ょ る 感染 能 の 動揺 を 考慮 
する 余地 に 芝 し い 難 点 が ある 。 今 回 は これ に 対処 する た 
め 比 較 的 多数 の マウ ス を 用 い 検 対す る こと に し た が 双 一 


(7 ) 


方 虫 卵 の 培養 日 時 に ょ る 感染 能 の 差 及 び 発 育 時 期 と ょ る 
Co-60 感受 性 の 差 を 顧 慮 し , 前 者 に 対し て は 培養 40 一 59 
日 目 の 虫 卵 を 適宜 選択 し 後者 に 対し て は 単細胞 期 の 他 , 
単細胞 期 及 2 細胞 期 , 早期 又 実 期 並 に 仔 虫 期 の 各 期 虫 卵 
に つい て 観察 し た 。 沿 沢田 ・ 大 木 (1924) は マウ ス の 誠 
検 日 時 を 試食 後 48 時 間 後 に 限定 し て いる が , 私 は 遂 日 的 
に 上 避 ぶ の を 適切 と 考え 8 一 11 日 目 の 間 に 実施 し た 。 
結果 , マタ ス の 臓器 中 に 於 る 幼虫 の 検出 数 は 対照 ( 非 
- に 著しい 差 を 認め ず 
例 に 於 て 肝臓 及び 肺 で は 数 条 至 十 数 条 の を 示 
し た に 過ぎ な い 。 即ち 単 細胞 期 虫 卵 の 場合 , A 群 1, 2 
号 で は 肺 臓 内 幼虫 数 が 対 に 比べ 数 条 乃 至 十 数 条 少 く 現 
われ た が , B 群 8 号 で は 反対 に 十 数 条 多 く 認め られ , C 
群 9 号 で は 肝臓 内 に 幼虫 を 認め た の に 対 は 全く 
検出 し な か つた 。 仔 虫 期 虫 場合 群 30 号 で は 肝 
臓 に 幼虫 を 全く 検出 し な か つた が 対 辿 で は 十 数 条 を 認め 
G 群 25 号 及び 26 号 で は 肺 臓 内 幼虫 が 対照 に 比べ 数 条 妃 至 
十 数 条 多 く 存 し た 。 

の 動物 感染 つい て 従 来 講 ょ り 各 種 因 
子 の 影響 が 論じ られ て いる 。 そ の 主要 な も の と し て 有 卵子 
側 で は 仔 虫 形成 後 の 期 間 に よ ょ る 強弱 が あげ られ て お り , 
動物 還 で は 幼 動物 が 強度 の 感染 を 来 す に 反し 老 動物 は 軽 
度 の 感染 を 示す に 賜 ぎ な いこ と と が ある と いわ れ て いる 。 
前 者 に つい て は 今回 条件 を 一 定 に こと り 比 較 し た の で 除外 
レ し うる が , 後者 の 如き 動物 の 老若 乃至 個体 差 と つい て は 
不明 の た めそ の 影響 を 或 る 程度 考 畜 す べき で あろ う 。 実 


] 
- 


験 成績 に 於 て , 照射 虫 卵 摂取 マウ ス の 幼虫 検出 数 は 対照 
に 比べ て 時 折 数 条 乃 至 十 数 条 の 優劣 を 示し た が , その 数 
値 は 比較 的 僅 小 で あり 叉 必ず し ゃ 優劣 の 一 方 に 偏 し た 
の で は な か つた 。 従 っ て その 基 因 は 主 と ヒマ ウス の 個体 療 
に ょ より 惹起 され た 和 揺 に 求め て な いと 考え られ 
る 。 即 ち 実 験 結果 を 総合 し て 判定 する に , 虫 卵 の 感染 能 
は Co-60 照 射 と より 何ら 著 レ い 障 害 を 来 さ な か つた も の 
と 見 館 され る 。 

商 感 染 能 に 関連 し て 検討 すべ き は , 感染 動物 の 体内 に 
検出 され た 幼虫 の 成虫 に 達する 成熟 能 及 び 成 虫 た 発育 レ 
た 場合 その 生殖 能 に 与え る 影響 に つい て の 問題 で あ 
る 。 Trichina に 関す る 研究 に 於 て , Alicata, Burr(1949) 
は richina 感染 白 Co-60 を 12,000 r(1 日 2,000 
r 宛 6 日 間 ) 照射 後 は 未 感 白 に 照射 を 試食 さ 
せ た 場 合 。 さ の 腸管 か ら 回 収 さ れ た 成熟 由 虫 の 60 一 100 
2 は 生殖 不能 を 示し た と 述べ て いる 。 XX Gould, Van 
Dyke, Gomberg (19583) は 260 kV の 文 線 に つい て , 
Gomberg, Gould (1953) は Co-60 に つい て 何れ も Tr- 
ichina 幼虫 に 及ば す 影 響 を 精細 に 検討 し た が , その 判 
定規 準 と し て 幼虫 の 殺 量 , 成虫 の 生殖 不能 線量 , 
虫 よ り 成 虫 へ の 成熟 阻止 線量 の 三種 に 区 分 し て 観察 し て 
いる 。 即ち 文 線 で は i ヵ vgro で 夫々 750.000 r, 8.500 
r, 5,000 r を 示し , Co-60 で は "750,000 r Cm vitro), 
15,000 r, = 白 試食 させ た 場 
合 ) を あげ て いる 。 白 財 は Trichina に 対し 固有 宿主 で 
ある た め 以 上 の 様 な 観察 が 可能 で あつ た 。 併 し 征 ら 豚 遇 
虫 の 場合 マウ ス は その 非 固 有 宿 主 で て ある た め , 感染 幼 
虫 は 成虫 に 達せ ず 体外 に 排出 され る の で その 検討 は 不可 


・ 能 で ある 。 従 つて 今回 の 実験 で は , 固有 宿主 の 際 に 見 らち 


れる 感染 幼虫 が 完全 に 成虫 に 成熟 し 生殖 能力 を 有する か 
香 か に つい て は 解明 し えな か つた 。 

Co-60 を 9,600 r 照射 
後 培養 し , 仔 虫 を 形成 し た に つい て マウ ス の 経口 的 
感染 試験 を 行 つ た 。 

2.… マウス は 88 頭 に つい て 貝 卵 摂取 後 3 一 11 日 目 の 間 
に 害 検 し , 夫々 肝臓 , 肺 臓 , 腹腔 洗 浴 液 中 の 幼虫 数 を 算 
え 対 照 ( 非 照 射 虫 卵 感染 例 〕〉 と 比較 し た が , 何れ の 場合 
こ 於 て る 幼虫 検 風 数 は 両者 の 間 に 著 し い 差 を 認め な か つ 

8. 上 述 の 成績 に 鑑み , 虫 卵 の 感染 能 は 今回 の 如き 
Co-60 照射 に より 何ら 著しい 障害 を 来 さ な か つた も の と 
見 る 。 
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・ 億 マウス は 豚 虫 に レ 非 宿主 で ある 
た め , 今回 の 実験 で は 固有 宿主 の 際 に 見 られ る 感染 幼虫 
が 完全 に 成虫 と 成熟 し 生殖 能力 を 有する か 和 否 か に つい て 
は 解明 し えな か つた 。 


終り に 臨み , 終始 御 指 導 と 御 校 閣 を 賜 わ つ た 恩師 森下 
授 深謝 する と 共に , Co-60 照射 の 御 便 を 与え て 
た 山口 寿 教 授 に し 併 を て 絶え ず の 労 を と ら 
れ た 楠本 五郎 氏 に 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 
本 の 要旨 昭和 32 年 11 月, 本 学 会 本 
本 支部 第 13 回 大 会 に 於 て 発表 し た . 
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Summary 


This paper deals with an experiment performed 
for the purpose to know the influence of Cobalt 
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60 upon the infecting ability of ascaris eggs. The and control animals. 
swine ascaris eggs in various developmental stages Thus the author concludes that the ascaris eggs 
exposed to 9600r of the radiation and cultured so treated as mentioned above received no re- 
until they become fully mature, were given to 33 markable influence insofar as their infecting ability 
mice, and the latter was sacrified in 3 to 11 days to mouse is concerned. However, the mouse is 
to count the number of larvae found in liver, lung, not a suitable host for swine ascaris so that it is 
and washing fluid of body cavity. The result sh- not cleared by this experiment whether or not the 
owed that there is no significant difference between worms thus treated can reach maturity and pro- 
‘the numbers of larvae detected in experimental duce eggs when a suitable host has been applied. 


本 剤 は 定評 ある 純 ア スカ リド ー ル 製 
剤 で 、 良 好 な 忍 容 性 と 、 な 作 
用 を 有 し 、 に 十二指腸 及 び 
の 駆除 に 確実 な 効果 を 発揮 致し ます . 
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病院 並び に 集団 用 包装 500cc 
輸入 元 吉富 製薬 株 式 会 社 大 阪 市 東 区 道修 町 二 販売 元 武田 薬品 工業 株 式 会 社 CAG1) 
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山梨 県 下 の 有 病 地 に お ける 犬 の 
日 本 住 血 吸 虫 の 感染 状況 
飯島 利 導 保阪 幸男 * 佐々 木 孝 秋山 
山梨 県 医学 研究 所 
’ (昭和 32 年 7 月 18 日 受領 ) 


まえ が き 
日 本 住 血 吸 虫 症 の 撲 減 に あ た つ て は , その 保 虫 宿主 た 
る 家 誰 お よび 野 棲 動物 の 存在 を 無視 し て その 対策 の 完 壁 
を 期す る 事 は 出来 な いと 思わ れる 。 現 に 野外 に お ける 宮 


の 本 Cercaria 感染 状況 より 推し て , 家畜 お よび 
野 棲 動物 が 本 症 の 浮 浸 に 果す 役割 は 案外 大 きい と 云う 事 
- を 考え させ られ る 時 が 展 々 ある 。 と れ ら より 家畜 お よび 


野 棲 動物 の 感染 実態 を 把握 する 事 は 撲滅 対策 上 に も ゃ も, 疫 
学 上 に も 重要 な 事 で ある と 考え る 。 私 達 は と ゝ に 野 棲 動 


物 と 殆ど 同様 に 野外 に お いて 本 症 の に する だ ろ 
_ うと 思わ れる 畜 犬 に っ いて , その 日 本 住 血 吸虫 の 感染 状 
況 を 調査 し た の で 報告 する 。 
調査 方 法 
有 病 地 の 各 地域 , 地形 を 代表 する 様 な 28 ヶ 町 村内 に 飼 
中 の 犬 を 無 作 意 的 に 抽出 し 検査 を 行っ た 。 


検査 方 法 は , 大 形 ピ ン セ ッ ト に 脱脂 綿 を 長 さ 約 10 cm 
まき つけ グリ セリ ン を 付け た も の を 犬 の 肛門 内 に 挿入 し 
付着 し て くる 葵 便 及 び 粘 液 , 粘膜 等 を 18X24mm の カバ 
ー グ ラス 6 枚 塗 抹 法 に より , 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 有無 を 鏡 
” 検 し た 。 同 時 に 犬 の 性 別 , 年 令 , 及び 飼育 者 の 申告 に よ 
- 半 る 繋留 し て いる か 否 か を 記録 し た 。 
調査 は , 1954 年 と 1955 年 の 各 春 に 行っ た 。 
調査 町 村 は 次 の 様 で ある 。 て ( 旧 町 村 名 に ょ る ) 
北巨摩 郡 町 , 塩崎 村 , 神山 村 , 村 , 竜 岡村 登 
美 村 。 
中 巨摩 郡 御 影 村 , 昭和 村 , 睦沢 村 , 吉沢 村 , 藤田 村 , 
僅 中 条 村 , 今 諏 訪 村 , 南湖 村 , 稲積 村 , 三 町 村 , 竜 王 村 。 
"TOSHIHIKO IIJIMA, *YUKIO HOSAKA, TAKASHI 
SASAKI & SUMIO AKIYAMA: A survey of 
schistosome infection in dogs in endemic area of 
3 Yamanashi Prefecture. (Yamanashi Prefectural 
| Medical Research Institute.) 
* 現在 所 属国 立 予防 衛生 研究 所 


東 八 代 郡 富士 見 村 , 石和 町 , 八代 村 。 
東山 梨 郡 岡部 村 , 日 川村 。 
西山 郡 甲 運 村 。 
成 
調査 は 462 頭 の 犬 に っ いて 行わ れ , 日 本 住 血 吸 虫 卵 陽 
性 の も の 118 頭 , 25.5 の 感染 率 で あつ た 。 


第 1 表 犬 の 性 別に ょ る 日 本 佳 血 吸虫 感染 状況 


雌雄 別 . 検査 頭数 感染 頭数 感染 率 


277 72 26.0 
雌 185 46 24.9 % 


第 2 表 繋留 の 有無 に ょ る 日 本 住 血 吸 虫 感染 状況 


繋留 の 有無 検査 頭数 頭数 


繋留 し て いる 186 46 24.7 % 
し て いな い 276 72 26.1 


第 3 表 調査 地 の 地 形 別 に よる 犬 の 


日 本 佳 血 吸虫 感染 状況 
地形 別 検査 頭数 感染 頭数 感染 率 
190 62 32.6 % 
南部 平 272 56 20.6 


1) 犬 の 性 別に ょ る 日 本 住 血 吸 虫 感染 状況 : 調査 犬 を 
性 別に より 分 け , その 感染 状況 を みる と , 第 1 表 の 如く 
雄 は 277 頭 中 感染 犬 72 頭 で 2622, 雌 は 185 頭 中 46 頭 の 感 
染 犬 で 24.9% の 感染 率 で あつ た 。 

2) 犬 の 年 令 別に ょ る 日 本 住 血 吸 虫 感染 状況 : 調査 犬 
を 年 信 才 8~4 才 5~6 才 , 才 以 上 の 4 
級 に 分 け 。 その 各々 の 感染 状況 を みる と ; 1~ 2 才 の 犬 
97 頭 中 10 頭 の 感染 犬 で , 感染 率 は 10.822, 8 ~ 4 才 の 犬 
は 166 頭 中 36 頭 の 感染 犬 で , 21.722 の 感染 率 で ご あり, 5 
~ 6 才 の 犬 で は 128 頭 中 48 頭 , 87.5 の 感染 素 で あり , 
7 才 以 上 の 犬 は 61 頭 中 24 頭 で , 39.8322 の 感染 率 で あつ 
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た 。 こ と の 各 感 染 率 を 90% の 信頼 限界 幅 で 表わし た も の が 
第 1 図 で ちる 。 


% 


L 
1~2 5~6 歳 7 以上 


第 1 図 犬 の 年 齢 階級 別に ょ る 日 本 佳 血 吸 忠 
感染 状況 (90 信頼 限 を 示す ) 

8) 犬 の 繋留 の 有無 の 別に よる 日 本 住 血 吸虫 感染 状 
況 : 犬 の 飼育 者 が 申告 し た し て いる と う 犬 と し 
て いな いと いう 犬 と と ヒ つ いて, その 感染 状況 を みる と , 
第 2 表 の 如く , 繋留 し て いる と 云う 犬 186 頭 中 感染 犬 46 
頭 で 24.7 2 の 感染 率 で あり , 繋留 し て いな いと 云う 犬 
は 276 頭 中 感染 犬 72 頭 で 26.1%% の 感染 率 で あつ た 。 

4) 調査 地 の 地 形 別 よ り 家 た 犬 の 日 本 住 血 吸虫 感染 状 
況 : 調査 地 を その 地形 に ょ より, 北部 傾斜 地 と , 南部 平坦 
地 に 分 け , 各地 形 に 属す る 調査 犬 の 感染 状況 を みる と , 
第 8 表 の 如く , 北部 傾斜 地 に 属す る 犬 は 190 頭 で 感染 犬 
62 頭 で あり , 感染 率 は 82.6%%, 南部 平坦 地 に 属す る 犬 は 
272 頭 中 56 頭 が 感染 犬 で 20.5% の 感染 率 で あつ た 。 

5) 調査 地 の 各 地域 別 よ り た 犬 の 日 本 住 血 吸虫 感 
深 状 況 : 調査 地 を 更に 細分 し て , 北東 部 ( 茅 ヶ 岳 山林 地 
帯 , 北西 部 (南ア ルプ 山林 び その 附近 の , 
中 央 部 (荒川 と 多 無 川 の 問 の 地帯 ) , 南東 部 (笛吹 川 流 
域 地 帯 ), 西南 部 ( 川西 の 5 地域 に 分 け , 
各地 帯 に 属す る 犬 の 感染 状況 を みる と , 北東 部 に 属す る 
犬 は 85 頭 中 31 頭 の 感染 犬 で 感染 率 86.522, 北西 部 に 属す 
る 犬 は 105 頭 中 感染 犬 81 頭 で 29.5% の 感染 率 で あり , 中 
央 部 に 属す る 犬 は 79 頭 中 25 頭 の 感染 犬 で , 81.722 の 感染 
率 で あり , 南東 部 に 属す る 犬 は 125 頭 中 14 頭 の 感染 犬 で 
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11.2% の 感染 率 で あり , 西南 部 に 属す る 犬 は 68 頭 中 17 頭 
の 感染 犬 で 25.0%% の 感染 率 で あつ た 。 こ と の 各々 の 感染 率 
を 9022 の 信頼 限界 幅 で 示し た も の が 第 2 図 で あぁ る 。 


% 


第 2 図 域 別 に ょ る 犬 の 日 本 
感染 状況 (90 必 信頼 限界 幅 を 示す ) 


考 察 

と の 調査 で 検査 を 受け た 犬 は 前 記 の 如く , 462 頭 で あ 
り そ の 中 感染 犬 は 118 頭 で 感染 率 は 25.52% で あつ た 。 と 
の 感染 率 は , 日 本 住 血 吸虫 の 感染 率 と し て 低 率 で は な い 
様 で ある 。 

大 越 氏 等 (1951) の 報告 に よる と 山梨 県 下 に お いて 39 
頭 の 犬 に っ こい て 粘膜 診断 法 と 法 の 2 方 法 で 同時 
に 検査 を 行い , 返 且 法 で は 80 頭 の 日 本 住 血 吸 虫 感染 犬 を 
認め 76.926 の 感染 率 で あり , 疹 抹 法 で は 19 頭 の 感染 犬 で 
48.72%% の 感染 率 で あつ た と 云う . 氏 等 の 検査 と に よる 感染 
率 は 我々 の 調査 と よっ つて 得 た 25.52% の 感染 率 よ り は る か 
に 高 率 で ある が , これ は 標本 の 多少 , 即ち 462 頭 と 39 頭 
の 相違 , 或 は その 標本 の 採り 方 , 検査 方 法 , 及び 1951 年 
と 1954~ 5 年 の 時 期 的 な 相違 に ょ りこ と の 様 に 感染 率 に 
が 現われ た も の と 思わ れる 。 

富松 氏 等 (1951) の 報告 に ょ よる と , 佐賀 県 下 に お いて 
野犬 合計 875 頭 に つい て 湖 検 し , 日 本 住 血 吸 虫 の 感染 を 
検査 し た と と こと ろ 第 1 回 22.08 %, 第 2 回 18.25 の 感染 
率 を 得 た と 云う . この 感染 率 と 我々 の 調査 と よっ つて 得 た 
感染 率 は ほ さ 一 致し て いる 様 で ある 。 

岡部 ・ 古 賀 氏 (1952) の 報告 で は , 佐賀 県 下 で 365 頭 
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の 犬 の 映 虫 に つい て 調査 し 10 頭 の 日 本 住 血 吸 虫 感染 犬 を 
認め 2.72 の 感染 率 を 得 た と 報告 し て いる 。 

と れ ら よ ょ より 我々 の 調査 で 得 た 感染 率 は 前 述 の 様 に 低 率 
の 方 で は な い 様 で ある 。 

犬 の 日 本 住 血 吸 虫 の 感染 を 左右 する 条件 と し て は 色々 
の 事 が 考え られ る が , と ゝ で は 成績 の と と ころ で あげ た 様 
な 最も 普通 に 考え られ る 要因 , 即ち 犬 の 性 別 , 犬 の 年 令 , 
繋留 し て いる 犬 か 否 か , 犬 の 飼育 され て いる 場所 の 地形 , 
或 は 地域 の 別 等 に つい て 考察 を に ゝ ろ み た 。 

第 1 に 犬 の 性 別に ょ る 日 本 住 血 吸 虫 の 感染 状況 で ご ある 
が , 雄 の 感染 率 26.022 に 対し 雌 の それ は 24.9% で あり , 
両者 の 聞 に は 有意 の 差 を 認め られ な い 。 即 ち 雌 雄 と も 例 
く 同 じ 様 な 条件 で 本 虫 の 感染 を 受け て いる も の と 考え ら 
れる 。 

第 2 に, 犬 の 年 令 別 に ょ る 日 本 住 血 吸虫 感染 状況 で あ 
る が , 4 つの 年 令 階 級 に お いて , 1 ~ 2 才 犬 の 感染 率 は 
10.82, 8 ~ 4 才 石 の それ は 21.72, 5 ~6 才 犬 の を それ は 
87.526, 7 才 以 上 の それ は 89.82% で あり , 犬 の 年 が 高く 
な る の に 比例 し て その 感染 率 も 高く な る 傾向 を 示し て い 
る 。 と の 年 令 階 級別 の 各々 の 感染 率 は 5 ~6 才 と 7 才 以 
上 の 両者 の 間 を 除い て は ,。 他 の それ は すべ て 2 以下 の 
危険 吉 で 有意 の 差 を 認め た 。 第 1 図 で 示し た 如く , 犬 の 
年 令 と その 感染 率 と は 一 定 の 比率 に 近い 値 を も つて 上 昇 
し て いる 。 年 令 が 高く な る と 過去 に 感染 の 機会 を より 多 
く 持 つた だ ろう と 推定 され る の で , 犬 の 日 本 住 血 吸 虫 の 
感染 は , その 機会 の 多少 と より 支配 され る と 云え る 。 

第 8 に , 犬 の 繋留 の 有無 の 別に ょ る 日 本 住 血 吸虫 感染 
状況 ご ある が , 繋留 され て いる 犬 は その 感染 率 が 24.72%2 
で あり , され て いな い 犬 の それ は 26.12%% で 染 率 
の 間 に は 有意 の 差 を 認め られ な い 。 一 般 に 繋留 する と 日 
本 住 血 吸虫 の 感染 する 機会 は 少 い と 考え らち られ る の で , と 
の 結果 は 意外 で ある が , 犬 の 飼育 者 が 申告 し た 繋留 し て 
いる と 云う の は 昼間 は 繋留 する が 夜間 は 放つ っ と 云う 様 な 
あい まい な も の を 含ん で いる 事 と , 又 実 際 に 犬 を 長期 間 
に わた り 完 全 に 柚 留 する こと は 非常 に 困難 で も ある らし 
い の で , と の 様 な 原因 が この 結果 を 生 ぜ し め た も の と 恩 
われ る 。 

第 4 に , 調査 地 の 地 形 別 より みた 犬 の 日 本 住 血 吸 虫 感 
染 状 況 で ある が , 北部 傾斜 地 に 属す る 犬 の 感染 率 は 82.6 
ので, 南部 平坦 地 の 犬 の それ は 20.52% で あり , と の 両者 の 
感染 率 の 間 に は 0.12% 以 下 の 危 険 吉 で 有意 の 差 が 認め ら 
れる 。 即 ち 北 部 傾斜 地 に 飼育 され て いる 犬 は 南部 平坦 地 
に 飼育 され て いる 犬 よ り 本 虫 に 多く 感染 し て いる 事 に な 
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る 。 こ の 様 な 傾向 は 人 間 及 び 牛 の 本 貝 感染 状況 に 於 て も 
認め られ る の で ご で, 日 本 住 血 吸 虫 の 墓 延 に 地域 地形 的 な 差 
が ある 事 が うか ゞ くわ れる 。 

人 の 感染 状況 は 第 4 表 の 様 に 時 期 的 ずれ は 考慮 し な け 
れ ば な ら な い が そ の 傾向 と し て は ほとん ど 犬 の を それ と 一 
致す る 様 で ある 。 和 牛 の 感 染 状 況 は 第 5 表 の 様 に これ も 時 
期 的 の ずれ は 考慮 し な けれ ば な ら な い が , その 西南 部 に 
属す る も の ゝ 感染 率 が 特異 的 に 高い 事 を 除け ぽ 他 は 傾向 
的 に は 犬 の 感染 状況 と 一 致し て いる 様 で ある 。 

一 般 的 に 日 本 住 血 吸 虫 の 感染 する 場所 等 より 考え れ 
ば , 地形 的 に は 低温 で 水田 , 河川 の 多い 南部 平坦 地 に 属 
する 動物 に その 感染 が 高い も の と 思わ れる が , 事実 は 逆 
に 高 燥 な 地形 の 多い 北部 傾斜 地 に その 感染 が 高い の は 興 
味 あ る 事 で ある 。 


第 4 表 域 別 に よる 人 の 日 本 
感染 状況 (昭和 31 年 ) 


地域 別 検 査 人 員 感染 者 数 感染 
北 東 部 4009 127 3.14 % 
西 部 9053 73 0.80 
中 央 部 7046 493 6.99 % 
南 東 部 9074 28 0.31 & 
西 南 部 9621 94 0.98 & 


(山梨 予防 課 資 料 に よる) 


第 5 表 各地 域 別 に よる 和牛 の 日 本 住 血 吸 虫 
感染 状況 (昭和 26 年 ) 


地域 検査 頭数 頭数 
東 部 208 26 12.50 
西 部 186 17 9.14 
中 255 32 12.55 
南 東 部 439 13 2.96 % 
西 南 部 215 50 23.26 


(山梨 県 者 産 課 資料 に ょ る ) 


第 5 に, 調査 地 を 更に 細分 し た 地域 別 の 犬 の 日 本 住 血 
吸虫 感染 状況 ご ある が , 5 地域 に 細分 され た 各地 に 属す 
る 犬 の 感染 率 を 90% の 信頼 限界 幅 で 示し た 第 2 図 を みれ 
ば , 南東 部 即ち 笛吹 川 流域 地 帯 の 感染 率 は 他 の 4 地域 の 
それ に 比 し 有意 的 に 低い 。 他 の 4 地帯 の 各々 の 感染 率 の 
間 に は 有意 の 差 は 認め られ な い 。 

と の 様 な 傾向 は 各地 に 於 ける 人 間 及 び 牛 の 本 虫 感染 状 
況 に も 認め られ る の で 地域 的 の 差 で あろ うと 考え る 。 

総 括 

1) 山梨 県 下 の 日 本 住 血 吸 虫 症 有 病 地 に お いて 飼育 さる 

れ て いる 犬 462 頭 の 検便 検査 を 行い , その 中 118 頭 25.5 
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% の 日 本 住 血 吸 虫 感染 を 認め た 。 

2) 犬 の 雌雄 別 と その 各々 の 本 虫 感染 率 は 両者 の 間 に こ 
有意 差 を 認め られ な い 。 

3) 犬 の 年 令 階 級別 と , その 各々 の 本 虫 感染 率 は 5 ~ 
6 才 と て 才 以 上 の 両者 の 間 を 除い て は 各階 級 の 感染 率 の 
間 に 有 意 差 を 認め , 年 令 の 高く な る の に 比例 し て 感染 率 
は 高く な る の を 認め た 。 

4) 飼育 者 が 申告 し た 繋留 し て いる と 云う 犬 と , し て 
いな い 犬 の 本 貝 感染 率 は 両者 の 間 に 有 意 差 を 認め られ な 
い 。 

5) 調査 地 を 地形 で 分 けた 北部 傾斜 地 の 犬 は 南部 平坦 
地 の 犬 に 比 し 有意 的 に 本 虫 感染 率 が 高い 事 を 認め た 。 

6) 調査 地 を 更に 細分 し た 5 地域 で は 南東 部 即ち 笛吹 
川 流域 地帯 に 属す る 犬 の 感染 率 が 有意 的 に 低く , 他 の 4 
地域 間 の それ は 有意 の 差 を 認め な か つた 。 


稿 を 終る に の ぞ み , 御 校 闘 を 賜 わ つ た 国立 予防 衛生 研 
完 所 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 壇 士 及び 推計 学 的 考察 等 に つい 
て 御 教 示 を 賜 わ つた 同 部 石崎 達 , 鈴木 了 司 技 
意 を 表し ます 。 

本 論 交 の 一 部 は 第 14 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 表 部 大 
会 で 報告 し た 。 
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Summary 


The authors examined the incidence of schisto- 
some infection in randomly sampled 462 dogs from 
the endemic area in Yamanashi Prefecture. The 
direct smear method was employed in this survey. 
The results obtained were as follows : 

(1) Of the 462 examination performed, 118 
(25.5 %) were positive for schistosome egg. 

(2) Of the 277 male dogs 72 (26.0 %) and 46 

(24.9 %) of the 185 females were positive. No 
significant difference was found to exsit between 
sexes. 
(3) Relation between the age of dogs and the 
incidence of the infection was as follows : 10.3 
of the 1-2 year-old group 21.7% of the 3-4 year- 
old 37.5% of the 5-6 year-old 39.3% of the 7 
year-old and upwards. The incidence of the infe- 
ction was found gradually increased with age. 

(4) Comparing the infection rate between the 
dogs which were said to be chained up and not 
ones, the former was 24.7% and the latter was 
26.1 %. There was no significant difference bet- 
ween the two. 

(5) The incidence of the infection in the north 
hilly district and the south plain district showed 
32.6 % and 20.6 % respectively. Significant diffe- 
rence was recognized between the two. 

(6) Among 5 districts, the base of Mt. Kaya- 
gatake, the base of the Japan South Alps, bet- 
ween the Arakawa River and the Kamanashi 
River, the western bank of the Kamanashi River 
and the basin of the Fuefuki River, the incidence 
of infection in the basin of the Fuefuki River 
was significantly low, and no significant difference 
was recognized between other 4 districts. 


> 
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コト ン ラ ッ ト carinitz に 関す る 研究 
第 2 報 = ト ン ラ ッ ト の 経過 及び 病変 に つい て 


若 杉 
東京 大 学 伝染 病 研 究 所 寄生 貝 研究 部 (指導 佐々 学 助 教授 ) 
(昭和 32 年 7 月 23 日 受領 ) 


まえ が き 

糸状 虫 上 科 Filarioidea に 属す る 線 虫 類 は ひろ く 人 益 
に さま ざま の 種類 が 寄生 し , 我国 で も 人 の バン クロ フト 
糸状 虫 は 南部 に 多数 の 患者 を みる ほか , マレ ー 糸 状 虫 の 
存在 も た し か め ら れ , また 牛 ,。 馬 , 犬 , 山羊 な ど に も 病 
害 の 著しい 種類 が ある 。 

筆者 は , これ 等 糸状 虫 類 の 基礎 研究 に 最も 利用 価値 の 
た か い , コト ン ラ ッ ト 玄 状 虫 Litomosoides carimi (Tr- 
avassos, 1919) に つい て , 我国 で はじめ て その 実験 的 研 
究 を 行い , その 成績 の 一 部 は すでに 報告 し た が , とこ > ゝ に 
は その 後 2 年 間 の 研究 効果 の うち , と くに 宿主 に 於 ける 
感染 経過 や 病変 に つい て の 所 見 を まとめ て こと こと に 報告 す 
る 。 

な お , この 寄生 虫 は 古く Travassos に より リス の 1 
種 Soiemes sh. より 発見 され た も の で ある が , よう や く 
近年 に と な つて 南米 産 の っ トン ラッ ト Sigmodon hispidus 
に イェ ダ = を 媒介 者 と し て 感染 ささ うる こと と が 判明 し , 
我国 に は 1913 年 8 月 に 米国 の Scott 教授 より スタ ム が 当 
研究 室 に 贈ら ちら れ た も の で ある 。 委 者 は コト ン ラ ッ ト が 糸 
状 虫 の 宿主 と し て 最も 小形 で 実験 室内 で 取扱 い が 便 で あ 
る こと と か ら , 我国 に お いて る も 糸 状 虫 の 研究 材料 と し て こと こ 
れ を 利用 する と と を 志 し , コト ン ラ ッ ト 及 び イ エダ = の 
飼育 繁殖 に ある 程度 成功 し , か つ 感 染 経 過 を 多数 の 材料 
に つき 明らか に し た 次 第 で ある 。 

i 実験 材 

使用 コト ン ラ ッ ト は , 実験 動物 中 央 研究 所 , 武田 薬品 
か ら 分 譲 え さえ れ た も の , 及び これ 等 を 当 研究 室 と 獣 疫 部 

MIKITARO WAKASUGI: Studies on the cotton 

rat filaria, Litomosoides carini. Observation on 

process of infection and pathological change. (De- 
partment of Parasitology, Institute for Infectious 

Disease, University of Tokyo) 


で 繁殖 し た も の で ある 。 と れ 等 に , 前 記 Dr. J. Allen 
Scott か ら 送 付 さ れ た 糸状 虫 他 虫 感染 イェ ダ = を 附 着 さ 
せ て 感染 を 行い , さら に 本 邦 産 イェ ダ = を 用 いて 今日 ま 
で 10 代 計 57 頭 に 感染 させ えた 。 誠 見 頭数 は , 10 頭 , うち 
4 頭 に つい て 病理 組織 標本 を 作製 し 顕微 鏡 的 検査 を 行っ 
た 。 染 色 は すべ へ て, 鉄 ・ ヘ へ > マト キシ リン ・ エ オマ ジン 染色 
に ょ っ た 。 , 
染 経 過 
既 感 染 コ トン ラッ ト の 飼育 箱 内 に 繁殖 させ た イェ ダニ = 
に , 感染 型 仔 虫 の 存在 を 確認 し て 後 , 18 頭 に つい て 感 
染 実 験 を 行 つ た 。 2 頭 (1126) を の ぞ く 16 頭 (3926) は 
イェ ダ = 附 着 後 , 最短 50 日 , 最長 78 日 , 平均 64 日 で 末 
第 1 表 経 過 


感 染 イ 
ネジ ミ 


mf を 初め 
| ( 着 ダ = か ら 
て 流血 中 に の 経過 日 数 ) 


させ な た 日 認め な た 日 

C-R 54 3.24 
55 3.12 (61B) 
56 感染 せ ず 
57 5.23 (76B) 
59 3.7 感染 そ ず 
60 3.27 6.68 
62 6.28 8.22 (55 日 ) 
63 6.28 8.22 (55 日 ) 
64 6.28 9.14 
65 7.28 9.16 (50 日 ) 
66 7.28 9.16 (52 日 ) 
68 7.28 9.18 (52 日 ) 
69 7.28 9.18 (52 日 ) 
70 8.14 10.12 (59 日 ) 
8.14 10.15 
72 8.14 10.15 (62 
73 8.24 10.25 
74 8.24 10.28 (65 日 ) 


| 
| 


- 
- 
, 
| 
? 
/ 
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第 2 表 っ トン ラッ ト 体 内 の 糸状 虫 体 寄 生 状況 


20 30.3.3 30.11.23 264 08 258 450 676 32 1:1.7 
25 30.2.28 30.7.7 131 338 118 220 338 0 1:1.9 
27 30.4.9 30.7.8 91 46 46 0 1:2.8 
28 30.4.9 30.7.1 84 255 18 177 241 13 1:2.3 
29 30.4.11 30.6.30 80 15 15 0 1:2.0 
30 30.6.7 30.12.14 191 28 
33 30.6.7 30.6.25 19 7 2 5 7 0 1:2.5 
37 30.9.12 30.12.15 95 13 4 § 13 0 1:2.3 
40 31.8.20 31.12.30 133 26 26 0 1:1.9 


< : 表 中 の 日 数 虫 数 以上 を 表わす 。 


に ミク ロフ ィ ラ リア (以下 mf と 略す う を 証明 
し た 。 感 染 後 約 8 ヶ月 間 は , コト ン ラ ッ ト は 感染 前 に 比 
し て 特に 変化 を 示さ ず 摂 食 量 も 全く 同じ で ある 。 し か 


し 凡そ 平均 4 ヶ月 位 た っ と , 次 の 様 な 症状 が 認め られ 


先ず 摂 食 量 が 減少 する 。 

立 毛 が 著 明 と な り 運 動 不 活 浴 と な る 。 

顔 浮腫 状 を す る 。 

体 は に う づ くま り 歩 行路 簡単 に 横転 横 
鼻 呼吸 , を お こと こす に いた る 。 死期 に は 鼻 出血 を 
め る と と が 多い 。 誠 見 テット の 感染 確認 か ら 死 亡き まで の 
期間 は 最短 19 日 , 最長 264 日 , 平均 119.9 日 で あつ た 。 
解剖 まで の 死後 経過 時 間 は 直後 か ら 約 24 時 間 以 内 で , 組 
織 標 本 の 作製 は 死亡 直前 及び 直後 の も の を 選ん だ 。 

体内 の 糸状 虫 寄生 状況 

寄生 部 位 : 全 例 胸腔 内 寄生 , この うち 4 例 は 腹腔 内 に 
も 寄生 し て いた 。 こ と これ 等 は いづ れ も 他 の 6 例 に 比 し 胸腔 
内 寄生 虫 数 が 多く , "08, 255。 197 以 上 で あつ た 。 胸 
腔 内 で は 横隔膜 肪 膜 面 上 に 寄生 し , と くに 背 例 角 に くず 
玄 の 塊 の 様 に うど ご めい て いた 。 

寄生 体 数 : 虫 体 総数 は 最高 708, 最低 7, 平均 156.2 
で あつ た 。 和 胸腔 内 寄生 数 は 腹腔 内 寄生 数 より は る か に 多 
く , 約 5 倍 か ら 21 倍 , 平均 15.6 倍 と も 及び , 本 来 の 寄生 
部 位 は 胸腔 で あり 腹腔 は 異 所 的 な も の と 推定 され た 。 

寄生 虫 体 の 性 比 : 雄 虫 は 雌 虫 に 比 し て か な り 小さ い 
( 約 り りり) た め 見 落し も 考え られ る が , 何れ も 雄 虫 1 に 対し 
て 雌 虫 1. マ ~2.8 平均 2.2 で , 約 2 倍 程 雌 虫 が 多 か つ 
た 。 


寄生 虫 体 数 と 末 醒 血液 内 mf 数 と の 関係 を 示す と , 例 
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えば 約 2000 正 の 成虫 保有 例 で は , 血液 濃 滴 標本 10X40 倍 
1 視野 平均 26.0 mf。 同じ く 707 :7.7 , 26:18.9, 197 
:8.4 , 15:1.0 , 18 : 1.9 で , 極 く 大 略 で は ある が 寄 
生 数 の 多い も の は mf る 多い 傾向 が 見 られ た 。 

解剖 所 見 

解剖 コト ン ラ ッ ト 総 数 10 頭 , うち 4 頭 に つい て 病理 学 
的 検査 を 行 つ た 。 

肉眼 的 所 見 

心臓 : 10 頭 中 2 頭 に 心 を 認め た 。 心 外見 は 
生 白濁 し た 球状 を , 内 容 は 約 1 cc の 黄色 透明 な 
出 液 で , 他 の 1 例 も 同様 で あっ た 。 ま た 1 頭 は 縦 隔 膜 部 
に 裏 腫 様 の 新生 物 を 認め た が 寄生 虫 価 にょ る か 否 か は 明 
ら か で は な い 。 心 棒 表 面 は 極め て 小さ い 白 色 の 突起 を 認 
め る も の が あり , ざら ざら と し て 器質 化し た 線維 素 の 附 
着 を 思わ せ た 。 心筋 その 他 は 肉眼 的 に は 特別 な 所 見 が 見 
られ な か つた 。 

肺 臓 : 肺 肪 膜 面 は 白色 に 混濁 し 処 々 に 織 毛 様 の 線維 素 
性 附 着 物 を 認め た 。 膜 は 全体 に 肥厚 を 量 し た 。 少 数 虫 体 
の 寄生 し た 1 例 で 成虫 が 愉 線香 様 に 巻い て 
線維 素性 物質 に 包ま れ た 状態 で 死亡 し て いた 。 か か る 器 
質 化 途 上 を 思わ せる 貝 体 ある い は 石灰 化 虫 体 は 他 の 1 例 
で も 見 られ た が , 大 部 分 が 容易 に 腔 内 で 分 離 レ うる も の 
ば か り で あつ た 。 肺 割 面 は 特に 異常 を 認め な か つた 。 

肝臓 : 肥大 し た も の も 認め られ た 。 表 面 の 粗 な も の , 
色調 が 生々 灰 黄色 を 帯び 脂肪 変性 を 思わ せる も の が 1 部 
に 見 られ た 。 

皿 臓 : 大 きき, 形態 左右 と も に 変化 な く , 表面 平滑 , 
色調 も 正常 な も の の み で あっ つた 。 

有 臓 : 肥大 を 認め た が , 色調 , 硬度 な ど は 特に 異常 と 


は 思わ れ な か つた 。 

皮膚 , 脳 , 膝 臓 , 胃腸 , 塵 丸 , 卵巣 , 子宮 , 何れ も 病 
変 を 認め な か つた 。 

顕微 鏡 的 所 見 

心臓 : 肉眼 的 に 認め られ た 心 膜 表面 の 乳 紅 様 隆起 は , 
顕微 鏡 的 に は 図 の 様 な 線維 性 組織 で , 心 膜 の 肥厚 し た も 
の で あつ た 。 mf は 血管 内 , 毛細 血管 内 の みな ら ず 心 組 
織 の いた る と と ろ に 見 出さ れ , 筋 質 内 の mf を 中 心 と し 
た 退行 変性 像 る 認め られ , 心 外 膜 の 肥厚 と と も に 組織 球 
性 細胞 の 増殖 が あり , 大 動脈 の つけ ね に は , か な り の 強 
い 単 核 性 細胞 浸潤 が 認め られ た 。 

肺 臓 : は 様 の , 細胞 に し い 組 な 結 締 織 の 
突起 が 多数 見 られ た 。 この お くに は 血 鉄 素 も 認め られ 
る 。 血 管内 に は 多数 の mf が あり , 大 血管 の 1 部 に は 血 
栓 が あつ た が ,。 その 中 に は mf は 認め な か つた 。 洲 巴 腔 
は 拡大 し た も の が 多く ,. その 中 に mf を 認め る も の も あ 
つた 。 肪 膜 下 組 織 内 に も mf が 認め られ た 。 石灰 沈着 も 
あり ,。 その 近辺 に は mf も 多数 存在 し た が 石灰 化 え の 移 
行 像 は 見 られ な か つた . 

肝臓 : 軽度 の 脂肪 化 の み で , 人 に お ける 中 心 静脈 周囲 
の 甘 縮 , 壌 死な ど は 認め られ な か つた 。 

脳 : 脂肪 様 , まだ ら 状 の 粗 苔 な と ころ が 見 ら れ た が 
mf に ょ る も の か 償 か は 明らか で な い 。 

皮膚 : 筋肉 , 骨 , 子宮 , 卵 , , 何 
れる も 変化 な し 。 

考 

mf の 体内 分布 状態 を , は じ め て 調べ た Manson 
(1899) う は 血管 内 血液 中 に 多数 の mf を 発見 し た に も 抱 ら 
ず , 肛 器 中 に は 少く , と くに 肝 臓 に は 全く これ を 見 な いと 


いつ て いる , か か る 報告 は Rodenwaldt(1908), Lieman 


(1908), 林 (1908) その 他 に ょ り 追 試さ れ 殆 ど 同 様 の 成 
績 が 得 ら れ て いる . コト ン ラ ッ ト で は この 度 の 少数 誠 見 
例 で も 同様 の 傾向 が 見 られ , 肺 血管 内 , 心血 管内 に 多数 の 
mf が 存在 する に も 抱 ら ず , 肝 腸 臣 で は 全く 認め られ な か 
つた 。 ご コト ン ラ ッ ト に お ける 病変 は 主として , 心臓 肺 臓 
に 限ら れ , と くに 心 膜 , 肪 膜 の 肥厚 , 綾 毛 様 突 起 形成 が 著 
明 で , その 他 細 胞 浸潤 な ども 認め られ た 。 と これ ら の mf 
を 中 心 と する 心筋 の 人 退行 変性 と , 肺 組織 の 石灰 沈着 は と 
も に 寄生 虫 に 起因 する も の と 思わ れる が , コト ン ラ ッ ト 
の と れ ら の 病変 に 関し て は , Scott と Cross(1945) 及 び 
Wharton (1947) の 報告 が あり , Scott は 肺 胞 細胞 の 増 
殖 と ェ オ ヂ ン 噂 好 性 細胞 の 局所 出現 を 報告 し て い る 。 
Wharton (1947) は 成虫 分 泌 物 に と にょ よる アレ ルギー 変化 と 
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機械 的 刺 戦 に ょ る 炎症 性 変化 か ら 以 上 の 心 及 び 肺 組織 そ 
の 他 の 病変 を 説明 し て いる 。 和 腎臓 は マン トラ ッ ト で は 石 
灰 沈着 の 他 特 別 な 変化 を 認め な い が 人 その 他 の 動物 の 糸 
状 虫 症 誠 見 例 で は 石灰 沈着 の ほか 慢性 間 質 性 ある い は 亜 
急性 腎炎 様 の 変化 が 報告 され て いる 。 と くに 石灰 沈着 に 
関し て は 林 (1908 う の mf に よ ょ る と いう 報告 と , その 門下 
久 (1980) の いう 詳細 な 報告 が ある が , ト 
ン ラ ッ ト で る も mf に よる 石灰 円 柱 と は 思わ れ な い 。 肝 臓 
も 人 に 見 られ る 様 な 中 心 静脈 の 葵 縮 , 壊死 な ども な く 。, 
肝 も 肥大 に ぁゃ 抱 ら ず 特 別 な 所 見 は 見 られ ず , 脳 の まだ ら 
様 粗 朋 化 も mf に よる か 否 か 明らか で な い 。 Wahrton 
(1947) の いう ア レル ギー 変化 と 別に 成虫, mf の 組織 
宰 通 に よる 刺 載 性 炎症 も 考え られ る が 以上 の 所 見 か ら は 
と れ を 断定 する 根拠 は 得 ら れ な い 。 

1.。 コト ン ラ ッ ト 状 虫 Lztomosoides caring を 10 代 
計 57 頭 に 感染 させ えた , その うち 15 頭 の 感染 経過 と , 10 
頭 の 解剖 所 見 を 報告 し た 。 感 染 経 過 は 糸状 虫 感染 後 か ら 
mf 出現 まで の 50 日 か ら "8 日 , 平均 64 日 で あつ た 。 ミク 
ロフ ィ ラ リア 出現 後 コ トン ラッ ト は , 19 日 ~264 日 平均 
119.9 日 で 死亡 し た 。 

成虫 寄生 部 位 は 全 例 胸腔 で 100 以 上 の 寄生 例 4 頭 に 腹 
腔 内 寄生 を 認め た が , 腹腔 単独 の 寄生 は 巡ら れ な か つた 。 
寄生 虫 体 総数 は 708~" , 平均 156.2 で 性 比 は 雄 虫 に 対 
し て 上 難 虫 3 で あつ た 。 

解剖 所 見 は 肉眼 的 に は , 10 頭 中 2 頭 に 心 概 水 腫 , 1 頭 
に 新生 物 を 認め た ほか 心 外 膜 の 肥厚 と 乳 
起 が 見 られ た 。 摘 出さ れ た 虫 体 は 大 部 分 体腔 内 に 遊離 し 
て いた が , 少数 虫 体 の 宿主 組織 に こよ ょ る 器質 化 の 像 が 認め 
られ た 。 

顕微 鏡 的 に 主要 な 病変 は , 心臓 , 肺 臓 に 見 られ た 炎症 
性 変化 , と くに 様 , 乳 突起 で ある 。 その 他 組 
織 の 膨 化 粗 苔 化 , 単 核 性 細胞 浸潤 な ども 見 られ た 。mf 
は こと れ 等 組織 の 肪 膜 下 , 肺 胞 , 心筋 , 一 部 の 泊 巴 腔 な ど 
に 存在 し , 肺 組 織 の 石灰 沈着 , 心筋 の 退行 変性 な どの 誘 
因 か と る も 推定 され た 。 そ の 他 の 組織 , 器 管 に は 特別 な 病 
変 は 見 られ な か つた 。 

以上 の 所 見 より , 本 糸状 虫 は 主として 胸腔 に 成虫 が 寄 
生 し , 多数 の 感染 を うけ る と 次 第 に 心 概 炎 , 肪 膜 炎 心 概 
水腫 , 心筋 変性 な どの 変化 を 来 し て , 凡そ 6 ヶ月 余 後に 
死亡 する も の と 思わ れる 。 

終り に , 本 研究 を 終始 , 御 指導 御 わ つ た 当 研 究 
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室 主 任 佐 々 学 助 教授 , 病理 学研 究 部 草野 信男 助教 授 , 御 
援助 を 賜 わ つ た 林 滋 生 士 びに 種々 御 接 助 を い 
た ヾ さい た を 佐藤 金 作 , 田中 英 区 の 両氏 に 厚く 感謝 に た し ま 
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Summary 


Litomosoides carinii, the cotton rat filaria, has 
been kept in the laboratory since August, 1953. 
A total of 57 cotton rats were infected by successive 
10 generations, using Ormithonyssus bacoti as the 
experimental intermediate host. The latent per- 
iods varied from 50 to 82 days, with the mean 
of 72.9 days. Deaths of infected cotton rats took 
place after 19 to 264 days of the appearance of 

By autopsies, the parasite was mainly recover- 
ed from pleural cavities, a few from abdominal or 
pericardial cavities. In two out of 10 cases, re- 
markable pericarditis could be demonstrated. 
Chronic inflamations of heart muscles and lungs, 
as well as papillar changes of pleura and perica- 
tdium were observed by histological studies. 
Clinical and pathological findings of the infected 
cotton rats are presented. 
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釣 虫 の 腸管 外 寄生 に 関す る 実験 的 研究 
(2) 最終 寄生 部 位 の 検討 


楠 


知 


大 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 科 教 室 (指導 小田 俊郎 教授 ) 
(昭和 32 年 10 月 31 日 受領 ) 
特別 掲載 


言 

従来 の 人 の 諸 業 績 を する に , 自然 界 に 於 ける 
虫 の 最終 寄生 部 位 が 固有 宿主 の 腸管 内 で ある 事 は 疑う 余 
地 の 無 い 所 で あり , 多 虫 生態 を 解明 す 可 く 行 われ た 数 多 
の 研究 や 結論 は すべ て , 釣 虫 の 最終 寄生 部 位 は 固有 宿主 
腸管 内 で ある と の 考え 方 を 根底 と し て 行わ れ た も の で あ 
つた 。 有 即ち 釣 虫 養 資 問題 に 就 い て も , 或 は 筆 血 帰 転 等 に 
関し て も 。 と の 固定 観念 に 立脚 し て の 研究 で あつ た 。 又 
腸管 外 に 於 ける 釣 虫 成虫 の 異 所 寄生 例 が 末 だ 発見 され て 
いな い 事 も 。 此 の 固定 観念 の 裏付け に 多大 の 力 を 貸し て 
いた も の と 思わ れる 。 

私 は 前 報 に 於 いて , 固有 宿主 の 腸管 以外 の 部 位 即 ち 腹 
腔 内 , 胸腔 内 及び 筋肉 内 に 於 いて V 期 幼 若 成虫 を 長く 生 
存 さ せ , 排 見 る に 到 さき せる 事 に 成功 し その 
詳細 を 報告 し た 。 こ の 事 よ り 釣 虫 の 最終 寄生 部 位 と し て 
は 固有 宿主 の 腸管 以外 の 体内 の 如何 な る 場所 で も 何 等 差 
し 障 り は 無い の で は な いか と 推測 され た 。 

依っ て 今回 は 釣 虫 の 生存 , 発育 条件 が 略 々 包含 され , 
満た され て いる と 思わ れる 条件 が 略 々 包含 され 満た され 
て いる と 思わ れる 条件 下 , 即ち 固有 宿主 体内 の 各種 の 部 
位 ち 縦 隔 洞 , 肺 , 肝 及 び 下 組 織 等 体腔 は 体 組 
織 内 に 於 いて 同様 の 実験 を 試み , よく 生存 , 発育 ささ る 
事 に 成功 し た の で 六 に 報告 する 。 

実験 成績 
I. 自然 感染 犬 釣 虫 完熟 成虫 の 犬 臓器 及び 皮下 組織 内 
飼育 

実験 材料 お よび 方 法 : 

前 報 , 実験 成績 陳 項 に 於 いて 述べ た と 同様 に , 自然 感染 
犬 腸管 内 より 採集 し た 犬 釣 虫 完 部 成虫 を ,。 ペ = シリ ン ・ 
スト レプ トマ イマ ン 加 10cc と 共に , 内 径 約 8 


MASATOMO KUSUNOKI: Studies on the place 
of Vth stage hookworm'’s inhabiting. (Depart- 
ment of Internal Medicine, Medical School Osaka 
City University) 


mm の 注射 針 を 用 いて 直接 成 犬 右 聞 肺 及 び 皮 下 組 織 内 に 
注入 , 或 は 開腹 手術 に と ょ り 肝 及 び 肝 内 に 注入 し , 注入 後 
其 等 釣 虫 の 寄生 状況 を 観察 し た 。 尚 此 の 実験 に 際 し , 被 
注入 犬 が 注入 前 腸管 内 及び 他 の 体内 に 釣 虫 或 は 他 の 寄生 
虫 保 有 の 有無 は 考慮 し な か つた 。 以 下 の 実 験 る 全部 之 に 
つた 。 

実験 成績 : 

例 1) 40 隻 ?21) を 右 内 と 注入 , 15 日 後 
殺 剖 検 す る に 上 葉 に 小指 頭 大 の 硬 結 を 見 , 切開 する に 2 
箇 空洞 所 調 虫 り , その 内 に 着 する 生 2 
隻 (9 2 う を 発見 , 他 に 半ば 吸収 そら れ た 死 虫 5 隻 ($ 
2, 8) が 胸膜 享 に 附 着 し て いる の を 見 た 。 

例 2) 40 ($20, を 開腹 手術 に と 有 に 注 
入 し , 再 た び 創 を 縫合 15 日 後 層 殺 剖検 する に 腹腔 内 に 
癒着 , 硬 結 等 を 見 ず , 叉 有 に も 結節 等 は 見 られ な か つた 
が , 約 48C の 温水 中 に 於 いて 有 細 する に , 織 
内 に 形成 し な い 生 8 隻 (85, ?8) を 見 出し 

例 8 う 85 令 (817, 18) を 例 2 と 同様 肝 内 に 注入 , . 
15 日 後 層 殺 誠 検 する に 腹腔 内 は 無 変化 で あり , 前 例 と 同 
様 に し て 肝 組 織 内 より 貝 杏 を 形成 し な い 生 虫 6 隻 ( 4, 


写真 1 肝 組 織 内 に 寄生 する 釣 虫 
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9 3) を 見 出し た 。 

例 4 う 60 80 う を 大 部 皮下 に 注入 , 15 
日 後 層 殺 す る に 8 X 5 cm 面 大 の 皮下 認め , 
その 部 に 多数 の 虫 発見 筋 膜 外周 より 生 1 
隻 (? 1 う , 半ば 吸収 そ せら れ た 死 虫 7 隻 (8 2, ?$ 不 
明 5) , 膜 内 の り 生 虫 5 隻 (84, 1), 
死 虫 1 隻 ( さ 1 う を 見 出し た 。 

以上 実験 エ に 於 ける , 犬 体 内 に 注入 せら れ た 多 虫 の 寄 
生 部 位 は , 肺 注入 例 に 於 いて 胸膜 壁 に 附 着 する 死 虫 を 認 
め た 他 , 何れ も 注入 せら れ た と 同一 の 場所 に 寄生 し , 寄 
生 状況 は 肺 及び 皮下 組織 内 の も の は 何れ も その 場所 に 所 
調 虫 費 を 形成 し , その 内 壁 に 強固 と 咳 着 する 釣 虫 が 見 ら 
れ , 米粒 大 ~ 小 豆 大 の も の 多く , 各 に 多く 
は 1 隻 づつ , 稀 に は 2 へ ~38 隻 の 釣 虫 が 見 られ , 大 多数 の 
虫 に は 赤 褐色 の 液体 が 貯溜 し , 且つ その 液 を 検 
する に 少数 の 釣 虫 卵 を 認め た 例 も あつ た 。 

形成 は 見 られ な か つた 。 
以上 全 例 に 於 いて 注入 ヶ所 隣接 組織 を 細 捧 し , 48C の 
温水 中 で 約 24 時 間 釣 虫 の 誘 出 を 試み た が , その 成績 は 何 
れる 陰性 で あつ た 。 

『, 犬 多 成虫 の 犬 体腔 , 臓器 及び 皮下 組 内 発 
実験 材料 お よび 方 法 : 

前 報 , 実験 成績 V 項 に 於 いて 述べ た と 同様 に , 釣 虫 保 
有 犬 区 便 を 瓦 培養 し て 採集 し た 感染 仔 虫 を 皮下 注射 に ょ 
り 成 大 経 感染 させ , 感染 後 第 10 日 目 に 感 染 を 
殺し , その 腸管 内 より 集め た 4 回 目 脱皮 直後 と 思わ れる 
V 期 幼 若 成 虫 (体制 平均 計測 値 $ 8.96 X0.13 mm, 
4.1X0.15 mm) を 前 実験 と 全く 同じ 方 法 に より 成 犬 肺 , 
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縦 也 洞 , 有 , 肝 及 び 皮 下 組織 の 内 部 に 夫々 注入 し , 一 定 

期間 の 後 , 其 等 多 虫 の 寄生 及び 発育 状況 に 就き 観察 し 
た 。 注入 に 際 し 雌雄 別 の 計数 は 行わ ず , 体制 の 測定 は 何 
れる ゃ 15 倍 拡 大 , 編 微 鏡 描 画 装 置 を 用 いて 描画 測定 し た 。 
実験 成績 : 

例 1) 100 隻 を 右側 肺 内 に 注入 , 14 日 後 層 殺 誠 検 する に 
上 葉 に 小指 頭 大 の 結節 を 見 , 切開 する に 空洞 を 形成 し , 
その 内 着 する 生 虫 1 ($ 1 う を 見 出し , その 体 
制 計測 値 は 第 1 表 の 如く 8.2X0.28mm で あつ た 。 


写真 3 犬 肺 内 注入 後 14 日 の 犬 負 虫 

例 2) 100 隻 を 右側 肺 部 に 注入 , 14 日 後 層 殺 誠 検 する 
に , 肺 表面 に 小 出 る も 肺 内 に 体 を 見 ず , 
側 胸 膜 と 上 と の あり , 部 を 剥離 する も 体 
を 見 ず , 内 を 検 す る に 頭 大 の 腫 あり , その 
内 部 に 3 箇 虫 形成 する 生 虫 4 隻 1, う を 見 
出し , その 体制 平均 計測 値 は 第 1 表 の 如く 8 6.2X0.27 
mm, ?11.8X0.28 mm, 生殖 門 の 位置 は 前 端 よ り 62 2 
で あっ つた 。 
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写真 4 犬 洞 内 注入 後 14 日 の 
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肺 を 貫通 し 縦 隔 洞 内 に 
し た も の と 考え られ 7 

, 術 後 第 11 日 目 に 犬 は 死亡 し た 。 誠 検 す る に 腹腔 
に 等 を 見 が ー 部 膨 隆 し 白 の 附 着 を 
め , 約 43C の 温水 中 に 於 いて 細 する に 成 な 
4, う を 見 出し 。, 
その 体制 平均 計測 値 は 第 1 表 の 如く 88.16 x0.22 mm, 
9.9X0.832 mm, の 位置 は 端 より 59% で あっ つ 


写真 5 5 大 注入 後 1 の 犬 


例 4) 100 隻 を 例 8 と 同様 肝 内 に 注入 , 14 日 後 必殺 誠 検 
する に , 肝 と 大 網膜 の に より 形成 さら れ た 内 の 
虫 り 生 隻 (8 2, 1), 死 虫 1 隻 

を 見 出し た 。 釣 虫 を 注入 な られ た 肝 葉 は 膨 隆 し , 白 苔 
内 形成 し な い 生 10 令 6, 4 う を 見 出し , 
その 体制 平均 計測 値 は 第 1 表 の 如く 8 9.1X0.28 mm, 


写真 6 犬 肝 内 注入 後 14 日 の 犬 釣 虫 


[寄生 学 雑誌 ・ 7 巻 ・ 第 1 号 


? 9.0X0.84 mm, の 位置 は 前 端 よ り 57 あつ 

例 5) 100 隻 宛 , 夫々 成 犬 8 頭 の 大 有 部 皮下 組織 内 に 
。 

10 日 後 死亡 , 誠 検 の 1 例 に 於 いて は 注入 部 に 一 致す る 
3X5cm 面 大 の 皮下 溢 血 り 多 数 の を 形成 する 
成虫 12 隻 (? 12) を 見 出し , その 体制 平均 計測 値 は 第 1 
表 の 如く 9.45Xx0.38 mm, 生殖 門 の 位置 は 前 端 よ り 60 
2%6 で あつ た 。 

14 日 後 層 殺 誠 検 の 2 例 に 於 いて は 注入 部 に 一 致し て 夫 
々 2X4cm 面 大 の 皮下 溢 血 班 あ り , その 部 に 多数 の 虫 
見 られ , 夫々 生 26, 62 隻 (448, を 見 出し 
た 。 そ の 体制 平均 計測 値 は 第 1 表 の 如く 4 8.8x0.26。, 
? 11.4X0.88 mm, 生殖 門 の 位置 は 前 端 よ り 61 2 で あ 

特に 62 令 生存 し た 例 に 於 いて は 小指 頭 大 の 樹 枝 状 に 分 
岐 し た 大 虫 絡 あり , その 内 部 に 多数 の 生 虫 が 群 棲 す る の 
が 見 られ た 。 ・ 

之 等 皮下 組織 内 注入 の 8 例 は 何れ も 例 8 ・4 ・2 と 同 
一 犬 に 施行 し た 実験 で あつ た 。 


写真 7 犬 皮下 組織 内 注入 後 14 日 の 犬 多 虫 

以上 実験 に ける 犬 体内 に 注入 せら れ た 虫 幼 若 
成虫 の 寄生 部 位 及 び 寄 生 状 況 は 実験 ] に 見 られ た と 人 金 く 
同様 で あつ た 。 

双 そ の 発育 に 関し て は 注入 後 明 らち ら か な 成長 が 見 られ 
自然 感染 犬 腸管 内 ょ り 得 た 交接 を 営む 6 対 の 完熟 成虫 の 
体制 平均 計測 値 ($ 9.5X0.81mm, 918.5X0.45mm 
生 殆 門 の 位置 は 前 端 よ り 552%% に ある 。 第 1 表 参 照 ) に 比 
し 大 差 無い 発育 を 示し , 例 1。 2。 4, 5 の 
の 大 部 分 及び 例 8 の 雌 虫 の 1 隻 に 於 いて は 虫 体内 に 釣 虫 
卵 を 認め た 。 

叉 全 例 に 於 いて 注入 個所 隣接 組織 を 細 切 し , 48'C の 温 


"3 
た 。 
- 
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第 1 表 各種 織 内 に ける 成 の 発育 


注入 前 経 後 第 10 日 対象 
肺 14 8 8.20 0.23 

11 8.16 0.22 
0.32 

肝 14 9.1 0.28 

9.0 0.34 

9 11.8 0.28 

10 8 9.45 0.30 

皮下 組織 | 8.3 0.26 
14 

自然 9.5 0.31 
成虫 対象 9 13.5 0.45 


10 

10 
0.27 1 
て 0.29 2 
3.95 3 
0.12 1.06 0.31 5 
4.4 2 
0.10 1.20 3.8 4 
0.14 1.00 0.26 11 
4.36 5 
0.15 1.00 0.37 6 
0.16 1.30 6.1 6 


第 2 表 各種 組織 内 に 於 ける 多 虫 生存 率 (注入 後 約 2 週間 ) 


成 注 入 例 


入 注入 より 検 存 
注入 部 位 6/? まで の 日 


多 数 まで の 日 数 多 数 


腹 腔 50 25/25 21 16 

胸 42 14 2 

肺 40 15 2 
40 20/2。 15 8 §/; 
肝 35 15 6 

隔 

組織 100(2 例 ) 15 


32 80 14 
32 40 15 
5 100 14 
20 100 11 
17 100 14 -%, 
100 14 
40 200(2 例 ) 14 88 “le 44 


水中 に 於 いて 約 24 時 間 釣 虫 の 誘 出 を 試み た が その 成績 は 
何れ る 陰性 で あつ た 。 

叉 前 報 に 述べ た 実験 成績 と 今回 の 実験 成績 より 各種 組 
織 内 に 於 ける 釣 虫 生存 率 を 比較 すれ ば 第 2 表 の 如く , 成 
虫 注入 例 に ちっ て は 皮下 組織 に 最も 高 率 で , 腹腔 及び 筋 
肉 内 は 之 に 次 ぎ , 幼 若 成虫 注入 例 に ちあ っ て も 皮下 組織 に 
最も 高 で あつ た 。 

考 

前 報 に 於 いて は 私 は 釣 虫 成虫 或 は 所 調 4 回 目 の 脱 皮 直 
後 と 思わ れる 功 若 成虫 は 固有 宿主 の 腸管 以外 の 体内 即ち 
腹腔 , 胸腔 及び 筋肉 内 に 於 いて 長期 間 生 存する ば か り で 
な く , 明らか に 発育 を 遂げ る 事 を 詳 述 し た が , 今回 は 更 
た 同様 の 実験 を 前 述 以 外 の 固有 宿主 体内 即ち 肺 。 肝 。 


肝 , 縦 隔 洞 及び 皮下 組織 内 に 於 いて 実施 し , 何れ の 部 位 
に 於 いて も 生存 , 発育 及び 卵 形成 が 可能 で ある 事 を 確認 
し レ た 。 

肝 及び 肝 内 に 注入 せら れ た 釣 虫 が , 他 の 場所 に 注入 せ 
られ た も の と 異 り , 虫 格 を 形成 する 事 な く 夫々 臓器 組織 

に 棲息 し て いる 事 を 認め た 。 は 其 等 が 著しく 
流 に 富み , 解 直 機 能 が 蜂 盤 で 又 臓 器 の 再生 が 良好 で ある 
為 等 種々 の 要因 が 考え られ る が 尚更 に 追究 の 必要 が ある 
と 思わ れ た 。 

叉 各種 組織 内 に 於 ける 多 虫 生存 率 が 皮下 組織 内 注入 例 
に 於 いて 最も 高 率 で あつ た 事 は , 釣 虫 採集 後 注入 迄 の 処 
置 が 最も 短 時 間 内 に 行い 得る 事 等 る 大 き な 要 因 で は な い 
か と 思わ れ た 。 
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以上 の 実験 より 所 調 V 期 釣 虫 の 養 資 と し て は 従来 の 
Wells (1981) 等 の 所 説 の 様 な 腸 内 漏 温 性 物質 等 は 必要 
と せ ず , 固有 宿主 血液 及び 体液 等 が 最も 必要 と 考え られ 
る 。 従 つて 釣 虫 の 最終 寄生 部 位 は 必ず し ゃ も 腸管 内 で ある 
の 要 無 く , 固有 宿主 体内 の 如何 な る 場所 も , 陣 境 に 於 い 
て も , 養 資 に 於 いて も 最終 寄生 部 位 と な り 得 る も の と 考 
えら れ た 。 

今後 この 実験 的 異 所 寄生 の 方 法 は , 腸管 内 で は 観察 レ 
難い 釣 虫 生態 を 追究 する 一 助 と も な る 事 を 確信 する 。 

結語 

犬 虫 完熟 成虫 及び 若 成虫 は 固有 宿主 の 肺 , 肝 , 
及 び 下 組 織 内 に いて も 2 週間 以上 の 長期 間 
息 し 得る ば か り で な く , 幼 若 成虫 は 其 等 の 場所 に 於 いて 
体制 上 完熟 成虫 に 発育 し , 且つ 虫 に あっ つて は 体内 
及び に 虫 を 保有 する に 到 事 を 明らか に し , 
即ち 釣 虫 の 最終 寄生 部 位 は 必ず し も ゃ 腸管 内 で ある を 要 せ 
ず , 固有 宿主 体内 の 殆 ん ど 如 何 な る 部 位 も 釣 虫 最終 寄生 
部 位 と な り 得 る 事 を 確認 し た 。 

以上 の 事実 より 第 4 回 目 の 脱 皮 を 了 え た 釣 虫 が 生存 及 
び 発 育 の 為 の 養 資 と し て は 固有 宿主 血液 及び 体液 等 が 最 
も 必要 で あり , 腸 内 頁 漫 性 物質 等 は 必要 と し な いと 思わ 
れ た 。 

叉 各種 組 協 内 に 於 ける 釣 虫 生存 率 は 皮下 組織 内 注入 例 
に 於 いて 最高 で あつ た 。 
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固有 宿主 腸管 外 に 於 ける 釣 虫 の 実験 的 異 所 寄生 の と の 

方 法 は , 釣 虫 の 生態 究明 に 貢献 し 得る も の と 思わ れる 。 
稿 を 終る に 当り 終始 御 る 御 指導 , 御 校 を 賜 わ 
つた 小田 俊郎 教授 並び に 御 を た 教室 の 野田 
昇 博士 に 深謝 の 意 を 表す る 。 


本 研究 は 昭和 32 年 4 月 , 第 26 回 日 本 守 生 虫 学 会 総会 
(箱根 ) に 於 いて その 要 引 を 公表 し た も ゃ の で ある 。 
Summary 


Auther attempted to inject adult and young into 
some other parts than the intestine of normal host ; 
i. e. lung, mediastinum, spleen, liver and subcta- 
neous tissue. 

Results following ; 

1) Adult and young adult were able to survive 
in these parts other than the intestine of normal 
host for a long time. 

2) Especially, the young adult grew up until 
the same level as adult worm morphologically, and 
some female worms of those held eggs in their 
bodies and wormcystes. 

3) From this results, it seems that Vth stage 
hookworms were able to survive and grow in all 
most of tissue of nomal host as do in the intestne. 

4) It will be certain that this new method 
method contribute to the studies on biology of 
hookworm. 


も 
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下 組織 化学 的 研究 
第 6 報 の 電子 研究 


山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 , 国立 下関 病院 (指導 細川 修治 教授 , 池 江 喜久 博士 ) 
(昭和 32 年 12 月 2 日 受領 ) 
特 別掲 


言 
超 薄 切 片 技術 の 進歩 は , 電子 願 微 鏡 に ょ る 生物 学 的 研 
究 分 野 を 著しく 拡大 し , 各種 動物 の 種々 の 組織 並び に 細 
胞 の 微細 構造 が 次 々 と 明らか に され て お る 。 と これ ら の 研 
究 は 主として 春 椎 動物 の 各 組 織 或 は 細胞 の 検索 が 大 部 分 
を 占め て いる 。 然 し 線 虫 類 等 の 如き 下 等 動物 の 電子 願 微 
鏡 的 所 見 に つい て も その 報告 が 散見 され る 様 に な っ つた 。 
Rogers (1956) が 構造 に つき 発表 し , 本 邦 で も 
分 山 ら (195 の の 報告 が ある 。 暁 虫 に つい て は 稲 臣 (195 の 
が 暁 虫 卵 の 構造 に つき の べ て いる が ,。 その 他 に は 報告 を 
見 な いよ う で ある 。 私 は 先 に 暁 虫 体 の 連続 切片 を 作成 
し , 臓器 を 組織 化学 的 並び に 顕微 に ょ る 観察 を 
行い その 所 見 を 報告 し た 。 今 回 は 睦 虫 体 構造 を 一 層 詳 
に 研究 する 目的 を 以 っ て 電子 顕微 鏡 的 観察 を 行 つ た 
果 若 干 の 興味 ある 所 見 を 得 た の で 報告 する 。 
材料 及び 方 法 

本 実験 に は ベ キ シン シロ ロップ 及び 5 の 酸 腸 液 
に ょ り 駆 除 し 得 た 暁 虫 の 雌 虫 体 を 用 いた 。 

固定 に は Palade 氏 法 に 基き pH 7.4 に 緩 衡 し た 1% 
オス ミッ ク 酸 で 約 2 時 間 固定 し た 。 固 定 に 共 し て 迅速 な 
湖 遂 を は か る 為 角 皮 の 一 部 に メス で 切開 を 加え た 。 法 に 
従っ て Methacrylate 包 埋 を 行い , 超 薄 切片 を 製作 し , 
電子 鏡 観察 を 行っ た 。 薄 に し て , 体 の 横断 
面 を 得 ら れる 如き 位置 に 保っ て 包 埋 し た 。 

観 
A. 体 壁 組織 


角 皮 は 厚 さ が 約 8.7g で , この 角 皮 層 は 0.15~1.4 g 
の 10 層 より な つて いる 。 て その 角 皮 層 は 全般 に density は 


SADAKO TAKESHITA: Histochemical studies 
on Enterobius vermicularis. Report 6. Electron mi- 
croscopic study of Enterobius vermicularis. (Depart- 
ment of pathology, Yamaguchi Medical School, 
Ube, and the Shimonoseki International Hospital) 
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低く 殊 に 外面 の 8 層 は density が 低く , その 中 に も や ゃ > 
density の 高い 微細 な 逢 粒 状 構造 が 見 られ る 。 第 9 層 は 
均質 で density が や ゝ 高く , 第 10 層 と の 境界 は 明瞭 で は 
な い 。 第 10 層 は 第 9 層 に 比較 し て や > density が 低く 均 
で ある 。 

2. 角 皮 下層 

角 皮 下層 は 厚 さ が 約 1.8u で 角 皮 層 に 比 し density が 
高く その 中 の 巾 が 90mz~ 200mz の 非常 に dense な 標 
状 或 は 球状 の 構造 が 存在 し て いる 。 そ の 間隙 の 繊維 構造 
が 認め られ る 。 そ の 繊維 構造 は 一 部 は 2 つの 繊維 が 相 平 
行 し て 走っ つて いる も の も 見 られ る 。 

8. 筋 層 

筋 層 は 最も 厚い 部 で 8.5x で ある 。 油 略 800mz の 間 
隔 で 横断 面 に 対し て 放線 状 に 配列 し て お る 。 そ の 筋 層 の 
間 に は 200 mz 程度 の 筋 層 より や 、 ゝ > dense な 構造 が 見 
られ る 。 尚 と の 筋 層 は 9 mz 程度 の 筋 原 繊維 より な り た 
つて お る 。 

4. 層 

と の 層 の 光学 顕微 鏡 的 所 見 は , へ マト キシ リン ,。 エ オ 
ジン 染色 (以下 . 染色 と す ) で は ェ オ ジン に 染 し , 
無 構造 な 層 で ある が 電子 (以下 電 と すう 的 に 
は , 次 の 如き 構造 が み ら れ る 。 即 ちこ の 層 は 筋 繊維 の 下 
に 存在 する が , 筋 層 の 存在 し な い 部 分 で は 明らか な 限界 
膜 を 以 っ て 角 皮 下層 と 接し て いる 。 筋 層 と 筋 層 と の 間 に こ 
いて 粒 層 に 境 が 生じ て あたかも と の 層 は , 
層 を 包む が 如き 感 を 呈す る 。 尚 本 層 の 内 面 は 明らか な 限 
界 膜 を 以 っ て 凌 虫 の 内 部 臓器 即ち 子宮 その 他 に 接し て お 
る 。 と の も の は density は , 角 皮 下層 , 筋 層 に 比 し 低 
く , 極め て 微細 征 粒 状 の 構造 か ら な つて お る 。 そ の 中 に 
直径 600mz の は 球状 の density の 非常 に 高い 構 
造 が 群 在 し て 認め られ る 。 

5. 側線 

2 つの 筋 層 及 び 頼 粒 層 の 接触 部 に 認め られ , 繊維 状 構 


: 
、 
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造 及び 題 粒 組 織 と 同様 dense な 構造 が 認め られ る 。 と 
れ ら は 角 皮 下層 と 交通 し , 2 つの 題 粒 層 の 限界 膜 の 間隙 
を 介し て 体腔 内 に 通じ て いる 。 

B. 子宮 

子宮 壁 は 非 薄 で その 厚 さ は 0.83~1g で 散在 性 に 0.2 
へ ~0.5 の 突起 が 内 面 に 向 つ て 多数 の びている 。 細 胞 境 界 
は 不明 で あり , 核 は 散在 し , その 内 部 に は dense な 和 題 
粒 が ある 。 基 底 膜 に は 繊維 様 構造 が 認め られ る 。 

子宮 内 に は を し て いる 。 そ の は , 8 層 で 
外層 は density が 極め て 高く , その 厚 さ は 成熟 度 に 従っ 
て 一 定 で ご なく, 即ち , 初期 の 段階 で は 非常 に 薄い が , 卵 
の 発育 に つれ て 潤 次 厚く な り , 又 部 位 に よっ つて も その 厚 
さ を に する 。 ち 成 で は 0.416~0.88z で , 未熟 
卵 で は 約 0.15x で ある 。 こ と の 層 に は 無数 の 細管 が あつ て 
一 方 は 卵殻 表面 に 開き , 一 方 は 中 層 に 向 つ て 開い て お 
る 。 て その 直径 は 0.05~0.1 mg で , 毅 の 外 表 面 の 孔 よ り 内 
面 の 孔 が 僅か に 小さ い 。 

中 層 は , 厚 さ 0.074z で , 外層 に 比 し 生 々 density は 
低く 均質 性 で ある 。 有 且つ その 厚 さ は 部 位 的 差 位 は な い 。 

内 層 は , 厚 さ も 外層 と 同様 部 位 に こよ ょ り 厚 さ を 異 に し 。, 
最も 厚い 部 分 は 8.6 m, 薄い 部 分 は 1zg で ある 。 中 層 よ 
り 更 に density が 低く , 均質 で ある 。 

卵 内 容 と 卵 間 に は 比較 的 広い 認め られ る 。 
その 間隙 は 卵 の 成熟 度 に 従っ つっ て 広く な る と 思わ れる 。 外 
内 容 は 直径 が 1.21z4 の 構造 の 集合 体 か ら な る 。 

考 

時 虫 体 の 構造 を 詳細 に 追求 すべ く 電 顕 的 観察 を 行っ つた 
が , 先 に 報告 し た 光学 顕微 鏡 的 所 見 と 比較 し て みる と , 
その 構造 は や ゝ 趣 を 異 に し , 興味 ある 所 見 を 得 た の で 順 
を 追っ て 述べ て みょう 。 

先ず 体 壁 組織 は 光学 顕微 鏡 (以下 光 豆 と 略す ) に ょ っ 
て は , 角 皮 , 角 皮 下 , 筋 層 の 三 層 に 区 別 し た が , 電 顕 で 
は この 他 に 征 粒 層 を も 認め た 。 

角 皮 は 光 足 で は 無 染色 で 均質 な 一 層 よ りな り た つて い 
た が , 電 顕 で は 10 層 より 成り 立つ て いる こと が 明らか と 
な つた 。 即ち , 第 8 層 ま で は 0.22gm の 薄い 層 で , 第 9 , 
第 10 層 は 1.4z の 厚い 層 よ りな つて お る 。 

角 皮 下層 は , 光 呈 で は 約 密 な 組織 で 大 部 分 は 繊維 と し 
て 認め られ る 2 電 顕 で は , 厚 さ が 1.8g で 角 皮 層 よ り 
density が 高く , 光 了 染色 に つた 粒状 物 
質 は , 電 題 で は 巾 90mx 乃至 200mz の 非常 に dense な 
は 球状 の 構造 と し て 認め られ た 。 

筋 層 は , 0.009g 程度 の 筋 原 繊維 が 無数 に 相 集 っ て 一 
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つの 筋 繊維 東 を 形成 し , 選 等 が 20 個 前 後 相 集 っ て 一 つの 
筋 層 を 形成 し て いる 。 こ の 筋 原 繊維 の 太 さ を , 哨 乳 動物 
の それ と 比較 し て みる と , Poter 及び Palade(1957) は 
ね ずみ の 心筋 の 筋 原 繊維 は 11mz で あり , Moore (195 
は , 犬 の 心室 心筋 の 筋 原 繊維 は 16 mum で ある と 述べ て い 
る が , 暁 虫 体 壁 の 筋 層 の 筋 原 繊維 は 哨 乳 動物 の それ ょ より 
や ゝ 細い 筋 原 繊維 より な り た つて いる こと と を 認め た 。 
粒 層 は , 光 で は 了 染色 で 淡 染 し , 一 見 無 構造 
に 見 られ る が , 電 顕 に よる と 角 皮 下層 , 筋 層 に 比 し den- 
sity は 低い が 極め て 微細 な 短 粒 構造 か ら な り た つて お 
る 。 そ の 中 に 直径 600 mx の 紡 舞 状 或 は 程 状 の 非常 に 
density の 高い 構造 が 数 個 相 集 っ て 認め られ る 。 こ と の 大 
き な 和 題 粧 の 本 態 に つい て は 現在 の と と ろ 明 ら か で は な い 
が , とこ の 題 粒 の 存在 故に と この 層 を 題 粒 層 と 名 付け た 。 
側 腺 は , 電 題 で は 一 方 で は 体腔 と 細 間 障 を 以 て 交通 
し , 一 方 で は 角 皮 下層 と 連絡 し て いる 事 が 確認 出来 た 。 
と の 様 な 所 見 か ら 体 腔 内 物質 と 角 皮 下層 と の 流通 牙 の 役 
を な し , 物質 代謝 に 何等 か の 役割 を 演じ て いる と 考え ら 
れる 。 

子宮 は 卵 を 充 し て いる 。 壁 は 0.8~1xm の デン チチ ウ 
ふ 様 の 一 層 の 構造 か ら 成 り 立 つて お つて , 所 々 に 核 に 相 
当 す る 構造 が 認め ちら れる 。 内 側 で は 微細 突起 の 存する と 
と は 前 記 の 通り で あつ て , 所 調 Microvilli と 称す べき も 
の と 思う 。 基 底 は 繊維 様 構造 を 量 す る 。 

子宮 内 の 卵細胞 は , 稲葉 (195 〇 の は 電 顕 的 所 見 に 於 い 
て 卵 毅 が 内 層 と 外層 の 2 層 か ら な り た つて いる と , の べ 
て いる が 私 は これ を 外 , 中 , 内 層 の 3 層 に 分 類 し た 。 外 
層 に 於 いて は , 稲 臣 と 同様 無数 の 細管 を 認め た 。 と の 細 
管 は 稲 臣 が 認め て いる 如く , 私 も 卵 毅 内 の 腺 の 呼吸 や ゃ 湿 
気 の 統 制 に 関係 し て いる も の と 考え る 。 又 外層 は 初期 の 
段階 で は 非常 に 薄く , 卵 の 発育 に つれ て 潤 次 厚く な る 事 
も 稲 臣 と 同様 に 認め た 。 

中 層 は , 稲 臣 の 云う 外層 の 内 膜 に 相当 する も の と 思う 
が , この 中 層 は 外層 及び 内 層 と は 明らか な 限界 膜 を 以 っ 
て 境 さ れ て お り , 且つ density を 異 に し て いる が 克 に 独 


立 し た 一 つの 層 と 確信 する 。 尚 と の 中 層 は 外 及 び 内 層 と 


異な り 0.074z 々 の 一 定 の 厚 さ の 層 で ある が , と この も の が 
内 , 外層 間 の 単なる 間 障 で な く 何 等 か を 充 し て いる 事 は 
内 層 よ りゃ density の 高い 事 で 明らか で ある と 思う 3。 
内 層 に 於 いて は 稲 臣 は 不 規則 な 網状 形成 する 事 を 認め 
と の 細 綱 繊維 の 征 粒 こよ ょ っ て 充 た と され て お る と , の べ て 
いる が , 私 の 所 見 で は 中 層 よ り 更 に density の 低い 均質 
構造 で ある 事 は すでに の べた 通り で ある 。 こ と この 内 層 が 繊 
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維 状 或 は 題 粒状 に 見 える の は 固定 , 包 埋 に た ょ る 人 工 的 産 
物 か , 或 は 電子 顕微 鏡 観 察 に 際 し て , 比較 的 厚い 標本 は 
強い 電子 線 の 下 に 観察 され る 共に 起こ る 人 工 的 な 産物 と 


思わ れ , 現在 の 電子 顕微 錯 の 分 解 能 に 於 いて は 均 質 に 見 . 


える べき で は な か ろう か 。 当 教室 に 於 いて も 内 野 は , 他 
の 観察 に 於 いて 条件 の 相違 に ょ つて 均質 な も の が 微細 和 頼 
粒状 に 現われ る こと と を 経験 し て お る 。 

結語 

1. 体 の 角 皮 , 角 下 及 び 筋 層 , 層 , 側線 
子宮 壁 , 卵 の 電子 顕微 鏡 的 観察 を 行 つ た 。 

2. 角 皮 は , 10 層 より な る こと を 認め た 。 

3. 角 皮 下層 は , 題 粒状 及び 細 繊 維 構造 を 認め た 。 

4. 筋 層 は , 本 層 を 構成 する 基本 体 は 9 mz 前 後 の 筋 
原 繊維 で ある こと と を 確認 し た 。 

5. 題 粒 層 は 光 頭 で は 一 見 無 構造 に 見 える も の で ある 
が , dense な 王 粒 群 を 認め , か く 名 付け た 。 

6. 側 腺 は 細 維 構造 か ら な り , 体腔 と は 粒 層 細 
を 以 っ て 交通 し , 角 皮 下層 と の 連絡 を 確認 し た 。 

7. 子宮 は 一 層 の ヂ ン チチ ウム 構造 か ら な る 。 

8. 虫 卵 の , 卵 明 は 三 層 か ら な る 。 外 層 に は 中 層 及 び 
外界 と 交通 する 細管 構造 を 認め た 。 

稿 を 終る に 臨み , 終始 御 懇 篤 な る 御 指 導 御 校 関 を 賜 つ 
た 細川 修治 教授 に 漂 其 の 謝意 を 表す る と 共に , 御 助 言 御 
激励 を 賜 つ た を 院長 池 江 喜久 博士 , 並び に 内 野 文 端 先生 他 
教室 員 諸 先生 に 深謝 の 意 を 表し ます 。) 

本 論文 要旨 は , 第 13 回 日 本 寄生 虫 学会 西部 地方 会 に 
於 いて 発表 し た 。 

文 
1) Rogers, R. A.(1952) : A study of eggs of As- 


caris lumbricoides var. Suum With the electoron 
Microscope. J. Parasit., 42, 97-103. 一 2) 分 


95 


山 他 (1957) : 環 虫 卵 の 電子 顕微 鏡 的 研究 , 寄生 虫 
誌 , 6(3, 4), 328. 一 3) 和 臣 成一 (1957) : 電子 顕 
徴 鏡 に ょ る 暁 下 の 卵殻 構造 た に つい て の 研究 , 岡山 医 
誌 , 11(1), 18-22. 一 4) Porter, K.R. and Palade 
G. E. (1957) : Studies on the endoplasmic retic- 
ulum. III Its form and distribution in striated 
muscle cells. J. Biophysic. Biochem. Cytol., 3(2) 
269-300. —5) Moore, D. H. and Ruska, H. (1957) 
Electron microscope study of mammalian cardiac 
muscle cells J. Biophysic Biochem., Cytol, 3(2) 
261-268. 一 6) 竹下 貞子 (1957) : 半 組織 化学 的 
研究 , 第 1 報 , 暁 虫 の 構造 , 山口 医学 , 6(2), 110- 
114. 
Summary 

1. The cuticula, subcuticular-, muscular-, and 
granular layer, side line, wall of the uterus, and 
eggs etc. were observed with the electron micros- 
copy. 

2. The cuticula was formed of 10 layers. 

3. The subcuticular tissue was granular and 
fine fibrous structure. 

4. The muscular layer was formed of the 
myofibrils of about 9 mg diameter. a 

5. The granular layer was observed amorph- 
ous structure with the optic microscopy, but was 
observed as dense, granular components with the 
electron microscopy. 

6. The side line was fine fibrous structure, 
and communicated with the silit of granular layer 
between body cavity, and also, the connection 
between subcuticular tissue was confirmed. 

7. The uterus was made up of one layer of 
syncitial structure. 

8. The shell of egg was formed of 3 layers, 
and in external layer, canalicular structure comm- 
unicating between the middle layer and the 
outsidewas noticed. 


Explanation of Figures. 


C. ; cuticular layer. Sc. ; subcuticular layer. m. ; 
muscular layer. G. ; granular layer. db. ; dense 
body. U.; uterus. LL. ; lateral line. ee. ; exter- 
nal layer of egg-shell. em. ; middle layer of egg- 
shell. ei. ; internal layer of egg-shell. e. ; egg. 
mv. ; microvilli. N. ; nucleus. 

Fig.1 x3600. Covering tissue of the body and wall 
of the uterus. 

Fig.2 x5400. The same as the above. 

Fig. 3 x17700. Cuticula, subcuticular- and muscular 
layer. 

Fig. 4 x10500. Muscular layer. Profils of myofibrils 


are seen as points. 

Fig.5 x7500. Granular layer. The dense, massive 
granular bodies are seen. 

Fig.6 x10500. Lateral line. Arrow shows the com- 
munication in the body cavity with the slits betw- 
een granular layers. 

Fig.7 x17700. Wall of the uterus. Nucleus and mi- 
crovilli. 

Fig.8 x42000. External layer of the egg-shell, sm- 
all chinks. 

Fig.9 x6600. Structure of egg (Enterobus Vermi- 
cularnis) . 
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